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第 ３ 回 大 山 町 議 会 定 例 会 会 議 録（第２日） 

平成２２年３月 ５日（金曜日）        

                                        

議 事 日 程 

                             平成２２年３月５日 午前９時３０分 開議  

 

1 開議宣告 

日程第  1 議案第 28 号 工事請負変更契約の締結について（御来屋漁港整備工事） 

日程第  2 議案第 50 号 平成 21 年度大山町一般会計補正予算（第 8 号） 

日程第  3 議案第 51 号 平成 21 年度大山町土地取得特別会計補正予算（第 2 号） 

日程第  4 議案第 52 号 平成 21年度大山町住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算

（第 1 号） 

日程第  5 議案第 53 号 平成 21 年度大山町開拓専用水道特別会計補正予算（第 2 号） 

日程第  6  議案第 54 号 平成 21 年度大山町簡易水道事業特別会計補正予算（第 3 号） 

日程第  7  議案第 55 号 平成 21 年度大山町国民健康保険特別会計補正予算（第 4 号） 

日程第  8 議案第 56 号 平成 21 年度大山町国民健康保険診療所特別会計補正予算 

（第 3 号） 

日程第  9 議案第 57 号 平成 21 年度大山町後期高齢者医療特別会計補正予算 

（第 2 号） 

日程第 10 議案第 58 号 平成 21 年度大山町介護保険特別会計補正予算（第 3 号） 

日程第 11 議案第 59 号 平成 21 年度大山町農業集落排水事業特別会計補正予算 

（第 2 号） 

日程第 12 議案第 60 号 平成 21 年度大山町公共下水道事業特別会計補正予算 

（第 4 号） 

日程第 13 議案第 61 号 平成 21 年度大山町風力発電事業特別会計補正予算（第 2 号） 

日程第 14 議案第 62 号 平成 21 年度大山町温泉事業特別会計補正予算（第 4 号） 

日程第 15 議案第 63 号 平成 21 年度大山町宅地造成事業特別会計補正予算（第 2 号） 

日程第 16 議案第 64 号 平成 21 年度大山町情報通信事業特別会計補正予算（第 3 号） 

日程第 17 議案第 65 号 平成 21 年度大山町水道事業会計補正予算（第 5 号） 

日程第 18 議案第 66 号 平成 21 年度大山町索道事業会計補正予算（第 1 号） 

日程第 19 議案第 67 号 大山町長等の給料の特例に関する条例の制定について 

日程第 20  議案第 17 号 大山町農産物処理加工施設条例の制定について 

日程第 21  議案第 18 号 大山町若者向け住宅条例の制定について 

日程第 22 議案第 19 号 大山町行財政改革審議会条例の制定について 
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日程第 23 議案第 20 号 大山町職員の勤務時間、休暇等に関する条例等の一部を改正

する条例の制定について 

日程第 24 議案第 21 号 大山町課設置条例の一部を改正する条例について 

日程第 25  議案第 22 号 大山町身体障害者、知的障害者及び精神障害者医療費助成条

例の一部を改正する条例について 

日程第 26 議案第 23 号 大山町障害者通所・通院費助成金交付条例の一部を改正する

条例について 

日程第 27 議案第 24 号 大山町消防団条例の一部を改正する条例について 

日程第 28 議案第 25 号 大山町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 

日程第 29 議案第 26 号 大山町立ふるさとフォーラムなかやま条例の一部を改正する

条例について 

日程第 30 議案第 27 号 大山町立学校設置条例の一部を改正する条例について 

日程第 31  議案第 29 号 平成 22 年度大山町一般会計予算 

日程第 32  議案第 30 号 平成 22 年度大山町土地取得特別会計予算 

日程第 33  議案第 31 号 平成 22 年度大山町住宅新築資金等貸付事業特別会計予算 

日程第 34  議案第 32 号 平成 22 年度大山町開拓専用水道特別会計予算 

日程第 35  議案第 33 号 平成 22 年度大山町地域休養施設特別会計予算 

日程第 36  議案第 34 号 平成 22年度大山町老人居室整備資金及び障害者住宅整備資金

貸付事業特別会計予算 

日程第 37  議案第 35 号 平成 22 年度大山町簡易水道事業特別会計予算 

日程第 38  議案第 36 号 平成 22 年度大山町国民健康保険特別会計予算 

日程第 39  議案第 37 号 平成 22 年度大山町国民健康保険診療所特別会計予算 

日程第 40  議案第 38 号 平成 22 年度大山町後期高齢者医療特別会計予算 

日程第 41  議案第 39 号 平成 22 年度大山町老人保健特別会計予算 

日程第 42  議案第 40 号 平成 22 年度大山町介護保険特別会計予算 

日程第 43  議案第 41 号 平成 22 年度大山町介護保険事業特別会計予算 

日程第 44  議案第 42 号 平成 22 年度大山町農業集落排水事業特別会計予算 

日程第 45  議案第 43 号 平成 22 年度大山町公共下水道事業特別会計予算 

日程第 46  議案第 44 号 平成 22 年度大山町風力発電事業特別会計予算 

日程第 47  議案第 45 号 平成 22 年度大山町温泉事業特別会計予算 

日程第 48  議案第 46 号 平成 22 年度大山町宅地造成事業特別会計予算 

日程第 49  議案第 47 号 平成 22 年度大山町情報通信事業特別会計予算 

日程第 50  議案第 48 号 平成 22 年度大山町水道事業会計予算 

日程第 51  議案第 49 号 平成 22 年度大山町索道事業会計予算 

日程第 52 特別委員会の設置及び付託 
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日程第 53 特別委員会委員長及び副委員長の互選結果の報告 

────────────────・───・─────────────────  

本日の会議に付した事件 

1 開議宣告 

日程第  1 議案第 28 号 工事請負変更契約の締結について（御来屋漁港整備工事） 

日程第  2 議案第 50 号 平成 21 年度大山町一般会計補正予算（第 8 号） 

日程第  3 議案第 51 号 平成 21 年度大山町土地取得特別会計補正予算（第 2 号） 

日程第  4 議案第 52 号 平成 21年度大山町住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算

（第 1 号） 

日程第  5 議案第 53 号 平成 21 年度大山町開拓専用水道特別会計補正予算（第 2 号） 

日程第  6  議案第 54 号 平成 21 年度大山町簡易水道事業特別会計補正予算（第 3 号） 

日程第  7  議案第 55 号 平成 21 年度大山町国民健康保険特別会計補正予算（第 4 号） 

日程第  8 議案第 56 号 平成 21 年度大山町国民健康保険診療所特別会計補正予算 

（第 3 号） 

日程第  9 議案第 57 号 平成 21 年度大山町後期高齢者医療特別会計補正予算 

（第 2 号） 

日程第 10 議案第 58 号 平成 21 年度大山町介護保険特別会計補正予算（第 3 号） 

日程第 11 議案第 59 号 平成 21 年度大山町農業集落排水事業特別会計補正予算 

（第 2 号） 

日程第 12 議案第 60 号 平成 21 年度大山町公共下水道事業特別会計補正予算 

（第 4 号） 

日程第 13 議案第 61 号 平成 21 年度大山町風力発電事業特別会計補正予算（第 2 号） 

日程第 14 議案第 62 号 平成 21 年度大山町温泉事業特別会計補正予算（第 4 号） 

日程第 15 議案第 63 号 平成 21 年度大山町宅地造成事業特別会計補正予算（第 2 号） 

日程第 16 議案第 64 号 平成 21 年度大山町情報通信事業特別会計補正予算（第 3 号） 

日程第 17 議案第 65 号 平成 21 年度大山町水道事業会計補正予算（第 5 号） 

日程第 18 議案第 66 号 平成 21 年度大山町索道事業会計補正予算（第 1 号） 

日程第 19 議案第 67 号 大山町長等の給料の特例に関する条例の制定について 

日程第 20  議案第 17 号 大山町農産物処理加工施設条例の制定について 

日程第 21  議案第 18 号 大山町若者向け住宅条例の制定について 

日程第 22 議案第 19 号 大山町行財政改革審議会条例の制定について 

日程第 23 議案第 20 号 大山町職員の勤務時間、休暇等に関する条例等の一部を改正

する条例の制定について 

日程第 24 議案第 21 号 大山町課設置条例の一部を改正する条例について 

日程第 25  議案第 22 号 大山町身体障害者、知的障害者及び精神障害者医療費助成条
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例の一部を改正する条例について 

日程第 26 議案第 23 号 大山町障害者通所・通院費助成金交付条例の一部を改正する

条例について 

日程第 27 議案第 24 号 大山町消防団条例の一部を改正する条例について 

日程第 28 議案第 25 号 大山町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 

日程第 29 議案第 26 号 大山町立ふるさとフォーラムなかやま条例の一部を改正する

条例について 

日程第 30 議案第 27 号 大山町立学校設置条例の一部を改正する条例について 

日程第 31  議案第 29 号 平成 22 年度大山町一般会計予算 

────────────────・───・─────────────────  

出席議員（１８名） 

１番 竹 口 大 紀     ２番 米 本 隆 記  

３番 大 森 正 治     ４番 杉 谷 洋 一  

５番 野 口 昌 作     ６番 池 田 満 正  

７番 近 藤 大 介     ８番 西 尾 寿 博  

９番 吉 原 美智恵    １０番 岩 井 美保子  

１１番 諸 遊 壌 司    １２番 足 立 敏 雄  

１３番 小 原 力 三    １４番 岡 田   聰  

１５番 椎 木   学    １６番 鹿 島   功    

１７番 西 山 富三郎    １８番 野 口 俊 明   

────────────────・───・─────────────────  

欠席議員(なし)  

────────────────・───・───────────────── 

事務局出席職員職氏名 

局長 ……………… 諸 遊 雅 照     書記 …………… 柏  尾  正  樹 

────────────────・───・───────────────── 

説明のため出席した者の職氏名  

町長 …………………森 田 増 範     教育長 ………………山 根   浩

副町長…………………小 西 正 記       総務課長 …………  田 中   豊  

企画情報課長 ……… 野 間 一 成     住民生活課長……… 小 西 広 子 

税務課長 ……………中 田 豊 三     建設課長 ……………押 村 彰 文  

農林水産課長 ………池 本 義 親     水道課長 ……………舩 田 晴 夫  

福祉保健課長  ………戸 野 隆 弘          人権推進課長 ……… 近 藤 照 秋

観光商工課長  ………小  谷  正  寿       大山振興課長 ……… 福 留 弘 明

診療所事務局長………斎  藤   淳            地籍調査課長…………種  田  順  治
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教育次長………………狩 野   実          学校教育課長…………林 原 幸 雄 

社会教育課長 ………手 島 千津夫     幼児教育課長 ………高 木 佐奈江 

農業委員会事務局長…高 見 晴  美     代表監査委員 ………松 本 正 博 

会 計 管 理 者 … … … … … 坂 田  修     中 山 支 所 総 合 窓 口 課 長 … 山 下 一 郎      

大山支所総合窓口課長…麹谷 昭久      教育次長………………狩 野   実            

社会教育課長 ………手 島 千津夫     幼児教育課長 ………高 木 佐奈江 

農業委員会事務局長…高 見 晴  美     教育委員長 …………伊 澤 百 子 

──────────────・───・───────────────── 

午前９時３０分 開会 

○議長（野口俊明君） ただいまの出席議員は１８名です。定足数に達しておりますの

で、これから本日の会議を開きます。 

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

本定例会に上程されました５１議案の提案理由説明は、昨日終わっておりますので、

これから直ちに質疑を行いますが、日程第１、議案第２８号 工事請負変更契約の締結

について（御来屋漁港整備工事）から、日程第１８、議案第６６号 平成２１年度大山

町索道事業会計補正予算（第１号）までの１８議案については、本日、討論・採決まで

行います。 

日程第１９、議案第６７号 大山町長等の給料の特例に関する条例の制定についてから、

日程第５１、議案第４９号 平成２２年度大山町索道事業会計予算までの３３議案につい

ては、本日、質疑のみを行います。 

あ、遅れました。おはようございます。これから本会議を開きます。 

────────────────・───・───────────────── 

日程第１ 議案第２８号 

○議長（野口俊明君） 日程第１、議案第２８号 工事請負変更契約の締結について（御

来屋漁港整備工事）を議題にします。これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

○議員（５番 野口昌作君） 議長、５番。 

○議長（野口俊明君） ５番 野口昌作君。 

○議員（５番 野口昌作君） えーとですね、この変更契約、今ちょっと机の上みえま

せんけれど、これですね。１１４日間の延期ということでございますが、これにつきま

してですね、一番当初の契約が、６月の１６日ですね、議会議決になったのが。それか

ら変更契約をされたのが、１２月１０日提出というようなことで変更になって、その変

更のときはですね、いわゆるブロック運搬の進入路など、陸上で搬入するようなですね、

変更契約だということで工期をですね、守るためにそういう変更契約をするんだという

ようなことをですね、伺ったような気がいたします。結局工事がスムースにいくように

ということだったように思ったりしますけれど、この変更契約は、１１４日間というこ
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とでですね、非常にまあ延長期間が長いと、まあ残務整理ぐらいのですね話だったら分

かるかと思いますけれど、３カ月のですね、延期をしてというようなことで、それから

昨日もですね、非常に海上の方はなぎでございます。非常にいい海上の作業ができる状

態であります。今日もそういう状態であります。やっておりません。やっておりません。 

それからですね、建設省なんかの工事になりますというと３月３１日の工事期間だと

いうことでですね、今頃でも非常に多くの方がですね、現場の方一生懸命、土曜日も日

曜日も掛かってですね、やっておられます。そういうような状況でございます。今現在

やっていないというような状況の中でですね、これは何ていうか、議会議決を、これま

でですね、２回の契約を議決してきた議会を非常にですね、軽視していると。議会軽視

のこれは契約だと。 

それからもう１点ですね、この契約については、町長はですね、この安全な作業をす

るために延期するんだというようなことがありましたけれども、これはなら誰が延期す

るという考え方を起こしたのか。変更しなければいけないという考え方を起こしたのか、

その辺も伺ってですね、本当に議会軽視、それから大山町との契約というものをですね、

軽視している状態だという具合に思うわけでございまして、この点についてですね、所

感を伺いたいと思います。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 野口議員さんの質問にお答えささせていただきたいと思います。

詳しいところ、細かなところにつきましては担当課長の方から述べさせていただきたい

と思います。 

ご質問の中に議会軽視という強いご発言がございましたけれども、そのことにつきま

しては、全くそのような思いは持っておりませんので、まずご理解を願いたいと思いま

す。 

１２月の非常にこういった荒れた天候の中で、安全という面も含めてこのような提案

をさせていただいているところでございます。詳細につきましては、担当課長の方から

説明させていただきますので、よろしくお願いします。 

○農林水産課長（池本義親君） 議長、農林水産課長。 

○議長（野口俊明君） 池本農林水産課長。 

○農林水産課長（池本義親君） ご質問にお答えいたします。まず６月１６日に当初計

画をいたしております。また１２月１０日に変更契約、この変更契約につきましては、

ご質問いただきましてその時にも答弁させていただいておりますが、１２月変更につき

ましては、台船を海上輸送するためにブロックの詰み込み作業をする際、海底に錠アン

カーロープ、というものが９本設置をしてあると。いったことでブロックを台船に乗せ

た時点で、船の底がつかえるといったことが判明したために海上運搬ができないという

ことで、陸上運搬に変更した経緯でございます。 
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 また今日も海がないでおるんじゃないかということでありますが、まず海上の波高１．

５メートル以上につきましては危険なため作業ができないということになっております。

で、波高データーを見ますと、まず１２月からこちらの方ずっと荒れておりますが、１

２月につきましては、１日と２日、２日間が１メートルの波高、９日と１０日が２日間

が１メートル波高ということでそれ以外につきましては全て１メートル５０以上の波高

となっています。また１月におきましては、２７日が０．５メートルということで１日

だけが、１．５メート以内の波高という状況でありました。また２月におきましては１

４日が１メートル、２２、２３、２４の３日間が１メートルということであとは全て１

メートル５０以上の波高となっております。 

従いまして、作業は出来る状態ではなかったということですありますし、また土日と

いうこともございましたが、この間、１２月までにつきましては土日も作業を行ってい

ます。と、申しますのは、休日作業届といった届けが出てまいります。それにつきまし

て、届出が出た時点で地元との関係もありますが、町の方がそれを受け入れて許可をし

てから作業に入るといった体制をとっております。で、今後ということになりますと、

まず陸上で運んでまいりましても、台船を湾内につけまして、そのブロックを台船に乗

せて据付けをするといった作業になります。従いまして、湾内であっても船に乗せてか

らの作業になりますので、波高があれば作業が困難といった状況になります。以上です。 

○議員（５番 野口昌作君） 議長、５番。 

○議長（野口俊明君） ５番 野口昌作君。 

○議員（５番 野口昌作君） 今はですね、１２月以降の波高とかというようなお話で

ございますが、６月の１６日に議会に提出してある。それからというもの６カ月ぐらい

あるわけですわね。その間というものの施工もできるわけでございます。 

それからわたし言いました、この変更契約をですね、誰が、役場の方が変更契約しま

すということを言われたのか。延期しますということを言われたのか、その辺ちょっと

お伺い、さっきも言ったですけれど。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 野口議員さんの質問につきまして詳細を担当課長の方から答え

させていただきます。 

○農林水産課長（池本義親君） 議長、農林水産課長。 

○議長（野口俊明君） 池本農林水産課長。 

○農林水産課長（池本義親君） ６月から既に先ほどもお答えしておりますが、陸の上

の作業もありますので、陸上の作業も進めながらずっと工事を進めてきたところであり

ます。１２月から１２、１、２という３カ月間、これができないということになります

と、工程上、標準工期で設定しております関係がありますので、大きな３カ月間という

期間、全く工事ができないという状況でありますので、これ当然遅れてくるといったこ
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とであります。 

また変更契約につきましては、まず業者、請負業者さんの方から延期の願い出が出て

まいります。で、それを出てまいりました処理を役場、うちわの方で中身を見まして工

程表の対比、いわゆるスタート時点からの工程表の対比を見まして、で遅れの状況を見

まして、で、間に合わないと。で、さらに安全な日数を考えた場合、１２０日間という

ことで、認めて変更契約を行なうといったものであります。 

○議長（野口俊明君） 他に質疑はありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕 

○議長（野口俊明君） 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。これから討論を行

います。討論はありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕 

○議長（野口俊明君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。これから、議案第

２８号を採決いたします。お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに賛成の

方は、起立願います。 

〔 賛成者起立 〕 

○議長（野口俊明君） 起立多数です。したがって、議案第２８号は、原案のとおり可

決されました。      

────────────────・───・───────────────── 

日程第２ 議案第５０号 

○議長（野口俊明君）  これから日程第２､ 議案第５０号 平成２１年度大山町一般会

計補正予算（第８号）について、質疑を行います。質疑はありませんか。 

○議員（３番 大森正治君） 議長、３番。 

○議長（野口俊明君） ３番 大森正治君。 

○議員（３番 大森正治君） ページ数でいいますと３０、３１になりますけども同和

対策費、目５の同和対策費の中に繰出金があります。これは、この後の特別会計とも関

連をするわけですが、ここで質問さしていただきます。 

 繰出金としまして、３９７万６，０００円ありますけども、これをこの住宅新築資金

等貸付事業特別会計の方への繰出のその理由、あるいは根拠ですね、これを説明してく

ださい。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 大森議員さんの質問に対しまして、担当課長の方から述べさせ

ていただきます。 

○人権推進課長（近藤照秋君） 議長、人権推進課長。 

○議長（野口俊明君） 近藤人権推進課長。 

○人権推進課長（近藤照秋君） 失礼いたします。住宅新築資金特別会計への繰出金で
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ございますが、この本会計のことにつきましては、別件の特別会計補正予算の方にも歳

入として、一般会計から歳入として入れるというふうな予算を計上させていただいてい

ます。 

これは、この会計は、既に貸付は終わっておりまして、現在の会計は借りとります住

資の、借りとりますものについて回収をして返済をするという事業会計になっておりま

す。そして、今年度当初は、むしろ一般会計の方に、繰り出すというようなことを計画

して当初予算組んでおりましたけども、公債費の抑制、あるいは貸付金元利収入のこと、

それから県の補助金が減額になったというようなことから、今年度は一般会計から特別

会計の方に、繰り入れをして繰り入れをするということにしたところでございます。以

上でございます。 

○議長（野口俊明君） 他に質疑はありませんか。 

○総務課長（田中 豊君） 議長、総務課長。 

○議長（野口俊明君） 田中総務課長。 

○総務課長（田中 豊君） ただいまの質問に若干の補足をさせていただきますと、特

別会計の方で見ていただけば後で分かると思いますけれど、借換債を当初、残りが残債

が１年、２年という部分も安い金利のものに借り返る予定でありましたが、借金がまた

残るということで、借換債を借りないで繰上償還をしたために、財源が特別会計の方で

足りなかったというふうにわたしは理解しておりますので、よろしくお願いします。 

○議長（野口俊明君） 他に質疑はありませんか。 

○議員（１番 竹口大紀君） 議長 １番。 

○議長（野口俊明君） １番 竹口大紀君。 

○議員（１番 竹口大紀君） 歳出２３ページの目９の電子計算費の中に総合行政シス

テムサーバー更新委託料５，５００万約ありますが、これの詳細内容を教えてください。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 竹口議員さんの質問に対しまして、担当課長の方から述べさせ

ていただきます。 

○総務課長（田中 豊君） 議長、総務課長。 

○議長（野口俊明君） 田中総務課長。 

○総務課長（田中 豊君） 今回総合行政システムも３月補正ということで、増額補正

をさしていただいた大きな理由としましては、更新時期が近づいているということ、２

２年７月ということでございますが、まずは全体的には容量が不足してきたということ

もございます。それとウィンドウズ２０００サーバーの保守料、それが今年の７月とい

うことでございます。 

 補正の中身としまして、今回主な状況を申し上げますと、メインサーバーを中山支所

においてございますものを名和の本庁に移設するということがございます。 
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２点目としまして、機器の増強ということで総合行政システムの更新ということで、

額的に約４，８００万円でございます。それからファイルサーバーの増強ということで、

共有フォルダーのサーバーにつきまして空き容量が１０％程度となっておりますので、

その増強経費として約１３０万程度、それからネットワーク機器の更新ということで、

デスクネッツという職員共通の部分がございます。それについて当初想定しておりまし

た台数等が増加しております。現在パソコンを常時使用しておりますのが、３５０台程

度ございまして、その部分で３５０万程度の経費が掛かるということと、あとパソコン

の更新として２００万程度、更に税関係の家屋調査システムの更新も合わせて行うとい

うことで約５００万を予定してしておるところでございます。 

○議員（１番 竹口大紀君） 議長、１番。 

○議長（野口俊明君） 竹口大紀君。 

○議員（１番 竹口大紀君） 今、説明でですね、サーバーのソフトウィンドウズ２０

００サポート終了ということで、これいたしかたがない。それからソフトを新たに入れ

なければならないソフト、これも仕方が無いかと思いますが、例えばファイルサーバー

の増強、それから容量不足、共有フォルダーの容量不足、空きがもう数％しかないって

いことですが、それは行政の中の仕事が増えてきて、容量不足になっているのか、それ

とも職員の使い方がですね、例えば削除できるようなものをそのままにしていて、それ

を削除せずに容量を増強しないといけない状況になっているのか、どちらなのか、答え

てください。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 竹口議員さんの質問につきまして担当課長の方から答えさせて

いただきます。 

○総務課長（田中 豊君） 議長、総務課長。 

○議長（野口俊明君） 田中総務課長。 

○総務課長（田中 豊君） ただいまの追及でございますが、不要なものにつきまして

は、担当の方が指示しまして容量をカバーできるように指示を出して消すようにはして

おりますが、現在あるシステムの導入時の職員の使用につきましては、それが現時点で

は臨時職員等も使うという状況になっておりまして倍近くの職員が使っておる状況が出

てきておる、そういうことで不足するということでございます。 

○議員（１番 竹口大紀君） 了解。 

○議長（野口俊明君） 他に質疑ありませんか。 

○議員（７番 近藤大介君） 議長、７番。 

○議長（野口俊明君） ７番 近藤大介君。 

○議員（７番 近藤大介君） 歳入についてお尋ねします。町税でございますが、この

度の補正で個人住民税の滞納繰越分の歳入が１５０万の増額、固定資産税の滞納繰越分
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が約１８０万歳入が増えたということでの補正になっております。 

 昨日の町長の政務報告でもありましたが、徴収金、未収金の対策は一生懸命頑張って

いただいているようでして、その成果なのかなというふうにも理解しておりますが、増

額補正の要因について説明をお願いいたします。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 近藤議員さんの質問につきまして担当課長の方から答えさせて

いただきます。 

○税務課長（中田豊三君） 議長、税務課長。 

○議長（野口俊明君） 税務課長。 

○税務課長（中田豊三君） 近藤議員さんのご質問にお答えいたします。個人住民税と

それから固定資産税、滞納繰越分の収入が増額ということで補正計上させていただいて

おりますけれども、個人住民税につきましては、当初は３５０万円の収入を見込んでお

りましたが、実績によりまして約５００万の収入が見込まれることから１５０万の補正

をさせていただきました。 

これはやはり当初の見込みよりも滞納対策室、みな一丸となりまして過年度分の徴収

にも取り組んでおります成果だと思っております。それから固定資産税の方は当初は、

５７７万７，０００円の収入を見込んでおりましたけれども、１８２万３，０００円の

増額ということで、これも一丸となって滞納の徴収金に取り組んだ成果だと思っており

ます。以上でございます。 

○議員（７番 近藤大介君） 議長、７番。 

○議長（野口俊明君） ７番 近藤大介君。 

○議員（７番 近藤大介君） 今の説明でいけば、まあ例えば住民税、個人住民税の分

であれば３５０万の予定が５００万ということで大幅な増収ということになろうかと思

うんですが、一生懸命頑張った成果というのは分かりますが、もう少し具体的な内容を、

その差し押さえによるものなのか、あるいは何かしら大口の滞納の方が一括して納付が

あったのかとか、そういった説明いただける範囲で具体的な説明をお願いしたかったん

ですけど、その辺ないですかね。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 近藤議員さんの質問につきまして詳細を担当課長の方から述べ

させていただきます。 

○税務課長（中田豊三君） 議長、税務課長。 

○議長（野口俊明君） 中田税務課長。 

○税務課長（中田豊三君） 政務報告の中で徴収金関係でも皆さん方に報告をいたして

おりますけれども、まあ、差し押さえ、これにつきましては、２１年度初めて固定資産

の差し押さえしました固定資産の売却を行っております。 
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それから特に２１年度は町外の滞納者にも力を入れておりまして、昨日今日とも岡山

の方に徴収に出かけておりますけれどもこういうやっぱり地道な滞納の徴収に取り組ん

でいるところのやっぱり成果じゃないかと思っております。以上です。 

○議員（７番 近藤大介君） 議長、７番。 

○議長（野口俊明君） 近藤大介君。 

○議員（７番 近藤大介君） 固定資産の差し押さえがあって、競売にかけての換価に

よる納付もあったということでありますが、固定資産を競売にかけて税金に充てても尚

滞納額が残る場合、どのような扱いになるのか、少しちょっと説明お願いできますか。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 近藤議員さんの質問につきまして細かなところ担当課長の方か

ら述べさせていただきます。 

○税務課長（中田豊三君） 議長、税務課長。 

○議長（野口俊明君） 中田税務課長。 

○税務課長（中田豊三君） 競売によりましても、全ての滞納金が徴収できないという

場合もございます。それから預金とか生命保険とかの差し押さえもやっておりまして、

全額それで全てが入ってくるというわけではございませんが、そのケースを見まして徴

収の猶予、先に本当になかなか収めていただくことができない人に配慮をする場合もご

ざいますし、それから残りの分はまたそのまま滞納ということでお支払いいただくよう

に指導するというふうでケースバイケースでございます。 

○議員（７番 近藤大介君） はい、了解しました。 

○議長（野口俊明君） 他に。 

○議員（９番 吉原美智恵君） 議長、９番。 

○議長（野口俊明君） ９番 吉原美智恵君。 

○議員（９番 吉原美智恵君） ５３ページ、教育振興費のところでございます。教育

審議会委員報酬が減になっております。教育審議会についてその考えを問いたいと思い

ます。 

○教育長(山根 浩君） 議長、教育長。 

○議長（野口俊明君） 山根教育長。 

○教育長(山根 浩君） 教育次長に。 

○教育次長(狩野  実君） 議長、教育次長。 

○議長（野口俊明君） 狩野教育次長。 

○教育次長(狩野  実君） ただいまのご質問にわたしの方からお答えいたします。教

育審議会、当初発足して学校のあり方、保育所のあり方等検討して答申をいただきまし

た。継続して審議会としては、残しておりますけれども、現在審議会にかけるレベルで

ない部分で案件を処理した関係で、今年度については審議会を開催しての審議っていう
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ことには至らなかったということであります。 

また新しい段階で審議会にかけて審議をするレベルのことが出てくると思ってますの

で、必要に応じて審議会を開催したいと思っております。以上です。 

○議員（９番 吉原美智恵君） 了解。 

○議員（１０番 岩井美保子君） 議長、１０番。 

○議長（野口俊明君） １０番 岩井美保子君。 

○議員（１０番 岩井美保子君） 歳入の部分でですが、５ページ農林水産業費使用料

とありまして、３３万５，０００円上がっておりますが、ちょっと詳しく教えていただ

きたいと思います。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 岩井議員さん質問につきまして担当課長の方から詳しく述べさ

せていただきます。 

○議長（野口俊明君） 質問者にもう一度お願いします。先ほど私等にもちょっと聞き

取りにくい面がありましたので、もう一度。 

○議員（１０番 岩井美保子君） はい、５ページです。３０款になりますが、農林水

産業費使用料とありまして、その中でですね３３万５，０００円という数字が上がって

おります。３項目ですね。詳しく教えていただきたいと思います。 

○農林水産課長（池本義親君） 議長、農林水産課長。 

○議長（野口俊明君） 池本農林水産課長。 

○農林水産課長（池本義親君） 農林水産課の関係、ここに１項目になります。農道占

用料であります。これは電柱が農道に新しく立ちまして、それに対する占用料を徴収し

たものであります。 

○中山支所総合窓口課長（山下一郎君）  議長、中山支所総合窓口課長。 

○議長（野口俊明君） 山下中山支所総合窓口課長。 

○中山支所総合窓口課長（山下一郎君） お答えをします。環境改善センターの１０万

円につきましては、このたび災害対応の自販機を設置しまして、それに掛かる設置費用

ということで、業者の方からいただいております。電気代相当額でございます。 

○議員（１０番 岩井美保子君） 了解しました。 

○議長（野口俊明君） ３番の大森議員につきましては、一度質問がすんでいます。他

に質疑はありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕 

○議長（野口俊明君） 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。これから討論を行

います。討論はありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕 

○議長（野口俊明君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。これから、議案第
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５０号を採決いたします。 

お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

〔 賛成者起立 〕 

○議長（野口俊明君） 起立多数です。したがって、議案第５０号は、原案のとおり可

決されました。      

────────────────・───・───────────────── 

日程第３ 議案第５１号 

○議長（野口俊明君）  これから日程第３、議案第５１号 平成２１年度大山町土地取

得特別会計補正予算（第２号）について､質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕 

○議長（野口俊明君） 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。これから討論を行

います。討論はありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕 

○議長（野口俊明君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。これから、議案第

５１号を採決いたします。 

お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

〔 賛成者起立 〕 

○議長（野口俊明君） 起立多数です。したがって、議案第５１号は、原案のとおり可

決されました。      

────────────────・───・───────────────── 

日程第４ 議案第５２号 

○議長（野口俊明君）  これから日程第４、議案第５２号 平成２１年度大山町住宅新

築資金等貸付事業特別会計補正予算（第１号）について、質疑を行います。質疑はあり

ませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕 

○議長（野口俊明君） 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。これから討論を行

います。討論はありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕 

○議長（野口俊明君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。これから、議案第

５２号を採決いたします。 

お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

〔 賛成者起立 〕 

○議長（野口俊明君） 起立多数です。したがって、議案第５２号は、原案のとおり可

決されました。      

────────────────・───・───────────────── 
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日程第５ 議案第５３号 

○議長（野口俊明君）  これから日程第５、議案第５３号 平成２１年度大山町開拓専

用水道特別会計補正予算（第２号）について、質疑を行います。質疑はありませんか。 

○議員（５番 野口昌作君） 議長、５番。 

○議員（野口俊明君） ５番 野口昌作君。 

○議員（５番 野口昌作君） ３ページですね。説明の方の３ページですけれども、過

年度給水料ということでですね１５万円補正してありますけれど、過年度給水料、この

時点で補正するということはどういうことですか。お尋ねします。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 詳しくは担当課長の方から述べさせていただきたいと思います

が、説明の中にも申し上げましたように、この増額につきましては、計量の給水料の実

績ということで提案をさせていただいたところでもございます。担当課長の方から詳し

く述べさせていただきます。 

○水道課長（舩田晴夫君） 議長、水道課長。 

○議長（野口俊明君） 舩田水道課長。 

○水道課長（舩田晴夫君） ただいまのご質問にお答えさせていただきます。過年度滞

納になっておりました料金が徴収ができましたので、徴収ができましたので計上させて

いただきます。 

○議長（野口俊明君） 他に質疑はありませんか。 

○議員（２番 米本隆記君） 議長、２番。 

○議長（野口俊明君） ２番 米本隆記君。 

○議員（２番 米本隆記君） 歳出の方の４ページ開拓専用水道の電気探査業務委託料

が９１万２，０００円減額になっております。当初５００万ぐらいだったと思うんです

が、大変減額になった金額が大きいと思いますけれど、これはどのようなことでこう安

くなったのか、お尋ねします。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 米本議員さんの質問につきまして担当課長の方から詳しく述べ

させていただきます。 

○水道課長（舩田晴夫君） 議長、水道課長。 

○議長（野口俊明君） 舩田水道課長。 

○水道課長（舩田晴夫君） ただいまのご質問にお答えいたします。この減額となりま

した結果は、指名競争入札を実施した結果、価格、予定価格非公表ということで実施を

いたしまして、こういう額で落札をいたしましたので、差額分を減額をさせていただき

ます。 

○議員（２番 米本隆記君） 了解です。 
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○議長（野口俊明君） 他に質疑はありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕 

○議長（野口俊明君） 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。これから討論を行

います。討論はありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕 

○議長（野口俊明君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。これから、議案第

５３号を採決いたします。 

お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

〔 賛成者起立 〕 

○議長（野口俊明君） 起立多数です。したがって、議案第５３号は、原案のとおり可

決されました。      

────────────────・───・───────────────── 

日程第６ 議案第５４号 

○議長（野口俊明君）  これから日程第６、議案第５４号 平成２１年度大山町簡易水

道事業特別会計補正予算（第３号）について、質疑を行います。質疑はありませんか。 

○議員（５番 野口昌作君） 議長、５番。 

○議員（野口俊明君） ５番 野口昌作君。 

○議員（５番 野口昌作君） 説明の方の４ページですね、水質検査委託料が６０万４，

０００円減額になっておりますが、水質検査はですね、だいたい毎月やっておられるは

ずでございますが、当初の積算のときにおそらくそれが毎月でいくらということで積算

してあるのに、だと思いますが、それが６０万４，０００円という減額になるという理

由はどういうことですか。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 野口議員さんの質問につきまして詳細を担当課長の方から述べ

させていただきます。 

○水道課長（舩田晴夫君） 議長、水道課長。 

○議長（野口俊明君） 舩田水道課長。 

○水道課長（舩田晴夫君） ただいまのご質問にお答えいたします。飲料水の水質検査

ができますのは保健事業団が県内では１社でございまして、予算を組みます時点で見積

りを徴収をいたしますのは、県内の標準の価格で見積書が提出になります。で、実際の

業務を実施をいたします場合には、搬送距離等を考慮して、それから過去の取引実績等

によって各町村ばらばらの実施単価で現実には実施になるという実情がございまして、

当町の場合は、過去の実績を尊重していただいてかなりの減額率を適用していただいて

おるということでこれだけの減額差が出ております。水質検査は毎月１回ずつ各水源の

水質検査を実施をいたしております。以上です。 
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○議員（５番 野口昌作君） 分かりました。 

○議長（野口俊明君） 他に質疑ありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕 

○議長（野口俊明君） 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。これから討論を行

います。討論はありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕 

○議長（野口俊明君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。これから、議案第

５４号を採決いたします。 

お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

〔 賛成者起立 〕 

○議長（野口俊明君） 起立多数です。したがって、議案第５４号は、原案のとおり可

決されました。      

────────────────・───・───────────────── 

日程第７ 議案第５５号 

○議長（野口俊明君）  これから日程第７、議案第５５号 平成２１年度大山町国民健

康保険特別会計補正予算（第４号）について質疑を行います。質疑はありませんか。 

○議員（３番 大森正治君） 議長、３番。 

○議長（野口俊明君） ３番 大森正治君。 

○議員（３番 大森正治君） 明細の３ページ、歳入についてですけども、国民健康保

険税の補正が６３７万８，０００円ということで増えております。まあいいことではあ

るんですけども、ちょっと心配するのが、これおそらく滞納の徴収によって増額になっ

たと思うんですけども、その場合、無理な取り立てがあって納入されていなければいい

がなということをちょっとまあ心配します。この保険証の、滞納した場合ですね、保険

証の取り上げっていうこともあるわけですけども、その払えるのに払わないということ

が前提になっているんじゃないかなというふうに思いますけども、そのことは長妻厚生

労働大臣も言っておりましたよね。払えるのに払わないことが証明された人に限るとい

うふうなそういうふうな人にお願いしているということを言っておりますけども、その

町内でのね、その保険証の取り上げの実態っていうのはどうなのか。ここと関連して短

期保険証、あるいは資格証明書あるわけですけれども直近のデーターでいいんですが、

その辺の特に資格証明書のそれの実態はどれくらいあるのか、お示し願いたいと思いま

す。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 大森議員さんの質問につきましては、担当課長の方から述べさ

せていただきたいと思いますが、特に滞納対策ということでも議員の皆さん方の方から

もご指摘をいただきながら、また職員も一丸となってこの取り組みをしているところで
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ございます。進める取り組みについては、一つ一つ慎重をきしてやっております。この

ことだけはまず、ご理解を願いたいと思います。詳しいところを担当課長の方から述べ

させていただきます。 

○税務課長（中田豊三君） 議長、税務課長。 

○議長（野口俊明君） 中田税務課長。 

○税務課長（中田豊三君） 先ほども町長の方からございましたけれども、滞納金の徴

収に関しましては、滞納者の方の一人ずつよく生活実態とかを聞きとりいたしまして、

その上で資格証なり、短期保険証なりを発行しているところでございます。 

 資格証につきましては、今現在ちょっと数字を正確には申し上げられませんけどもだ

いたい２、３名の方がですね、資格証ということで、保険証を交付していないというこ

とでございますけれども、ほとんどの方が町外とかの方でございます。 

それから資格証でございますけれども、これにつきましては滞納繰越があった分前年

度分の滞納者の方につきまして、３カ月証とか６カ月証とかを発行しておりますけれど

も、国の方でも今議論がされておりますけれども、高校生や中学生、それから小学生、

この方につきましては、いくら長くても６カ月の短期保険証ということで、そういうこ

とはやっていって、今実施をしておるところでございます。 

 だいたい、ちょっと数字は、正確な数字はちょっとここで申し上げることはできませ

んけれど、実態、短期保険証の発行の実態は、だいたい同じような件数でございまして、

まああまり増えることもないし、少なくなることもないと、今年の場合ですね。で、推

移しておるところでございます。以上でございます。 

○議員（３番 大森正治君） 議長、３番。 

○議長（野口俊明君） ３番 大森正治君。 

○議員（３番 大森正治君） そうしますと町外の資格証明証を発行しているのは、町

外の２、３名だということですけども、わたしもちょっと意味が分からないのでもう少

し説明して欲しいんですけども。ということは、この人たちについても無理な徴収では

ないと、支払える能力があるのに、支払えないのでやっぱりこれは資格証出さなきゃな

らないという実態の人のわけですよね。確認にもなりますけれど。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 大森議員さんの質問に担当課長の方から述べさせていただきま

す。 

○税務課長（中田豊三君） 議長、税務課長。 

○議長（野口俊明君） 中田税務課長。 

○税務課長（中田豊三君） 先ほどちょっと短期保険証の実数を申し述べておりません

でしたが、だいだい１９０件前後でございます。全町で。これがだいたい同じような数

字で１年間推移しております。で、特にこの資格証につきましては、慎重に慎重をきし
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ておりまして、滞納者の方と面談を十分やりまして、それで短期保険証にするのか、資

格証にするのかという判断をしているところでございますけれども、特にこの資格証の

方はその面談にも応じていただけないという方でございます。以上でございます。 

○議員（３番 大森正治君） 了解です。 

○議長（野口俊明君） 他に質疑ありませんか。 

○議員（１５番 椎木 学君） 議長、１５番。 

○議長（野口俊明君） １５番 椎木 学君。 

○議員（１５番 椎木 学君） ７、８ページに検診料、あるいはドックの委託でござ

いますけれども合わせて８００近くの減額となっておりますが、非常に大きい減額で、

これは予定した、町が予定した方よりも希望者が少なかったのか、あるいは希望したけ

れども受けなかったのか。ドックについては年末あるいは年が明けますとなかなかとり

づらいという状況はありますけれど、そういう、どういう経過でこの数字、大きい数字

が出たのか、また検診を進められるようにどういう努力をされたのでしょうか。お伺い

します。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 椎木議員さんの質問につきまして担当課長の方から述べさせて

いただきます。 

○福祉保健課長（戸野隆弘君） 議長、福祉保健課長。 

○議長（野口俊明君） 戸野福祉保健課長。 

○福祉保健課長（戸野隆弘君） 特定検診の件の数字等のご質問でございました。特定

検診につきましては、対象者が１月末の把握している数字ですけれども、３，３９５人、

で、集団検診が２６７人受けられて個別検診が２０７人、人間ドックで３７６人という

ことで、合計８４８人が受けておられます。で、こういう中で保健指導につきましては、

あ、検診のことでございますけども、この数字はあとは人間ドックの方がですね、まだ

２月末までを期限としておりましたので、ちょっと最終の数字が挙がってきておりませ

ん。大きな病院については結構１月２月にですね、多くあるということですので、まだ

１００人以上ぐらいは数字が挙がってくるのではないかというふうに思っておるところ

です。そしてこういう検診を受けられた中で特定保健指導の内容と該当する方でありま

すけども、集団検診なり、個別検診の中で動機付支援、積極的支援、合わせて５４人、

人間ドックの中では、合わせて６３人の方が対象となっておるところです。これからま

たその中で保健指導を希望される方につきまして、現在指導を行っているというところ

であります。以上でございます。 

○議員（１５番 椎木 学君） 議長、１５番。 

○議長（野口俊明君） 椎木 学君。 

○議員（１５番 椎木 学君） 大きい病院等については今後請求が出てこの額は減る
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とまた、ということで理解していいんでしょうか。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 椎木議員の質問につきまして担当課長の方から述べさせていた

だきます。 

○福祉保健課長（戸野隆弘君） 今回のこの補正で減額を… 

○議長（野口俊明君） 発言者は議長の許可を受けてから発言してください。まず自分

の所属名を述べてから許可を受けてください。 

○福祉保健課長（戸野隆弘君） 議長、福祉保健課長。 

○議長（野口俊明君） 戸野福祉保健課長。 

○福祉保健課長（戸野隆弘君） 失礼いたしました。この減額補正をして、あと、予算

が大丈夫かという意味のご質問かと思いましたが、まだ余裕をもって今回落としており

ますので、あと人間ドックで受けられる方の予算は確保してあると思っております。 

○議員（１５番 椎木 学君） 了解。 

○議長（野口俊明君） 他に質疑ありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕 

○議長（野口俊明君） 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。これから討論を行

います。討論はありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕 

○議長（野口俊明君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。これから、議案第

５５号を採決いたします。 

お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

〔 賛成者起立 〕 

○議長（野口俊明君） 起立多数です。したがって、議案第５５号は、原案のとおり可

決されました。      

────────────────・───・───────────────── 

日程第８ 議案第５６号 

○議長（野口俊明君）  これから日程第８、議案第５６号 平成２１年度大山町国民健

康保険診療所特別会計補正予算（第３号）について質疑を行います。質疑はありません

か。 

○議員（８番 西尾寿博君） 議長、８番。 

○議長（野口俊明君） ８番 西尾寿博君。 

○議員（８番 西尾寿博君） こうね、補正をみますとですね、３，５８０万の外来収

入減が載っておりまして、繰入金１，８８４万円が増えております。トータルで８，８

９７万円。約９，０００万、町からの繰入金が、この一部は、国保の方からも４５０万

でしたか、入ってるんでざっと８，５００万繰入金が入っておると思っております。 
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この大幅な外来収入減は、投薬の期間が伸びたというようなことで減ったというように

ざっとお聞きしました。わたし住民サービスとそれにかかる経費、これはサービスが高

ければ経費も掛かると理解しておりますが、この繰入金があまり多すぎる。これいかが

なものかと思っておりますが、その対策だとかですね、このそしてまたこの今の時期１，

８８０万も繰入金出すということ、ちょっとまだよくわからないので、投薬期間がいつ

から延びたのか、そしてこれに関わるですね、減収というのが、固定医、大山診療所の

ですね、固定医がいないため、これが減っていくのかなと、逆に固定医がいないので、

医者に払うお金が少ない。だけども収入が減っていって、最終的に８，５００万ほどの

繰入金が出ている。その辺りのですね、詳しい話をしていただきたいなと。３つほど、

言いましたけれど、お願いします。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 西尾議員さんの質問につきまして診療所事務局長の方から詳し

く説明を述べさせていただきます。 

○診療所事務局長（斎藤 淳君） 議長、診療所事務局長。 

○議長（野口俊明君） 斎藤診療所事務局長。 

○診療所事務局長（斎藤 淳君） ご質問にお答えをさせていただきます。まず繰入金

が増額になったということでありますが、この主な要因といたしましては、町長の報告

の方でも、提案でもございましたように、大山診療所の収入減というのが大きく影響し

ております。で、この収入減の分析いたしますと、その内容といたしましては、以前固

定医として田中所長が診療に当たっておりました時には、まあ２週間に１回ずつ診療す

るという形で薬を２週間おきに出しておりました。そうすると再診料が、初診料、再診

料入ってくるわけでありまして、その分の点数がかさ上げになる。で、場合によっては、

検査等も行いますので、検査料も発生するというふうなことでございます。田中所長が

退職されました後は、芦田医師に所長代行というふうな形で今お世話になってるわけで

ありますけれども、芦田医師の診療方針といたしましては、慢性期の患者が大半であり

まして、特段病状に変化がなければ、４週間処方、１カ月処方で投薬をすればそれでよ

かろうというふうな考え方で、月１回診察に当たるというふうなことから収入に影響し

ているということが１点、それから、（「いつからですか」と呼ぶものあり）、はい、

それは昨年の６月下旬からです。それと、やはり以前は月曜日から金曜日までフルで診

察を行っておりましたが、現在は医大の医師あるいは安原の菅医院のドクターにもお世

話になりながら、火曜日、金曜日、午前中は診察しないというふうな変則的な形態をと

っています考えで、患者数も若干減少しているということがあろうかというふうに思い

ます。 

それと、もう１点分析いたしますには、少し私どもの歳入の見通しがですね、甘かっ

た部分もあるのかなという点はあろうかというふうに感じております。 
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で、あの、繰入金のですね、内容につきましては、これは一般会計の繰入金、財源補

填分というのが、いわゆる赤字補填的なものでありまして、その赤字補填的なものは８

９３万９，０００円、説明欄に書いてありますように、減っているということでありま

す。で、その変わりとして、国の特別交付税によります大山診療所の入院病床、１９の

ベットに対しての特別交付税措置が２，３３７万ございまして、その点ではカバーをで

きたということでありますが、しかし、トータル的には１，４１４万８，０００円の増

額補正をしなければならないという状況になってしまったということであります。ご理

解をいただきたいと思います。 

○議員（８番 西尾寿博君） 議長、８番。 

○議長（野口俊明君） ８番 西尾寿博君。 

○議員（８番 西尾寿博君） それではあともう２つほど質問したいなと思っています。

これ収入、外来収入ですが、見通しが甘かったと言っておられます。来年度に向けてで

すね、ちゃんとした見通しを立てながら、予算を立てていただきたいわけですが、この

収入はこれからも減る傾向にあるかなと。 

そして町長にお聞きしたいんですが、最初に言いましたが、住民サービスとこの経費、

これは反、一体化、反するものですが、まあ一体と考えていいと思いますが、どこも町

営あるいは公営の医療機関というのは大変な経営内容というふうにわたしも考えており

ます。この辺りをですね、整合性と言いますか、サービスに重点するのか、あるいは経

費が掛かってもサービスに重点すると、そうでなくてもう大変だったら民間にも渡さな

ければいけない時期がくるかもしれんなとか、そしてですね、２つ目は、将来不安、さ

っきもいいましたが、解消するにあたってですね、努力、どのようなことやっていかれ

るのかな。これお聞かせください。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 西尾議員さんの方からご質問がございました。将来への不安へ

の努力であったり、民間へはどうかという質問でございますけれども、このたびの補正

の中での質問でございますけれども、新年度予算の方も出させていただいてるというと

ころでございますので、またそちらの方でのご意見も賜ることなのかなと思ってはおり

ます。 

地域医療という捉え方の中で診療所ということで、名和の診療所、そして大山口、そ

れから大山ということで３つの診療所がございます。それぞれの取り組みの中で、先ほ

どご指摘のありますように収入が少ないという部署もございます。 

今まあ話の中では、多分お医者さんの体制ということも含めてだろうと思いますけれ

ども、現在も固定医ということについての取り組みを進めております。ただ、やはり相

手があることでございまして、いいところまで行きかけておってもなかなかそこにもう

一つこう固定医ということに判断していただけなくてというような経過もございます。



 81 

そういったことも含めながら、それでもいろいろなつながりをたどりながら、現在も接

触をしておるというところでございまして、そのことにどうしてもめどがつきませんの

で、新年度につきましても現在の体制でいく、いかざるを得ないということかなと思っ

ております。途中で固定医の確保ということがありますれば、そういった形になってい

くと思いますけれども、現状はそういうところであるということでございます。民間へ

の捉え方もございますけども、こういう厳しい経営のところの中に民間の方が来ていた

だけるのかということもあろうかと思います。来年度に向けて、そういったことも含め

て検討はしていかなければならないことではないかなと思っておるところでございます

けども、まずは固定医ということで、この一年きました。 

それでも次の一年にもつながる可能性のある方との接触もございます。ただこれも確

定してはおりません。そういったことも踏まえて２２年度まずは、現体制の流れでいく

ということで考えをもって新しい年度の予算の提案もさせてもらっておるというところ

でございますので、ご理解を願いたいなと思います。 

（「努力的なことはどうですか。努力、これからされるという話は。」と呼ぶものあり） 

○議長（野口俊明君） もう１点。森田町長。 

○町長（森田増範君） 将来不安への努力ということかなと思いますけども、そういっ

た取り組みを進めていく中で、経営的なことも当然考えていかなければならないと思っ

ております。 

ただ先ほど局長の方から申し上げましたように、現在お世話になっております大山診

療所の先生の診療方針ということの中で、来ていただく患者さんの方への月２回だった

ものを月に１回という形で充分であろうという判断の中で、結果的に経営としての減収

にはなっておりますけれども、来ていただく患者さんにとっての負担という面について

は逆に軽減ということにもなっております。まあサービスという面での当然充実ははか

っていかなければなりませんけれども、今お世話になっております先生方のお力をいた

だきながら、職員の努力もしながら経営努力はしてまいりたいと思いますので、ご理解

を願いたいと思います。 

○議長（野口俊明君） 他に質疑ありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕 

○議長（野口俊明君） 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。これから討論を行

います。討論はありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕 

○議長（野口俊明君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。これから、議案第

５６号を採決いたします。 

お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

〔 賛成者起立 〕 
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○議長（野口俊明君） 起立多数です。したがって、議案第５６号は、原案のとおり可

決されました。       

ここで暫時休憩いたします。再開は５０分。 

午前１０時４０分 休憩 

────────────────・───・───────────────── 

午前１０時５０分 再開 

日程第９ 議案第５７号 

○議長（野口俊明君）  再開します。これから日程第９、議案第５７号 平成２１年度

大山町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）について、質疑を行います。質疑は

ありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕 

○議長（野口俊明君） 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。これから討論を行

います。討論はありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕 

○議長（野口俊明君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。これから、議案第

５７号を採決いたします。 

お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

〔 賛成者起立 〕 

○議長（野口俊明君） 起立多数です。したがって、議案第５７号は、原案のとおり可

決されました。      

────────────────・───・───────────────── 

日程第１０ 議案第５８号 

○議長（野口俊明君）  これから日程第１０、議案第５８号 平成２１年度大山町介護

保険特別会計補正予算（第３号）について、質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕 

○議長（野口俊明君） 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。これから討論を行

います。討論はありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕 

○議長（野口俊明君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。これから、議案第

５８号を採決いたします。 

お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

〔 賛成者起立 〕 

○議長（野口俊明君） 起立多数です。したがって、議案第５８号は、原案のとおり可

決されました。      

────────────────・───・───────────────── 
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日程第１１ 議案第５９号 

○議長（野口俊明君） これから日程第１１、議案第５９号 平成２１年度大山町農業集

落排水事業特別会計補正予算（第２号）について､質疑を行います。質疑はありませんか。 

○議員（２番 米本隆記君） 議長、２番。 

○議長（野口俊明君） ２番 米本隆記君。 

○議員（２番 米本隆記君） 歳入の方でお尋ねします。３ページ、説明の方の３ペー

ジになるんですが、諸収入の保険金ということで２９万９，０００円計上してあります

が、これはどういった保険金でしょうかお尋ねします。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 米本議員さんの質問に対しまして担当課長の方から述べさせて

いただきます。 

○水道課長（舩田晴夫君） 議長、水道課長。 

○議長（野口俊明君） 舩田水道課長。 

○水道課長（舩田晴夫君） ただいまのご質問にお答えをいたさせていただきます。こ

の諸収入につきましては、本年１月１０日に中山口処理場の方に空気弁の方に落雷がご

ざいまして、全国自治共済災害共済という保険をかけておりましたので、その保険金が

入ったということで計上させていただいております。以上です。 

○議員（２番 米本隆記君） 了解です。 

○議員（５番 野口昌作君） 議長、５番。 

○議長（野口俊明君） ５番 野口昌作君。 

○議員（５番 野口昌作君）  ４ページのところに処理維持管理委託料の１９４万７，

００円の減額がございますが、これは何かやっぱり委託料がですね、どういう計算の下

にこういう減額になったかということを教えていただきたいと思います。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 野口議員さんの質問に担当課長の方から述べさせていただきま

す。 

○水道課長（舩田晴夫君） 議長、水道課長。 

○議長（野口俊明君） 舩田水道課長。 

○水道課長（舩田晴夫君） ただいまのご質問にお答えをさせていただきます。管理を

委託しております集落排水の１７処理場を競争入札、指名競争入札を実施しました結果、

落札額との差額が出ましたので、減額とさせていただきました。以上です。 

○議員（５番 野口昌作君） はい、分かりました。 

○議長（野口俊明君） 他に質疑ありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕 

○議長（野口俊明君） 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。これから討論を行
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います。討論はありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕 

○議長（野口俊明君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。これから、議案第

５９号を採決いたします。 

お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

〔 賛成者起立 〕 

○議長（野口俊明君） 起立多数です。したがって、議案第５９号は、原案のとおり可

決されました。      

────────────────・───・───────────────── 

日程第１２ 議案第６０号  

○議長（野口俊明君） これから日程第１２、議案第６０号 平成２１年度大山町公共下

水道事業特別会計補正予算（第４号）について､質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕 

○議長（野口俊明君） 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。これから討論を行

います。討論はありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕 

○議長（野口俊明君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。これから、議案第

６０号を採決いたします。 

お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

〔 賛成者起立 〕 

○議長（野口俊明君） 起立多数です。したがって、議案第６０号は、原案のとおり可

決されました。      

────────────────・───・───────────────── 

日程第１３ 議案第６１号 

○議長（野口俊明君） これから日程第１３、議案第６１号 平成２１年度大山町風力発

電事業特別会計補正予算（第２号）について、質疑を行います。質疑はありませんか。 

○議員（５番 野口昌作君） 議長、５番。 

○議長（野口俊明君） ５番 野口昌作君。 

○議員（５番 野口昌作君） ４ページの歳出でですね、これも委託料が９５万減額に

なっておりますが、これの何故かということをお尋ねします。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 野口議員さんの質問に担当課長の方から述べさせていただきま

す。 

○企画情報課長（野間一成君） 議長、企画情報課長。 

○議長（野口俊明君） 野間企画情報課長。 
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○企画情報課長（野間一成君） ただいまのご質問でございます。予算の際に業者の方

から見積りを取っておりましたものに対しまして、見積りを取りました結果がこの金額

でございます。以上でございます。 

○議員（５番 野口昌作君） はい、分かりました。 

○議長（野口俊明君） 他に質疑ありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕 

○議長（野口俊明君） 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。これから討論を行

います。討論はありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕 

○議長（野口俊明君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。これから、議案第

６１号を採決いたします。 

お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

〔 賛成者起立 〕 

○議長（野口俊明君） 起立多数です。したがって、議案第６１号は、原案のとおり可

決されました。      

────────────────・───・───────────────── 

日程第１４ 議案第６２号 

○議長（野口俊明君） これから日程第１４、議案第６２号 平成２１年度大山町温泉事

業特別会計補正予算（第４号）について、質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕 

○議長（野口俊明君） 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。これから討論を行

います。討論はありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕 

○議長（野口俊明君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。これから、議案第

６２号を採決いたします。 

お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

〔 賛成者起立 〕 

○議長（野口俊明君） 起立多数です。したがって、議案第６２号は、原案のとおり可

決されました。      

────────────────・───・───────────────── 

日程第１５ 議案第６３号 

○議長（野口俊明君） これから日程第１５、議案第６３号 平成２１年度大山町宅地造

成事業特別会計補正予算（第２号）について、質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕 

○議長（野口俊明君） 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。これから討論を行
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います。討論はありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕 

○議長（野口俊明君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。これから、議案第

６３号を採決いたします。 

お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

〔 賛成者起立 〕 

○議長（野口俊明君） 起立多数です。したがって、議案第６３号は、原案のとおり可

決されました。      

────────────────・───・───────────────── 

日程第１６ 議案第６４号 

○議長（野口俊明君） これから日程第１６、議案第６４号 平成２１年度大山町情報通

信事業特別会計補正予算（第３号）について、質疑を行います。質疑はありませんか。 

○議員（１５番 椎木 学君） 議長、１５番。 

○議長（野口俊明君） １５番 椎木 学君。 

○議員（１５番 椎木 学君） 歳入の３ページでございますが、財産貸付収入の款で

他チャンネル加入者の減の確定ということで減額になっておりますけれど、これ何件ぐ

らいあるわけでしょうか。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 椎木議員さんの質問に対しまして、担当課長の方から述べさせ

ていただきます。 

○企画情報課長（野間一成君） 議長、企画情報課長。 

○議長（野口俊明君） 野間企画情報課長。 

○企画情報課長（野間一成君） ただいまのご質問でございます。財産の貸付収入でご

ざいます。当初の見込みよりも２６件減りまして３，５２０世帯の月に１，０００円、

１２カ月分の貸付料でございます。以上でございます。 

○議員（１５番 椎木 学君） 了解。 

○議長（野口俊明君） 他に質疑ありませんか。 

○議員（１番 竹口大紀君） 議長、１番。 

○議長（野口俊明君） １番 竹口大紀君。 

○議員（１番 竹口大紀君） 今他チャンネル放送の加入者数３，５２０世帯というこ

とでしたけれど、もう一つのたぶん単価契約でインターネット高速通信の方の加入に関

しても経過があるかと思いますが、そちらの加入件数は何件ですか。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 竹口議員さんの質問に対しまして、担当課長の方から述べさせ

ていただきます。 
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○企画情報課長（野間一成君） 議長、企画情報課長。 

○議長（野口俊明君） 野間企画情報課長。 

○企画情報課長（野間一成君） 竹口議員さんのご質問でございます。インターネット

の関係でございますが、インターネットの加入者の数は、１，１００件でございます。

以上でございます。 

○議員（１番 竹口大紀君） それは１００メガコースとか。答弁もれ。詳細をもうち

ょっと。 

○企画情報課長（野間一成君） 議長、企画情報課長。 

○議長（野口俊明君） 野間企画情報課長。 

○企画情報課長（野間一成君） １メガ、１００メガのコース別は承知をしておりませ

ん。今のはトータルでございます。 

○議員（１番 竹口大紀君） 議長、１番。 

○議長（野口俊明君） １番 竹口大紀君。 

○議員（１番 竹口大紀君） 単価契約ではおそらく１００メガコースなどに対して単

価契約がされていたりするのかと思いますが、そういう単価契約をされる際っていうの

は、ＩＲＵ契約ですから総務省が当然、介入してくるかと思いますが、どの程度単価契

約に際して総務省が介入したのか答弁願います。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 竹口議員さんの質問に対しまして、担当課長の方から答えさせ

ていただきたいと思います。 

○企画情報課長（野間一成君） 議長、企画情報課長。 

○議長（野口俊明君） 野間企画情報課長。 

○企画情報課長（野間一成君） 竹口議員さんのご質問は、中海とのＩＲＵ契約の単価

に際する総務省との介入の関係かと存じますが、詳細を承知しておりません。以上でご

ざいます。 

○議員（１番 竹口大紀君） 了解。 

○議長（野口俊明君） 他に質疑はありませんか。 

○議員（５番 野口昌作君） 議長、５番。 

○議長（野口俊明君） ５番 野口昌作君。 

○議員（５番 野口昌作君） 給与費明細書、５ページですけれども、この中でですね、

給料が４万６，０００円減額になっておりますが、職員手当が４６万５，０００円減額、

この中で期末勤勉手当が２１万円の減額ということでですね、給料が４万６，０００円

で期末勤勉手当が２１万円の減額ということでなんかつじつまが合わんなという具合に

感じたりしますが、これ人員が異動したことによるものかですね、どういう理由でこう

いうことになったかお尋ねいたします。 
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○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 野口議員さんの質問に対しまして、担当課長の方から述べさせ

ていただきます。 

○企画情報課長（野間一成君） 議長、企画情報課長。 

○議長（野口俊明君） 野間企画情報課長。 

○企画情報課長（野間一成君） 給与費明細の関係でございます。給与の関係は総務で

一括管理をしてもらっておりますので、詳細は分かりません。以上でございます。 

○総務課長（田中 豊君） 議長、総務課長。 

○議長（野口俊明君） 田中総務課長。 

○総務課長（田中 豊君） 野口議員さんのお見込みのとおりでございます。 

○議員（５番 野口昌作君） はい、分かりました。 

○議長（野口俊明君） 他に質疑はありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕 

○議長（野口俊明君） 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。これから討論を行

います。討論はありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕 

○議長（野口俊明君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。これから、議案第

６４号を採決いたします。 

お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

〔 賛成者起立 〕 

○議長（野口俊明君） 起立多数です。したがって、議案第６４号は、原案のとおり可

決されました。      

────────────────・───・───────────────── 

日程第１７ 議案第６５号 

○議長（野口俊明君） これから日程第１７、議案第６５号 平成２１年度大山町水道事

業会計補正予算（第５号）について、質疑を行います。質疑はありませんか。 

○議員（５番 野口昌作君） 議長、５番。 

○議長（野口俊明君） ５番 野口昌作君。 

○議員（５番 野口昌作君） 大きな３ページのところに資金計画というものがござい

ますが、この資金計画がですね、この受入資金が１本化という形でなっておりますが、

これは受入資金というものはですね、補助金とですね、それから事業収益ということに

分かれるはずでございますが、これの一本でですね、受入資金という具合に挙げるのは

どうかという具合に思ったりしますが、この点とですね、それから７ページにですね、

６ページ、７ページに平成２２年の３月３１日でですね、貸借対照表がございます。こ

の貸借対照表はですね、これは新年度予算のですね、新年度予算、２２年度予算のです
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ね、当初予算の、予算書の中の２２年の３月３１日現在のですね、貸借対照表と合致す

るのが本来でないかという具合に思いますけども、これが間違っているという点はです

ね、どういうことからきているのかということをお尋ねいたします。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 野口議員さんの質問に対しまして、担当課長の方から述べさせ

ていただきます。 

○水道課長（舩田晴夫君） 議長、水道課長。 

○議長（野口俊明君） 舩田水道課長。 

○水道課長（舩田晴夫君） 野口議員さんのご質問にお答えをいたします。最初に質問

がありました。歳入、収入の件でございます。これの方のが詳細につきましては、７ペ

ージ、８ページ以降に明細をつけておりますので、これの合計だというふうにご理解を

いただけたらというふうに思います。 

それから２点目の貸借対照表の繰越見込額が２２年度予算と違っておるということで

ございました。これは予算の編成時期に関係があろうというふうに思っておりまして、

新年度予算は昨年の末に決算見込みの数字を計上させていただいております。で、今回

の予算に計上しております貸借対照表は、３月まで日にちが進んだもので、少し数字が

変わっておるというふうに理解しておりますが、再度計算して間違っておりましたらま

たご報告をさせていただきたいというふうに思います。よろしくお願い申し上げます。 

○議員（５番 野口昌作君） 議長、５番。 

○議長（野口俊明君） ５番 野口昌作君。 

○議員（５番 野口昌作君） 資金契約ですね、合計したもんだという言い方でござい

ますけれども、これを次にあります索道会計でですね、きちんとありますように補助金

だ、企業債だというように分けて出すのが本来でないかと私は思いますその点ですね、

また研究していただいたらという具合に思います。 

 それから貸借対照表につきましてはですね、いわれましたようなことがあるかと思い

ますけれども、私補正予算のですね、３号とですね、４号の補正予算も持っております。

今日のは５号のはずですから、３号と４号を持っておりますが、これのですね、どれと

合致するかということ、ま、調査するということでしたから調査されて結構でございま

す。してもらわないけんがと思いますけれども、３号か４号かに合致する数字でないと

本来でないという具合に思いますので、その点を研究していただきたいと思います。以

上です。 

○議長（野口俊明君） ただいまのは質問ですか、要望ですか。 

〔 「両方です。」と呼ぶ者あり 〕 

○議長（野口俊明君） 要望なら質疑しないようにしていただきたいと思います。 

他に質疑はありませんか。 
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〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕 

○議長（野口俊明君） 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。これから討論を行

います。討論はありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕 

○議長（野口俊明君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。これから、議案第

65 号を採決いたします。 

お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

〔 賛成者起立 〕 

○議長（野口俊明君） 起立多数です。したがって、議案第６５号は、原案のとおり可

決されました。      

────────────────・───・───────────────── 

日程第１８ 議案第６６号 

○議長（野口俊明君） これから日程第１８、議案第６６号 平成２１年度大山町索道事

業会計補正予算（第１号）について､質疑を行います。質疑はありませんか。 

○議員（５番 野口昌作君） 議長、５番。 

○議長（野口俊明君） ５番 野口昌作君。 

○議員（５番 野口昌作君） これのですね、３ページですか、３ページですね、資金

計画というのがございますけれども、ここでですね、出資金がマイナス３０万円という

ことになったりしております。既予定額ではですね、ないものが補正予定で３０万とい

うものあがってきたりして、予算の方ではですね、その３０万円というものが上がらな

い数字の中でマイナス３０万というものがあがってきているというの、これはどういう

ことかということをお尋ねします。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 野口議員さんの質問に対しまして、担当課長の方から述べさせ

ていただきます。 

○観光商工課長（小谷正寿君） 議長、観光商工課長。 

○議長（野口俊明君） 小谷観光商工課長。 

○観光商工課長（小谷正寿君） この３０万円につきましては、ＣＳＫという保険会社

に出しておりました出資金でございます。中国地方のスキー会社が設立したもので、大

山町もそこに３０万の出資をしていたということでございまして、このたびこれが解散

いたしまして、その３０万が戻ってきたということでございます。 

で、ただいまのご質問でございますが、その４ページのところにですね、４ページの

１固定資産（２）投資、ここの(ウ)ここの出資金、この段階でゼロにしております。で

前回の時に、ここに３０万円がついておりますんで、３ページの資金計画資金ぐりの表

で野口議員さんに言うのも釈迦に説法かと思いますけども、資金繰りの表でございまし
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て、一番右側の合計、ここで３０万円出資金がなくなったよということで、ここのトー

タルで差引１億１，２６１万３，０００円、この現金を４ページの２の流動資産ここの

(1）現金預金、ここに持ってきておりますので、そういうことでご理解いただけたらと

思います。 

○議員（５番 野口昌作君） 議長、５番。 

○議長（野口俊明君） ５番 野口昌作君。 

○議員（５番 野口昌作君） もう１点お尋ねしますけれども、この会計の中で未収金

が６９０万円ございまして、これがですね、３月３１日も６９０万円残るというような

形でございますけれども、どういう形の未収金があるのでしょうか。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 野口議員さんの質問に、担当課長の方から述べさせていただき

ます。 

 

○観光商工課長（小谷正寿君） 議長、観光商工課長。 

○議長（野口俊明君） 小谷観光商工課長。 

○観光商工課長（小谷正寿君） この６９０万円につきましてはシーズン券、シーズン

券といいまして、１シーズン通してのリフト券を買っていただいております。５万５，

０００円ぐらいの金額でございますが、これはスキー場全部閉めましてから各スキー会

社、３社で共同して作っておりますので、そこに後から配分するということでございま

して、まあ今シーズンは営業が早く終わりそうですので、案外入るかもしれませんけれ

ど、例年ですと３月を越してしまいます。この越すことにつきまして、監査委員さんか

ら越す見込みのあるものはちゃんと載せておきなさいという指示がありましたので、そ

れに基づいて載せておる金額でございます。 

○議員（５番 野口昌作君） はい、分かりました。 

○議長（野口俊明君） 他に質疑はありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕 

○議長（野口俊明君） 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。これから討論を行

います。討論はありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕 

○議長（野口俊明君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。これから、議案第

６６号を採決いたします。 

お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

〔 賛成者起立 〕 

○議長（野口俊明君） 起立多数です。したがって、議案第６６号は、原案のとおり可

決されました。      
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────────────────・───・───────────────── 

日程第１９ 議案第６７号 

○議長（野口俊明君）  日程第１９、議案第６７号 大山町長等の給料の特例に関する

条例の制定についてを議題にします。 

これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕 

○議長（野口俊明君） 質疑なしと認め、議案第６７号の質疑を終わります。 

────────────────・───・───────────────── 

日程第２０ 議案第１７号 

○議長（野口俊明君）  日程第２０、議案第１７号 大山町農産物処理加工施設条例の

制定についてを議題にします。これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

○議員(８番 西尾寿博君） 議長、８番。 

○議長（野口俊明君） ８番 西尾寿博君。 

○議員(８番 西尾寿博君）  このわたし、これに関してまあ条例ですので、確認をし

たいというふうに思っております。 

第１条設置としてあります。目的と変えてもいいのではないかなと、変えてください

とは言ってませんよ、そのようにわたしはとっておりますが、第１条農水産物の付加価

値の向上、特産品の開発等地域農水産業の振興を図るため、まあ当然、この加工処理に

あたって最初の計画では小学校の給食だとか、あるいは地産地消、そして地域の余剰な

物産、あるいは水産を付加価値を付けて高く売るというか、利潤を出すというようなこ

とだったように思いますし、それをやるというようなこともなっておりますが、実際に

ですね、特産品のですね、当然当初は加工品から受託を受けたもので、対応するという

ようなことになっておる、わたしその確認したいのはですね、加工品目をみると、地域

の特産がほとんどないというふうに思います。そうしますとこの農水産物というのは、

地域のものでなくてよそから持ってくるものでも構わないと、わたしこの公社の特質上

で地域の税金をですね、使ってるわけでして、当然地域の方は、わたしたち議員はです

ね、この話は随分詰めてまいりましたので、だいたい分かっておりますし、説明を受け

ております。しかし町民の方は、いやうちでとれたブロッコリーだとか、葱だとか、い

ろんな特産品を加工してくれるんだよと、みたいなまだまだ思われてる方が多いんじゃ

ないかなと。だからわたしがここでですね、せっかく条例を提案されておるわけですか

ら、この農水産物の定義、この意味をここではっきりしていただければなと。まあでき

ればわたしは大山町産であって欲しい。まあそれを加工したりしながら、なるべくそれ

を例えば大山ブランドの新しいものとか、まあ当然町長もそのような話をしておりまし

たけども、今の段階でこの農水産物、じゃあ町内産でないといけん、逆にこれからそれ

を作っていただいて提供していただくような話をここではっきりと確認しておきたいな
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と思っております。どうでしょうか。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 西尾議員さんの質問につきまして、詳細につきましてはまた担

当課長の方から述べさせていただきたいと思いますが、質問いただきましたように、こ

の農産物処理加工施設、この施設自体大山恵みの里プランを具現化していくという形の

中での位置付けがあってまず施設をするということで進んでおるものでございますので、

その趣旨につきましては、よくご理解もいただいておると思いますし、わたしどももそ

の方向で、当然これを進めていくということでございますので、ご理解をまずお願いし

たいと思います。 

その中で、この取り組みの中で、いろいろな議員さんの方からもご指摘やご意見をい

ただきながら進めておるところでございますけれども当然、スタートして軌道に乗せて

いくことがまず必要だと思っております。その中で、学校給食の問題であったり、地産

地消の問題であったり、それはしっかりと経営的に進めていく中で取り入れていかなけ

ればならないことであるという具合に思っておるところでございます。 

もちろん食材を使う、原材料を使うわけでございますので、これの基本は、町内のも

のを使っていくということが基本でありますし、原則であると思っています。ただ農産

物の場合、種を蒔いてから生産をし収穫していく、それまでに１年間掛かって、あるい

は半年掛かっていくということもあります。既に、２２年産ということになりますれば、

生産計画も農家の皆さんそれぞれがいろんな形で立てておられるという経過もございま

すので、２２年スタートにおいては、まずできるところについてそういった取り組みを

させていただきながらどうしてもスタートから原材料を調達が地元のものがなかなか出

来かねるということもございますので、そういった場面については、町外あるいは県外

からの対応をせざるを得んのかなと思っております。 

ただ、とりあえず取り組んでいきます中での特に畜産品も多くございます。畜産品に

ついては、地元のものをメインとしてもやっていくというような考え方ではおるところ

でございます。野菜関係につきましては、そういった取り組みで、徐々に徐々に地産地

消、やはり大山恵みの里の商品の原材料は、大山町産の分なんだと、その原材料自体が

本当に農家の皆さんがこだわりをもって作っておられるものであるというような捉え方

の中でのやはり加工品、製品でなければ将来につながっていかないのではないのかなと

思っておりますので、そういう思いをもって取り組みを進めてまいりたいと思っておる

ところでございます。少し足らないところがあるかと思いますので、担当課長の方から

述べさせていただきます。 

○大山振興課長（福留弘明君） 議長、大山振興課長。 

○議長（野口俊明君） 福留大山振興課長。 

○大山振興課長（福留弘明君） 失礼いたします。先ほどのご質問に私の方から何点か
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申し述べさせていただきたいと思います。 

先ほど町長がご答弁申し上げましたように、大山町産の品、産品を使用するっていう

のが、大原則であると考えております。しかしながら現在不足する品物もありますし、

安定供給に課題が残っておるのも事実であろうというふうに思っております。 

実は既にわたしども町では農林水産課、県の普及所、そして農協、そういった皆さん

と公社も含めまして、多品種周年栽培の農業の確立につきまして、検討が始まっており

まして、そういった中でこのいろいろな大山町内の産品が安定供給できるように取り組

んでいっていくものというふうに考えております。あわせまして農水産物の定義を明ら

かにしてはというご提言もあったように思います。本案は条例でございますので、そう

いった具体的な部分までの規定は今回取り入れてはございませんけれども、この条例案

の第６条、一番最後の条文でございますが、必要な事項につきましては、規則で定める

ということで規則委任をお願いをいたしております。今後、規則制定を考える中等でで

すね、そういった農産物処理加工施設の特質が明らかになるような方法、議員さんの提

言にそったように検討させていただければなというふうに思います。 

あともう一つ、付け加えますと、現在ある大山町の特産農産物をどうやって商品にし

ていくかというのは、やはり大山恵みの里公社等で特産品として仕立てあげていく、い

わゆる公益事業の中で積極的に取り組んでいくべき分野かというふうに考えております

ので、よろしくお願いいたします。以上です。 

○議員(８番 西尾寿博君） 議長、８番。 

○議長（野口俊明君） ８番 西尾寿博君。 

○議員(８番 西尾寿博君）  そうですね、まずは町内でないものは、町外、県外から

いたしかたないのかなと感じております。 

ただ心配するのはですね、以前に眺海荘でぶどう酒を作ろうかというような構想が上

がりました。しかしながら、じゃあぶどうをどうするんかということになりまして、当

分はよそから入れてくるんだ、それからぶどうを作ってもらいましょうというような話

がありましたが、頓挫しました。わたしは頓挫してよかったなというふうに今感じてお

ります。 

その中で、じゃあこの加工品目を見ると、例えばじゃがいも・トマト・人参、まあ根

菜というのが殆ど。そうした中でじゃあ町内の方にじゃがいも作ってくれ、トマト作っ

てくれ、ああ、トマトでないですね、すんません。玉ねぎ、その品目を見るとカレーだ

とか、ハンバーグだとか、一次加工品としての煮物用のものとなるとその辺がメインだ

と。ただ大山ブランド独自のものができた時点でまたどんどん変わってくるでしょうけ

ども、大山町内なかなか出来にくそうものも入っておるわけでして、その辺はしっかり

できるのかな、大丈夫なのかなーというわたしの思いがあります。もう一度その辺、ち

ょっとですけれどお聞きしたいと思いますが。 
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○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 西尾議員さんの方から現材料についての心配のご質問だと思い

ますけれど、先ほど担当課長の方からも少し説明していただきましたけれども、たくさ

んの品目があります。そして数量が非常に少ないというものもございます。そういった

ものを周年的に供給していくという形をどのような形でしていくのかなということが大

きな課題だろうと思っております。先ほど少し触れましたように、周年的に取り組んで

いただく方々のチームを組んでいただき、そこからしっかりと方策であったり検討して

いただく、そういった体制の中から取り組みをしていかなければならないのでないのか

な。そしてその中で当然いいものを、市場価格に出しても高く売れるＡ級品、そういっ

た筋のものも当然あるわけですし、こだわって作ってもどうしてもＢ級品であったりす

る単価が、少し弱いというものもあったりすると思います。逆にそういったものを加工

所の方でも使っていくようことも冒頭、以前からも申し上げておりますように、そうい

った取り組みも必要だろうと思っております。やはりこれは安定供給していくというこ

とになりますれば、どなたでもどうぞということではなくて、やはり年間を通して、き

ちっと生産計画を立てたり、それを供給してもらえるというような形の中でのグループ、

チームを作る過程の中で取り組んでいくことからかな。そしてそれをしていく形の中で

他に加工所対応の原材料供給をしていただく生産ということではなくて、年間を通じて

県外の方にも出荷をしていって、本当に農業でやっていけるんじゃないかというような

道筋が見えるような形になっていけばなおありがたいのかな、また逆にそういう目標、

あるいはそういうことを目指しながら、取り組んでいくことのきっかけにすべきなのか

なというような思いをもっておるところでございます。 

そういったことの中で先ほど課長が申し上げましたように今回提案させてもらってお

りますエコ農業モデルの推進事業、そういったものも少し関わってくることになるのか

なという具合に思っておるところでございますので、ご理解を願いたいと思います。 

○議員(１０番 岩井美保子君） 議長、１０番。 

○議長（野口俊明君） １０番 岩井美保子君。 

○議員(１０番 岩井美保子君）  今は条例ですので、規則でまた、という答弁がらい

ましたですが、今まで説明していただきました中で、原材料の使用量、その試算表とい

うのをいただいております。その中に水産物は一つも出てきておりません。ですから規

則で必ずこの水産物を使うということを挙げていただかないと、この条例の中にですね、

農水産物の賦課価値の向上ということがうたってある以上、水産物も必ず使っていただ

くという規則できますでしょうね。今まで挙がってません。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 岩井議員さんの質問に答えさせていただきたいと思います。以

前のご質問の中でも議員さんの方からたくさんいただいておるところでございます。大
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山恵みの里計画の具現化という形の中でこの施設が立っております。まず当面の形の中

で現在の農産品、農畜産品を使ったというところでスタートしていくということであり

ますけれども、将来に向けて当然、地元の林産品もあるのかも、まあこの中にしてない

のかもしれませんけれども、林産品であったりとかあるいは水産品、そういったことも

当然将来に向けて出てくるわけでございまして、将来に向けてのことも含めてここに条

例として載せさせていただいておるというところでございますので、ご理解を願いたい

と思います。 

○議長（野口俊明君） 他に。 

○議員（５番 野口昌作君） 議長、５番。 

○議長（野口俊明君） ５番 野口昌作君。 

○議員（５番 野口昌作君） この条例でですね、農産物処理加工施設ということにな

っております。処理加工という言い方がしてございますが、第４条ではですね、処理と

いう字が一つも入っていない。加工施設４条ではですね、加工だけしか書いてないとい

う状況でございます。やっぱり４条のですね、加工というところには、処理加工という

言い方をするべきでないかと。加工処理ということになりますとまた別ですけれど、施

設の名前が処理加工、処理して、ま、その加工というのは何か構うわないけんでしょう

けども、処理ということになればきたものをちょっとしたことで出してしまうというよ

いうなことでないかと思いますが、第４条でもこの処理ということを入れるべきでない

かという具合に思ったりします。 

それから第４条のところで、「業務を委任することができる」ということになってお

りますけれども、これは何ていうですか、委託という言い方が本来でないかなという具

合も思ったりします。今現在、指定管理者という制度がございますけれども、これらの

は、委託というような言い方が、あったりするわけでございまして、委託というのがい

いでないかなという具合に思ったりしますし、それから第３条でですね、「加工施設の

管理は町長が管理する」でなしに「町長が行なう」というような字句というのが正しい

あり方でないかなという具合に思ったりします。この点答弁願います。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 野口議員さんの方から質問をいただきました。担当課長の方か

ら述べさせていただきたいと思います。 

○大山振興課長（福留弘明君） 議長、大山振興課長。 

○議長（野口俊明君） 福留大山振興課長。 

○大山振興課長（福留弘明君） 失礼いたします。ただいまのご質問３点あったかと思

いますが、お答えさせていただきたいと思います。 

 条例といわゆる立法上の文言の問題ではないかということでございますが、まず農産

物処理加工施設という名称でありながら、管理のところに加工であるということで「処
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理」という文言を入れる必要があるのではないかということでございますが、ここでわ

たしどもが考えております加工というのは、勿論その前処理、加工する前の前処理も含

まれておりまして、まあその処理をしないということではないということではないとい

うこともありますし、農産物処理加工施設という施設名というのが、この事業を検討し

てきて国の補助事業等に手上げした際の事業名の施設名でございまして、それをそのま

ま条例施設名とさせていただいているところでございますので、ご理解をいただければ

なというふうに思います。 

 そして第４条のいわゆる「委任」という言葉使いでございますが、これはですね、い

わゆる法令といいますか、こういったものを扱う場合、法的な正確に表現いたしますと、

法的には委任ということになります。で、ということでここでは「委任」という言葉を

使っております。指定管理についても実は全く同様であろうかなというふうに考えてお

ります。  

そして最後に、第３条の「加工施設の管理は町長が管理する」ということで、町長が

行なうと、まあこれは同義であるというふうに考えております。法文上の表現でちょっ

と日常的な表現になってないのかもしれませんが、一般的に言い換えますと、加工施設

を管理することについてというような意味でございまして、こういう表現を使ったとい

うことでございますので、ご理解いただければというふうに思います。 

○議員（５番 野口昌作君） 議長、５番。 

○議長（野口俊明君） ５番 野口昌作君。 

○議員（５番 野口昌作君） これででですね、何とか通せ、通せということでござい

ます。やっぱり間違ったことは間違ったということでですね、文言を訂正しておけば将

来にわたってそれでですね、正しく適用されるということになるわけでございますから、

この処理の文言でもですね、入れるようなことをですね、検討していただきたいという

具合に考えます。 

〔「議長、休憩」というものあり〕 

○議長（野口俊明君） 所定の賛成者がありません。森田町長。 

○町長（森田増範君） 野口議員さんの質問でございますけれども、間違ったという具

合に表現をされておりますけども、先ほど担当課長の方から申し上げましたように、皆

さん方の方に理解をしていただきたいなと思っておるところでございますので、どうぞ

よろしくお願い申し上げます。 

○議長（野口俊明君） 他に質疑はありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕 

○議長（野口俊明君） 質疑なしと認め、議案第１７号の質疑を終わります。 

────────────────・───・───────────────── 

日程第２１ 議案第１８号 



 98 

○議長（野口俊明君）  日程第２１、議案第１８号 大山町若者向け住宅条例の制定に

ついてを議題にします。 

これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕 

○議長（野口俊明君） 質疑なしと認め、議案第１８号の質疑を終わります。 

────────────────・───・───────────────── 

      日程第２２ 議案第１９号 

○議長（野口俊明君） 日程第２２、議案第１９号 大山町行財政改革審議会条例の制

定についてを議題にします。これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

○議員（５番 野口昌作君） 議長、５番。 

○議長（野口俊明君） ５番 野口昌作君。 

○議員（５番 野口昌作君） これですね、この条例は交付の日から施行するというこ

とになっておりますが、交付をですね、いつ頃考えておられて、そうしていつ頃からで

すね、審議会というものを発足されるか。でまあ１年ということですから、１年が切れ

てしまえばですね、もうまあ任命しなければないということになるわけでございますけ

れども、そういうような考え方で進まれるか、まあ必要なときだけ設置する考えだとい

うようなことか、ちょっとお尋ねします。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 野口議員さんの質問に詳しいところは担当課長の方から述べさ

せていただきたいと思いますが、提案理由の説明の中でも申し述べましたように、大山

町の行財政改革大綱、そしてまた集中改革プラン、これが２１年度末で終了するという

ことでございまして、２２年度以降のこの取り組みを審議会でやっていくということで

ございます。その提案をさせていただいているということをまずご理解いただいて内容

につきまして、担当課長の方から述べさせていただきたいと思います。 

○総務課長（田中 豊君） 議長、総務課長。 

○議長（野口俊明君） 田中総務課長。 

○総務課長（田中 豊君） いつから取り組むかというご質問でございますが、本条例

の可決予定日は３月２６日ということになろうかと思いますが、実質作業が始まるのは、

４月からということでございます。２２年度からの計画ということでございますので、

この条例を提案するのが、ちょっと遅かったのかなという部分もあろうかと思いますが、

集中的な審議をいただいてプランを策定していきたいということでございます。 

また任期１年ということではありますけれども、時限立法とはしておりませんので、

ただ委嘱する委員さんの任期は１年ということでございます。そういうふうにご理解い

ただきたいと思います。 

○議員（５番 野口昌作君） 議長、５番。 
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○議長（野口俊明君） ５番 野口昌作君。 

○議員（５番 野口昌作君） 継続的にずっとやられる考え方なのか、必要な時だけや

るかということをちょっとお尋ねします。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 野口議員さんの質問に担当課長の方から述べさせていただきま

す。 

○総務課長（田中 豊君） 議長、総務課長。 

○議長（野口俊明君） 田中総務課長。 

○総務課長（田中 豊君） 当面は向こう３年間のプラン策定ということになろうかと

思いますが、先々の財政問題もございますので、継続的に進めて取り組んでまいりたい

と考えております。以上であります。 

○議長（野口俊明君） 他に。 

○議員（１７番 西山富三郎君） 議長、１７番。 

○議長（野口俊明君） １７番 西山富三郎君。 

○議員（１７番 西山富三郎君）  第３条の組織ですね。委員１２人以内で組織する、

２の項で１、２、３とあって広く住民が参画していただくということで、非常にいいこ

とですけども、私が聞き漏らしたか分かりませんけど、１が何名で２が何名で、３が３

名でというお考えは現在お持ちですか。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 西山議員さんの質問に担当課長の方から述べさせていただきま

す。 

○総務課長（田中 豊君） 議長、総務課長。 

○議長（野口俊明君） 田中総務課長。 

○総務課長（田中 豊君） ただいまの西山議員さんのご質問でございますが、具体的

に何人というのは考えておりません、現在のところは。この行財政改革審議会につきま

しては、平成１８年にも審議をいただいた経過がございまして、その時は委員１５人以

内ということで、期限を限った条例を作っておりましたが、その時の委嘱をした方の学

識経験であったり、町民の代表であったりという部分も参考にさせていただきながら具

体的に委嘱をしていきたいと考えております。以上であります。 

○議員（１７番 西山富三郎君） 議長、１７番。 

○議長（野口俊明君） １７番 西山富三郎君。 

○議員（１７番 西山富三郎君） ３の町民に限ってお尋ねしますが、公募されるんで

すね。広く公募されるんですか。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 西山議員さんの質問に担当課長の方から述べさせていただきま
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す。 

○総務課長（田中 豊君） 議長、総務課長。 

○議長（野口俊明君） 田中総務課長。 

○総務課長（田中 豊君） 町民、委嘱する町民の方についてでございますが、男女共

同参画という部分もございますので、基本的な公募を考えておりますけれども、女性枠

とかそういった部分も考えながら、その公募をしたいと思っとります。 

○議員（１７番 西山富三郎君） 議長、１７番。 

○議長（野口俊明君） １７番 西山富三郎君。 

○議員（１７番 西山富三郎君） あのね、うちは自治基本条例を作っておりませんの

で、住民の定義とか町民の定義というのを作っておるところあるわけです。ご承知のよ

うに、町民の中にはね、自然町民と法人町民があるんですよ。その辺の幅ひろい町民の

理解はどの程度ですか。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 西山議員さんの質問に担当課長の方から述べさせていただきた

いと思います。 

○総務課長（田中 豊君） 議長、総務課長。 

○議長（野口俊明君） 田中総務課長。 

○総務課長（田中 豊君） ちょっと難しい表現をいただきましてあれですけど、一般

的な町民の方ということで、広く考えておりますけれど。 

○議長（野口俊明君） 他に質疑はありませんか。 

 〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕 

○議長（野口俊明君） 質疑なしと認め、議案第１９号の質疑を終わります。 

────────────────・───・───────────────── 

日程第２３ 議案第２０号 

○議長（野口俊明君） 日程第２３、議案第２０号  大山町職員の勤務時間、休暇等に

関する条例等の一部を改正する条例の制定についてを議題にします。 

これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

○議員（１３番 小原力三君） 議長、１３番。 

○議長（野口俊明君） １３番 小原力三君。 

○議員（１３番 小原力三君） えーとですね。条例にも時間外、それから代休、いろ

いろございます。その中でですね、職員が担当職員がいないで、よーに山陰道行ったり

来たり、行ったり来たりせないけん場合が多々あります、本当に。それは何故かといい

ますと区長さんが勤めておられてたまの休みを取って事務処理をしようと、役場に来ら

れたときに、あそこに窓口に、大山窓口行っても本庁に行ってごせと。今度、農林水産

課だったら中山までいかないけん。と、行ったり来たり行ったり来たり、それで担当者
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がいなかったらその日はパーなんです。もう何にもできなくなって、やっと休んで部落

の仕事ができるなと思った矢先にも、一日損するような形が始まっております。この休

暇についてちょっと説明願いたいと思います。  

○議長（野口俊明君） 小原議員にもう少し、答弁ができるような質問に、説明してく

ださい。 

○議員（１３番 小原力三君） いいですか。今それで時間外、代休です。代休の場合、

普段の日におられん、職員がおられんで事務ができんということを今言いたいわけです。

してもらえない、説明がつかん、役場にきても担当者がいないとか、そういう例が多々

あるんです。そういうことをどういうふうに、この条例改正の中に盛り込んであるのか、

お伺いしたいと思います。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 今回の条例の提案と少し趣旨が違いますので答えができないな

と思っておるところでございますので、ご理解願いたいと思います。 

○議員（１０番 岩井美保子君） 議長、１０番。 

○議長（野口俊明君） １０番 岩井美保子君。 

○議員（１０番 岩井美保子君） 第３条について大山町育児休業などに関するという

条例でございますが、大山恵みの里公社の職員の中に女性の方々がお勤めになっておら

れます。大山恵みの里公社の職員さんは、町職に準ずるでございますか、それとも全然

外れますか、確認しておきたいと思います。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 岩井議員さんの質問につきましても今回の提案させていただい

ております案件とちょっと違うなと思っておりますので、お答えはできませんけども、

当然、違うということでございますので、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（野口俊明君） 岩井議員にお願いしておきます。これは町条例で大山恵みの里

は大山恵みの里の条例、あれがありますので、そこら辺を誤解ないように。敢えて私今

町長にしゃっべっていただきましたけど、そういうことですので、よろしくお願いいた

します。 

○議員（１０番 岩井美保子君） 了解しました。すみません。失礼しました。 

○議長（野口俊明君） 他に質疑はありませんか。 

○議員（５番 野口昌作君） 議長、５番。 

○議長（野口俊明君） ５番 野口昌作君。 

○議員（５番 野口昌作君） この条例の適用になる人員ですね、ちょっと条例読んで

なかなかよう理解しませんけれども、代休を取るようなことになったり、１カ月６０時

間以上に時間外をする人については、今度は、これまで１００分の１２５あったんが、

１５０になるとかということになっておるようでございまして、どの程度の人に代休と
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いうものの影響があるのか。そしてその１５０になるような人はどのくらいおられるの

か。そして予算的にはどういう影響が起きるだろうかということを想定しておられるか

ということをお尋ねします。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 野口議員さんの質問につきまして、担当課長の方から述べさせ

ていただきます。 

○総務課長（田中 豊君） 議長、総務課長。 

○議長（野口俊明君） 田中総務課長。 

○総務課長（田中 豊君） 大変細かい質問をいただきましたけれども、実際にこの条

例は４月からということになりますけれども、職員数、人数考えますとまあ管理職手当

てを支給しておりますのが、課長、課長補佐ということで、その部分は、時間外勤務に

ついては対象になっておりませんので、１７０名程度がこの時間外勤務の対象になるか

と思います。今回の条例制定の趣旨が、長時間勤務をできるだけ無くそうというところ

が趣旨でございまして、わたしはこの条例が改正いただければ手当ては減ると思ってお

ります。 

○議長（野口俊明君） 他に質疑はありませんか。 

 〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕       

○議長（野口俊明君） 質疑なしと認め、議案第２０号の質疑を終わります。 

────────────────・───・───────────────── 

      日程第２４ 議案第２１号 

○議長（野口俊明君） 日程第２４、議案第２１号  大山町課設置条例の一部を改正す

る条例についてを議題にします。 

これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕 

○議長（野口俊明君） 質疑なしと認め、議案第２１号の質疑を終わります。 

────────────────・───・───────────────── 

日程第２５ 議案第２２号 

○議長（野口俊明君） 日程第２５、議案第２２号  大山町身体障害者、知的障害者及

び精神障害者医療費助成条例の一部を改正する条例についてを議題にします。 

これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕 

○議長（野口俊明君） 質疑なしと認め、議案第２２号の質疑を終わります。 

────────────────・───・───────────────── 

日程第２６ 議案第２３号 

○議長（野口俊明君） 日程第２６、議案第２３号  大山町障害者通所・通院費助成金
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交付条例の一部を改正する条例についてを議題にします。 

これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕 

○議長（野口俊明君） 質疑なしと認め、議案第２３号の質疑を終わります。 

────────────────・───・───────────────── 

日程第２７ 議案第２４号 

○議長（野口俊明君） 日程第２７、議案第２４号  大山町消防団条例の一部を改正す

る条例についてを議題にします。 

これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕 

○議長（野口俊明君） 質疑なしと認め、議案第２４号の質疑を終わります。 

────────────────・───・───────────────── 

日程第２８ 議案第２５号 

○議長（野口俊明君） 日程第２８、議案第２５号  大山町国民健康保険税条例の一部

を改正する条例についてを議題にします。 

これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕 

○議長（野口俊明君） 質疑なしと認め、議案第２５号の質疑を終わります。 

────────────────・───・───────────────── 

日程第２９ 議案第２６号 

○議長（野口俊明君） 日程第２９、議案第２６号  大山町立ふるさとフォーラムなか

やま条例の一部を改正する条例についてを議題にします。 

これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

○議員（９番 吉原美智恵君） 議長、９番。 

○議長（野口俊明君） ９番 吉原美智恵君。 

○議員（９番 吉原美智恵君） これは友好館のことだと思います。旧中山町民の方は

よくご存じでしょうけれども、旧名和、大山町の方にはあまりよく分かっていない施設

ではないかと思います。それでですね、実際に使用いたしましたんですけれども、金額

の設定についてですが、ゲストルームのさざんか、はまなすが説明では小グループでも

利用しやすくなるということで、設定されておりますが、改正前は一部屋が５，０００

円、町外の場合５，０００円、６，０００円、町内もそうですけども。改正後は、改正

後は一人当たり２，５００円と３，０００円になっております。すると３人泊まったら

逆にお金が高くなるような感じもいたしますが。一部屋当たりが５，０００円ですし、

ゲストルームは、こちら一人当たり２，５００円になっています。その設定の根拠を教

えていただきたいと思います。それから、昨年度の利用人数も分かりましたら聞きたい
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と思います。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 吉原議員さんの方からの質問に担当課長の方からまた詳しく述

べさせいただきたいと思いますが、ゲストルームにつきましては、宿泊定員ということ

で２名ということになっておりますので、例えばここにお一人泊まられる場合もあるの

ではないのかあというところの中から、このような設定をさせていただいてるところで

ございますので、ご理解を願いたいと思います。詳しくは担当課長の方から述べさせて

いただきます。 

○中山支所総合窓口課長（山下一郎君） 議長、中山支所総合窓口課長。 

○議長（野口俊明君） 山下中山支所総合窓口課長。 

○中山支所総合窓口課長（山下一郎君） お答えいたします。ゲストルームにつきまし

ては、先ほど町長が申したとおり、定員が２名のベッドが置いてありますので、３名以

上の方は泊まれないということですので、半額って言いますか、今が６，０００円と５，

０００円ということですので、１名が泊まられたら２，５００円なり３，０００円にす

ると。で、２名でしたら５，０００円なり６，０００円ということでございます。 

 それから利用者数でございますけども、昨年度ということでございますが、宿泊につ

きましては、２０年度は２０７名の宿泊がございました。うち、町内、町外につきまし

ては、人数ではなくて件数で抑えておりまして、だいたい宿泊については、６割、７割

程度は町外の方です。で、宿泊の後の残りは町内の方の宿泊利用ということになってお

ります。以上です。 

○議員（９番 吉原美智恵君） 議長、９番。 

○議長（野口俊明君） ９番 吉原美智恵君。 

○議員（９番 吉原美智恵君） はい、この施設はですね。ホテルとか、旅館ではない

ので、厳密な定員が守られているのかっていうことが分かりませんでしたので、もしか

して満員の場合にですね、ベッドに子どもか何か一緒に泊まったりする場合があるのか

なと思って、その辺はどうかなと思いました。 

それから町内と町外が２倍になっていますけれども料金設定が、この間ですね、土日

ファンクラブの方が、是非大山町来たいということで、で、わが家に泊めるのは大変で

すので、最終日やっと時間が空きまして我が家に泊める代わりにここでしたら安くでき

ますので、案内しました。そして割り勘でこう接待するんですね、無理してもしょうが

ないですから、毎年来たいような雰囲気でしたので。そうしますとわたしは安いんです

けど、町外は高くなる。これ宿泊費だけじゃなくてこれ布団代がいるんですね、何の設

備もありませんから、布団代も要りますし、そして台所を使うと材料費とかも全部いっ

てなるべく安くして、こう大山町内を案内しようと思って使わしてもらったわけです。

そういう使い方がるあると思うんですね、友好館は。有効に使わないといけませんから。 
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 それで、それですね、そういう考えからいきますとこれまでみたいに、自分げの財産

だからという感じじゃなくて、本当にこの建物は迎賓館という感じで立派な建物で凄く

喜ばれましたけれども、さあその町内と町外の壁がいるのかという感じもします。とい

うのは大山町を案内しまして、道の駅でもお金を落としていただきましたし、そういう

点について町長どう思われるのかということと、それから特典といたしまして、ファン

クラブとかそういう入会の方について特典として安くならないのかと、そういうことも

聞きたいと思います。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 吉原議員さんの方から考え方ということでございますけれども、

このふるさとフォーラムなかやまができたときにこの条例のベースが成されておると思

っております。いろいろの議論をされた中で町内在住者、そして町外在住者という形の

料金設定ということであったのであるという具合に理解をしております。その中で、今

回は特に利用していただきやすいようにということで、これをベースにしてお一人当た

りいくらというような形に変えさせていただいております。いろいろと使う形の中での、 

利便性とかいろいろなことはあると思いますけれども、まずこの当初作られましたとこ

ろの条例をベースにして更に使ってもらいやすい料金設定ということで改正をさせてい

ただいたところでございますので、この点につきましては、ご理解を賜りたいと思いま

す。 

○議長（野口俊明君） 他に。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕 

○議長（野口俊明君） 質疑なしと認め、議案第２６号の質疑を終わります。 

これより休憩をいたします。再開は午後１時再開いたします。 

午後１２時 休憩 

────────────────・───・───────────────── 

午後１時 再開 

日程第３０ 議案第２７号 

○議長（野口俊明君） 再開します。午前中に続き日程第３０、議案第２７号  大山町

立学校設置条例の一部を改正する条例についてを議題にします。 

これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕 

○議長（野口俊明君） 質疑なしと認め、議案第２７号の質疑を終わります。 

────────────────・───・───────────────── 

日程第３１ 議案第２９号 

○議長（野口俊明君） 日程第３１、議案第２９号 平成２２年度大山町一般会計予算

を議題にします。これから質疑を行います。 
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まず歳入についてページをおって質疑を受けたいと思います。 

大山町一般会計予算に関する説明書の３ページ町税から１０ページの使用料及び手数

料まで、質疑ありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕 

○議長（野口俊明君） 次に、同じく１０ページの国庫支出金から１９ページの県支出

金まで、質疑ありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕 

○議長（野口俊明君） なしと認め、次に移ります。同じく２０ページの財産収入から

２６ページ町債まで、質疑ありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕 

○議長（野口俊明君） なしと認め、次、歳出に移ります。総務費３０ページから６３

ページまで、質疑ありませんか。 

○議員（７番 近藤大介君） 議長、７番。 

○議長（野口俊明君） ７番 近藤大介君。 

○議員（７番 近藤大介君） 歳出に関しまして、企画費、予算書でいきましたら４２

ページになります。企画費の大山恵みの里公社運営業務補助金についてお尋ねをいたし

ます。 

予算額が３，３００万、前年度の当初予算に比べて、約１，５００万円の増、約２倍

になっております。昨年６月補正した後の２１年度予算と比較しても約５割、１，００

０万円の増額になっています。で、皆さんご承知のように大山恵みの里公社は、昨年１

１月に月額報酬７０万円という大変破格の条件で専務理事を迎えられました。われわれ

議員の多くも月額報酬７０万円という待遇に大変疑問をもったわけですが、町民の方か

らも「なして公社の専務に毎月７０万円も出さないけんだ」という批判の声を多数いた

だいております。 

そこで質問ですが、恵みの里公社の専務理事は、大山町議会にあいさつに来られた際、

利益が出るように、公社の利益が出るように自分の給料は自分で稼ぐというような趣旨

のことをおっしゃっておられましたけれども、今回大山恵みの里公社運営業務補助金を

予算に計上するに当たってですね、この専務理事の人件費が積算に含まれているのかど

うかお尋ねいたします。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 近藤議員さんの質問に詳しいところは担当課長の方から述べさ

せていただきたいと思いますけれど、月額報酬ということでございます。専務理事とい

うことで役員でございますので、ボーナスとか賞与とかそういうことでは全くありませ

んので、月額ということになっておりますので、そのことにつきましては、ご理解をい

ただいておることと思います。内容につきまして、担当課長の方から述べさせていただ
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きたいと思います。 

○大山振興課長（福留弘明君） 議長、大山振興課長。 

○議長（野口俊明君） 福留大山振興課長。 

○大山振興課長（福留弘明君） ただいまのご質問にお答えいたします。大山恵みの里

公社の運営業務補助金につきましては、前年対比につきましてはご指摘の通りでござい

まして、この中のうち専務理事の報酬の算定でございますが、専務理事の業務比率、公

益事業に関わる部分、収益事業に関わる部分とを按分いたして計上いたしております。

具体的に申し上げますと、やはり収益部分に関わる部分は、ご自身が申されましたとお

り収益の中で報酬は賄っていくべきということを基本的には考えておりますので、２２

年度につきましては、公益収益の比率を半々、５０％ずつと計算いたしまして、専務理

事に掛かる経費の５０％を公益事業分ということで補助金の算定基礎といたしておりま

す。以上です。 

○議員（７番 近藤大介君） 議長 ７番。 

○議長（野口俊明君） ７番 近藤大介君。 

○議員（７番 近藤大介君） 公益部門と営利部門をまあ半々でみたということござい

ましたけれども、営利部門では町からの支払はないよと。公益の部分では半分みます、

要は年間８４０万、その他諸経費込めて１，０００万ですから、５００万相当が町から

の補助金として、その専務理事の人件費に充てられるということで理解をいたしました

けれども、そうするとその公益部門と営利部門半々でみたその理由、その辺の根拠、そ

れからですね、もう一つは、公益部門が、まあ仮に２分の１としましょう。その人件費

がですね、専務理事の人件費を全て町として支出する必要があるのか、その専務理事の

その報酬の妥当性ということをやはり考えなくてはいけないと思うんですね。で、まあ

大山恵みの里公社といっても、実質的には、わたしは大山町の一つの子会社のようなも

のだと思います。 

それでも一応独立した団体のわけで、そういう意味では専務理事に年間１，０００万

出そうが、２，０００万出そうが、公社の理事会なり評議委員会で承認されればそれは

自由なわけですけれど、そこに対して業務を委託したり、あるいは補助金を出すという

ことにあたっては、その人件費がそこに含まれているのであれば、その金額の妥当性と

いうのはやはり公平、公正な視点で判断する必要があると思います。この点１２月の定

例会でわたしも一般質問させてもらったんですけども、町長からはその公平公正な視点

で考えてどうかという部分については明確な答弁をいただけなかったんですけれども、

わたしたち議員もこの予算を審議する議会にあたって、やはり公平公正な視点でこの予

算を審議しなければなりません。 

 そこで改めて先ほど言ったその業務の比率を営利部門とそれから公益部門、半々でみ

たその理由ですね。それとその、そもそも月額報酬７０万が大山町として妥当であると
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考えておられるのか、そのもし妥当であるというふうに判断されたならその理由ですね、

これをお尋ねしたいと思います。 

 それから合わせてですね、補助金のほかにも公社にはいくつか委託料等での支出もご

ざいます。補助金以外の公社に対する全ての支出においてですね、その金額を積算する

上で専務理事の報酬がいくらかでも含まれている支出があるのであればその全てを教え

てください。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 近藤議員さんの質問でございます。詳しいところは担当課長の

方からまた述べさせていただきたいと思いますが、大山恵みの里公社、これは大山恵み

の里プラン、具現化をしていく中での実働ということで公社財団法人恵みの里公社が立

ち上がり今日にずっといたっておるところでございます。その中で、道の駅の運営、あ

るいは農家の皆さん方の生産品を集めて米子の方にあるいは岡山の方に出荷をしていき

ます流通の関係、また地元の給食食材の方の提供、そういった取り組みに加えて、今度

加工所ということで大きな大山恵みの里のプランを具現化していく形の中でどんどん大

きな事業展開になっているということにつきましては、既にご承知のことと思います。

合わせて公益部門という形の中で、後でまた担当課長の方からも提案させていただいて

おります内容につきましても説明をさせていただくとは思いますけれども、観光、交流、

ブランドづくりなどなど、あるいは生産者の組織再編等々、そういった取り組みも合わ

せて行っていくわけでございます。ようやく敷いていったレールに事業がいろいろと走

り出して行くという状況でありますので、先ほども提案の中で、それを更に強化をして

いくように、そして担当、行政の方での担当部署の精力的に取り組めるようにというこ

とでの課の設置の条例の提案もさせてもらったところですけども、年々この大山恵みの

里プラン、具現化に向けての大きな取り組みの中で事業も増えてきておりますし、それ

を進めることが議員の皆さん方もこのプランを進めていく中でご理解をし、また進めて

いただいてきていると思いますけれども、地域活性化であり、農家所得の向上であり、

いろいろな場面での取り組みがこの大山恵みの里プランでございます。それの取り組み

を具現化していく形として行政だけではできませんので、財団法人恵みの里公社を作っ

てやっていくということがスタートであったと思いますし、それが今おかげさまで少し

ずつ少しずつ大きく太くなってきているという状況でございます。その中で予算編成で

ございますので、ご理解を願いたいと思います。詳細につきましては担当課長の方から

述べさせていただきます。 

○大山振興課長（福留弘明君） 議長、大山振興課長。 

○議長（野口俊明君） 福留大山振興課長。 

○大山振興課長（福留弘明君） 続いて答弁させていただきます。まず按分をいたしま

した５０％という比率の根拠ということでございますが、専務理事が就任されまして、
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年を通じて収益事業、公益事業に関わりを持たれるのは、来年度が実質一年目になると

ころでございます。特に、扱い高で申しますと道の駅で大きく増えてはおりますが、今

後農産物処理加工施設の運営が本格化いたしますとどうしても収益事業の取り扱い金額

が大きくなるものと思われます。そうした中で専務理事というポジションが果たすべき

公社での役割ということになりますと、やはり収益部門にはそれぞれ工場長であったり、

あるいは道の駅には統括マネージャーがいたりということであるわけですので、公益事

業の割合というのは下がっていかないものと私は思っています。そうった中であくまで

も、来年度の見込みということではございますけれども、概ね半々ぐらいが妥当ではな

いかと判断をして積算をしたところでございます。 

なお、この積算比率につきましては、実際に公社の業務が進んでいく中で年々見直し

ていくべきだとは私も考えておるところでございます。 

次の点でこの金額について妥当制の判断をどうした、どういう理由で妥当制を判断し

たのかということでございます。ご指摘のとおり、公社の役員でございますので、報酬

額の決定は財団法人の役員会、いわゆる理事会等で決定をされるものでございます。こ

の金額の単価につきましての妥当制の判断、まあ正直申し上げて非常に難しいところが

ございまして、今年度の予算査定の中では、公社の理事会等で判断された金額を尊重さ

せていただいて積算をしたということでございます。 

なお、ご質問から少々外れるかもしれませんが、財団法人の方から、町に対しまして

補助金の要求がありましたのは、現在提案させていただいている金額の実は５割増し以

上、５，０００万以上の金額で要望がございました。これは非常に積極的な公益事業を

遂行したいという強い意欲が金額に現れておりましたが、今の公社の人員体制を含めま

して、いわゆる実現可能性等ヒヤリングを重ね中で、現在提案させていただいている金

額のところまで判断をさせていただいたというところでございます。 

３点目の補助金以外にある支出の中で専務理事の人件費が含まれているか、あればと

いうことですが、全くございませんということでご報告いたします。以上でございます。  

○議員（７番 近藤大介君） 議長、７番。 

○議長（野口俊明君） ７番、近藤大介君。 

○議員（７番 近藤大介君） まあその公益部門と営利部門との分け方、まあわたしも

今のご説明以外に手元に何か資料があるわけでもないので、言われればそうなのかなと

思わざるをえんのですけれども、ただその７０万円ということの妥当制、税金公金を支

出することの妥当制ということについては、やはり町長が理解してごせって言われまし

たけどもなかなか理解しがたい、福留課長のご説明でもちょっと分かりにくい、納得が

しがたい部分が否めないわけですけれども、まあ公共工事であれば、普通の業者指名し

て入札で金額を決定します。入札によらない場合でも、見積りは１社ではなく複数の業

者から見積りとってその金額がその適正であるか、判断するわけでして、公社からうち
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の専務理事は７０万だけその分の費用は見てもらわないと困るよと言われても、やはり

それを受け止め支払う行政としては、そこにその本当に７０万が妥当なのかを判断して

支出する、それが当たり前のことだとわたしは思うんですね。 

で、若干話は逸れますけど、先般ごみ袋の売上げ代金が紛失した件に関して、町長は

事態を全て掌握された後、拝見しておりまして、その対応はすばやく適切に処理された

ものとわたしは思っています。この問題に関しましても、住民はその７０万円はどう考

えても高い。不適当だというふうに考えておられる方が圧倒的に多いです。町長も、町

長のお耳にもそういうふうなことが聞こえてるんじゃないかと思うんですが、そこで最

後のお尋ねになるんですが、大山町長として、この専務理事の報酬をですね、住民が納

得のいくような適正な水準まで引き下げるよう努力されるお考えがあるのかないのか、

最後にお尋ねいたします。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 近藤議員さんの質問にお答えをさせていただきたいと思います。

現在の報酬ということにつきましては、理事の就任という形の中で公社の中で決めてい

ただいてるところでございますので、その点につきましてご理解を賜りたいと思います

が、公益事業という形の中で先ほど担当課長の方から述べましたように、半額のものを

公益事業という形の中での対応ということに位置づけをしているということでございま

すので、この点につきましてはどうぞよろしくご理解を願いたいと思います。 

〔「質問の答えになってないですが…」と呼ぶものあり〕 

○議長（野口俊明君） 他にありませんか。 

○議員（１０番 岩井美保子君） 議長、１０番。 

○議長（野口俊明君） １０番 岩井美保子君。 

○議員（１０番 岩井美保子君） 同じく同じところの質問で、ただいまは専務理事の

話でしたですけれど、この３，３００万からの組んであります予算の中に、恵みの里公

社の本部とそれから農産物処理加工施設と流通販売部門と道の駅、みくりや市となって

おりますが、この人たちの人件費ということに考えてもよろしいんでございましょうか。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 岩井議員さんの質問には担当課長の方から述べさせていただき

ます。人件費だけではないわけでございますけれども答えさせていただきます。 

○大山振興課長（福留弘明君） 議長、大山振興課長。 

○議長（野口俊明君） 福留大山振興課長。 

○大山振興課長（福留弘明君） ただいまのご質問にお答えをいたします。まずこの大

山恵みの里公社運営業務補助金という３，３７２万２，０００円の中に含まれている人

件費でございますが、先ほど議論されました専務理事の報酬の２分の１相当額以外に本

部の職員２名分の人件費をこの中に含んでおります。この３，３００万余りの中のうち
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の１，２００万くらいは公益事業に直接使用いたします事業費が約１，２００万程度含

まれているということでご承知おきください。 

なお、現在の議題の部分から若干外れるかもしれませんけれども他の科目で出てまい

ります指定管理料ですとか、管理委託料という中に、国の緊急雇用対策を受けましたふ

るさと雇用特別再生事業ですが、そういったような事業を活用しての人件費が含まれて

る部分は何箇所かございます。以上です。 

○議員（１０番 岩井美保子君） 了解。 

○議長（野口俊明君） 他に質疑はありませんか。 

○議員（２番 米本隆記君） 議長、２番。 

○議長（野口俊明君） ２番 米本隆記君。 

○議員（２番 米本隆記君） 今、同じページの４２ページですが、地域活性化支援事

業交付金についてお尋ねしたいんですが、町長施政方針演説の中でですね、集落に軸足

を置いたまちづくりということで表明しておられましたが、その集落に軸足を置いたま

ちづくりということはどういうことか。そしてこの交付金の目的と概要はどのようにな

っているのかお尋ねいたします。 

それともう一点ですが、４４ページ１４の使用料及び賃借料にところにですね、ＡＥ

Ｄ使用料ということで１２万４，０００円、それからこれがまだ出てくるんですが、先

のページで申し訳ないんですが、１３１ページのここも使用料及び賃借料でＡＥＤ使用

料これが７万４，０００円、それから１５３ページ、ここも使用料及び賃借料になるん

ですが、ＡＥＤ３７万１，０００円、ＡＥＤについては今年度の交付金で購入して設置

してあるというふうにわたしは認識しておったわけですけれどもこの点はどうなってい

るのか、この２点お尋ねします。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 地域活性化支援事業交付金の関係、それからＡＥＤの関係のご

質問でございます。それぞれに詳しいところは、担当課長の方から述べさせていただき

たいと思いますが、集落に軸足を置いたということについてのご質問でございますので、

少し話をさせていただきたいと思います。 

 まあ大山町のまちづくりを進めていくという形の中でさまざまな取り組みがあります。

またその中でまちづくり推進委員さん、あるいは集落の区長さん、いろいろな団体の活

動等々があります。まちづくりをいろいろと進めていく形の中で私は、まず自ら住んで

いるところの村、自分たちの村をどう考え、どう守り、どう作っていくか、やはり大山

町のこれからのまちづくりをどんどん進めていくときにもう一度自分たちの足元、自分

たちの木でありますれば根っこの部分、自分たちの住んでいるところ、そこの部分をお

互いにどうするのか、この村でいいのか、このまちでいいのか、そういった思いをまず

感じていただきながらまちづくりを自分たちでやっていこうという思いになっていただ
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く、そういった意味合いも含めてこのまちづくりの取り組みをまず集落から発進をして

いただきたいなという思いの中で、この取り組みを始めたところでございます。区長さ

んの方でもあるいはまちづくり推進委員の方での会でもそういった話をさせていただき

ました。当然、この取り組みにつきまして、まだまだ皆さん方の方から、充分周知をし

ていただいていないということもあると思っておりますので、これが１６８集落ありま

すところには、時間が掛かるのかなとは思ってはおりますけれど、まあまちづくりの取

り組みのまず基本を自ら住んでいる集落、そこから一つ一ついろいろな声を出していた

だきながら、みんなで語り合いながら考えながらまちづくりに村づくりからまちづくり

に入っていく。ただそれだけでは当然できませんから、村の中でいろいろ考えていく、

村でこうしてやっていこうという捉え方をしていく中で課題の解決、あるいは自分たち

でこういうことをやっていこうということが出てまいります。自分たちでやっていこう

ということの中では、後ほど説明させていただきますけども、この地域活性化支援事業

交付金を使いながら村の自分たちの村をこうしてやっていきたい、次の子どもたちには

こうしてつないでいきたいそういう思いの中で使っていただければ、非常に効果のある

交付金事業ではないのかなと思っております。 

まず村の中でたくさんの方々と話し合いをしてもらいながら、自分たちの村をまず振

り返っていただき取り組みをしていただきたいなと思っています。これには時間が掛か

ると思っております。早いところではもう既にやり始めておられる集落もありますし、

とてもできないわという具合な発言をしておられる村の方もありますけれど、それでも

１年２年３年進めていくことによって、いろいろな取り組みが出てくることによって、

活力がある取り組みにつながっていくのではないのかという具合に考えておるところで

ございます。 

 まあそういったことと、それから村の中でどうしても解決できない問題もあります。

それは旧村単位であったり、あるいは旧の小学校区単位であったりという形の中で、ま

たまちづくりの推進委員さんに集まっていただいて、村から出てきたような、出てきた

問題を広域で考える、あるいは自分自身生活しておられる中で、広域的に考えておられ

る場面についての提案をしていただく。その上で、それでも尚且つ、解決できない問題

がございますので、それは行政の方でやはりしないといけない、そういった３段階的な

取り組みを一つ一つ着実に進めていきたいなというところからの考え方で、まず村から

と、軸足をというように説明させていただいたところでございます。是非とも１６８集

落ございます。本当に温度差といいますか、これに対する思い、あるいはすーと入って

いただける集落あるようでございますけども、このことについての理解をあるいは啓発

活動を進めながら本当に一人ひとりが、まちづくりに参加していくんだということの取

り組みに勧めたらなと思っておることろでございますので、ご理解願いたいなと思って

おります。詳細につきましては、担当課長の方から少し述べさせていただきたいと思い
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ます。 

○企画情報課長（野間一成君） 議長、企画情報課長。 

○議長（野口俊明君） 野間企画情報課長。 

○企画情報課長（野間一成君） 地域活性化支援事業交付金の目的と概要でございます。

先ほど町長が申し上げました集落での取り組み、この取り組みの結果から導き出される

各集落での活性化の取り組みであったり、絆を深める取り組みであったりというものに

支援をしようという補助金でございます。従来からありましたふるさと活性化事業と公

民館建設事業を統合した形でのものでございます。 

 補助率は、ソフト事業が３分の２、ハード事業が２分の１でございます。十分なこの

集落での取り組み、継続的な取り組みが成されるように３年間の継続事業でやっていた

だくようにしておりますとともに、合わせまして先ほど申しましたようにこの事業計画

をたっていただく際には、集落での多くの住民の方の参加を受けての話し合いが成され

たということの計画書を出していただくということを義務付けておるものでございます。

以上でございます。 

○総務課長（田中 豊君） 議長、総務課長。 

○議長（野口俊明君） 田中総務課長。 

○総務課長（田中 豊君） わたしの方からはＡＥＤについてでございますが、予算上

載っています部分につきましては、今回経済危機対策で取り組みましたより前に、以前

に先行して導入しておるところはほとんどリースということで、例えば本庁、両支所、

学校関係につきましては、先行して導入しておりましたので、リース料が計上になって

いるということでご理解をいただきたいと思います。今回の経済危機対策では、４２台

ということで保育園等を中心に導入しております。よろしくお願いします。 

○議員（２番 米本隆記君） 議長、２番。 

○議長（野口俊明君） ２番 米本隆記君。 

○議員（２番 米本隆記君） ＡＥＤにつきましては、了解しました。今の言いました

地域活性化交付金ですけども、町長が言われるように、村、まちが、村が元気があると

ころはいいですが、この４月から大山町も過疎地域指定を受けることになるような高齢

のまちと、なってきます。また町内では６５歳以上の方が４割以上もおられる集落もた

くさんあるわけですが、集落のリ－ダーがおられたり若い方が多い集落は、まあ町長の

おられる国信とかそういう大きな部落ではそういうことはないと思いますが、その交付

金を利用してですね、活性化がどんどん入ると思うんです。しかし、それはいいことな

んですが、その高齢化が多い集落はそうしたことにも取り組むにも取り組めない、とい

うにっちもさっちもいかんというようなところが必ずというほどあると思います。そう

するとやはりこの交付金を導入しても、集落間の格差というのはどんどん増えてくる、

広がってくるということも考えられるように思うんですが、そういった自立的なところ
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が難しい集落に対して対策とか、そういうところのお考えはあるのかないのか。またこ

の交付金を利用してでもそういうことをやるのかやらないのか、その辺のところを再度

お尋ねいたします。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君）  米本議員さんの方からとても大切なご質問をいただきました。

私もそのように感じておるところがございます。集落１６８ございますけれど、先ほど

申し上げましたように、集落で本当にさまざまな違いがございます。運動会をやってお

られる集落もございますし、先ほどおっしゃいましたように高齢化が進んでいるという

ところもたくさんございます。ただ、それで格差がどんどん開くかということではわた

しは思っておりませんで、高齢者の方々が多いところであるとするならば、そこにそれ

でもそこにたくさんの方々が住んでおられるわけでありまして、自分たちの住んでおら

れるところに先祖の墓があり、そして次の世代たちにその墓を守ってもらわなければな

らない。そういった中で、自分の生活を誇りを持ちながら生活しておられるということ

がわたしは現状だろうと思っております。そういった高齢者の方々が多い集落であるな

らば、そういった方々が、集まっていただいて、なんと我々、わたしたちが住んでるこ

の村どげしたもんだかいな、お茶を飲みながらでも話し合っていただく、わたしはそこ

からが、その高齢の方々が多い集落であっても、元気が生まれてくる、あるいは新しい

取り組みが出てくる、あるいは自分たちで何かこうやっていかかという取っかかり、そ

ういったものが芽生えて来ると思っております。全国的には、限界集落ということがよ

くありますけれども、外の方から応援隊があったり若いものが住んだりというような事

例もあったりはしておりますけども、そんなに簡単に物事がいくとは思っておりません。

ただ集落におられる高齢の方々が集って、お茶を飲みながら、語り合ってもらってその

中に子どもさんたちも加わってもらったり、あるいは若いお母さんたちも加わっていた

だいたり、それでもその集落を守っておられる現状であります。私はそういった集落の

方々のところに、なかなか声を掛けていただけないということであるならば、こちらの

方から出向いていく、そういったことも必要であると思っていますし、担当課の方でも

そういった思いをもっております。 

ただこれをどんどんこちらの方から全集落に働きかけていくということよりも、やは

りモデル的にも必要だろうと思いますし、それを受け入れていただく、やはり空気であ

ったり思いであったりそういったものが必要だろうと思っております。役場の方から来

たけん、まあ、やろうかということなのかもしれませんけれども、それでも自分たちの

ことを考えないけんけん、来てもらわいやというような思いになっていただくことが次

の大切なことではないのかな思っております。 

そういう意味合いで、本当に集落、いろいろな集落、いろいろと言いますか、さまざ

まな特徴を持っておられるわけでございまして、自らの村を元気があるという具合に外
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から見える集落だかもしれませんけども、実際は本当にどうなのかなということもある

と思います。自分たちの村、自分たちの住んでいるところをどうしようかということを

考えていただくきっかけとして、この取り組みをまず一歩一歩進めているおるというと

ころでございます。その中で大きな事業はできんけども少しずつでもなんかやってみら

いやという時にこの先ほど課長が申し上げましたソフト事業であったり、あるいは自分

たちのところが本当に公民館の食べ物を作ったりするところが本当にお粗末だけ何とか

寄ってみんなでやっていくのに少し改善したいなという話し合いが出来たりする中でま

たこれを使ってもらって皆さんが拠り所としてそこで集まっていろいろな、例えば本当

に加工でもなんか作って道の駅でも売ってみらいやとか、そんな形ででも芽生えてくれ

ば非常にありがたいなと思っております。わたしは高齢者の方々のお力というのは、逆

に作っていただくおばあさん方の、あるいはおじいさん方の持っておられる技術、食べ

物あるいは工芸品、非常に値打ちがあるものだとわたしは思っておりますので、そうい

った方々のまた活力になるきっかけになればなと思っておるところでございますので、

ご理解を願いたいなと思います。よろしくお願いいたします。 

○議員（２番 米本隆記君） 議長、２番。 

○議長（野口俊明君） ２番 米本隆記君。 

○議員（２番 米本隆記君） 今だいたい聞いたんですけどね、わたしが何が、聞きた

かったのは、こういう年を取った方々、高齢化が進んできた集落の方々に対して、行政

は何かそういう集落が頼んでくればやりますよと、言われるわけですけど、実際はやる

集落、これに取り組む集落はどんどん大きくなって自立できると思います。ところが今

より頼むに頼めない、どうしたらいいか、誰が責任でないですけれど、中心でやるだい

やというような集落は必ずあると思うんですね、そういったときに行政の方が、そこに

入り込んでいってでもこうやったらどうですかというような、そういう施策の交付金事

業あるならば、わたしは本当に素晴らしいもんだと思うんですが、その辺りは、この交

付金事業の中ではどうお考えなのか、再度、最後になりますけど、お聞かせ願いたいと

思います。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 詳しいところ少し、担当課長の方から話はさせていただきたい

と思いますけれど、冒頭申し上げましたように、この取り組みがどんどん行政の方から

今こういった取り組みをしましょうということで働きかけをしております。村の方から

いろいろ検討してもらってやっていこうやということになってくることが非常に望まし

いと思っておりますし、それには時間が掛かると思っております。 

ただ、気をつけなければならないなと思っておりますのは、役場の方から行政の方か

らどんどん集落にこういったことやりますよということで入っていくことによって、役

場がすることだけんなという観点での取り組みになってしまった時には、自分たちの村
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は自分たちで考え自分たちで作ってつなげていかないけんで、ということに少し発想あ

るいは思いがずれてしまうのではないのかな、わたしはそこが一番大切なことだと思っ

ておりますので、そこらのところについては、議員の皆さん方の方のまたお力もいただ

きながら、是非とも集落にそれぞれおられるわけでございますので、こういったことが

あるけれども、なんとやっていかいや、集めるけん、村のメンバー集めるけん、行政の

方から来いやと言ってもらうようなお力を逆にいただければ非常にこの取り組みが実り

あるものになるのではないかなと私は思っておるところでございます。本当にこの取り

組みについては、行政の方からどんどん働きかけをしていくことよっての受身的な形で

村の方々が受けてしまわれるということについては、非常に今後にその姿勢として問題

があるのではないかなという感じをちょっと持つもんですから、少し控えめの中で取り

組みをしながらでも必要ではないのかなという集落、あるいはそういった声があるとこ

ろには、逆にこちらの方からどんどん出かけさせてもらうということであります。特に

この取り組みにつきまして、十分理解が得られないという集落の方もたくさんあります。

区長さん、あるいは町づくり推進委員さんが、まあうちの村に役員さん集めるけん、説

明に来てくれやという具合に言ってくださっている集落もたくさんあります。そういっ

たところには担当課の方も大いに積極的に取り組みをし、お邪魔させてもらっていると

いう現況もございます。 

そしてこの取り組みをするに当たりましては、１６８集落ありますので、町職員全職

員が、この１６８の集落に出向いてでも対応させていただくような形を何とか作り上げ

ていこうということで、こういった集落の健康診断といいますか、ワークショップと言

いますか、そういったことについての研修も全職員をしております。企画情報課の方の

担当で検証しながらそういった全職員での対応をするという体制も整えたりしていると

ころでございまして、是非ともこの取り組みを一つ一つ着実に進めていく中で本当に自

分たちのまちは自分たちで作っていくんだという大山町のまちづくりに繋げていけたら

な、是非ともそうしたいなという思いでございますので、ご理解を願いたいと思います。

企画情報課の方で取り組みについて進めておりますので、少し説明をさせていただきた

いと思います。 

○企画情報課（野間一成君） 議長、企画情報課長。 

○議長（野口俊明君） 野間企画情報課長。 

○企画情報課（野間一成君） この交付金の関係でございますが、この交付金は米本議

員さんおっしゃいますように、元気なところは使われえる、そうじゃないところはよう

使われんかもしらんっていうことはあるのかもしれませんが、それをわたしどもが言う

わけにはなりませんで、そりゃあ集落の皆さんが考えられることですから、弱いけんと

か強いけんなんていうのは、とても言えることではございません。ですから、それは期

待をしたいと思います、どこの集落にも。で、先ほど町長が申し上げましたように、そ
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れぞれの集落で、どうされるかをこのたび、こういったこの計画を考えまして、何故今

集落の健康診断かという話を皆さん方にも全協でお話をしてきておるところでございま

すが、もう役場だ行政だということではできなくなり可能性があるというお話をしてき

ております。ですから集落でできるところは、やってください、そういう考えを一つし

てくださいなという話をしてきておったと思いますし、そういう考えでおります。 

ですからそのさっき町長が申し上げましたように、役場がどんどん出向いてどんどん

役場が主導でするようなことは考えておりませんし、集落の負担になるようなことにな

ってもいけんと思っていますので、そこは時間掛かってもいいですから、ゆっくり村の

中で相談してください、という話をしてきております。で、この取り組みは、そうはい

っても手が上がらんところもあるでしょうから、当然それは声は掛けていきます。いっ

ても議会の方で特別委員会を作られて検討しておられます住民自治組織・地域自治組織

は、明治大学大学の小田切教授の話でいくと攻めの組織だって言われます。それに控え

て集落は守りの組織だって言われます。ですから最終的には集落が存続していかんこと

には、攻めることも出来んと思いますから、これはまあ車の両輪のように行くもんだと

思っております。そういった意味でこの活性化の交付金も活用いただきながら、集落に

も声をかけさせてもらいながら、進めていきたいと思っておりますので、ご理解をいた

だきたいと思います。 

○議長（野口俊明君） 他に質疑ありませんか。 

○議員（９番 吉原美智恵君） 議長、９番。 

○議長（野口俊明君） ９番 吉原美智恵君。 

○議員（９番 吉原美智恵君） ２問質問したいと思います。１問目は、ふるさと応援

基金の事業についてです。 

 今年も（「何ページですか」と呼ぶものあり）あ、ごめんなさい。一般会計予算の３

２ページ辺りのふるさと応援基金事業についてですが、このふるさと納税については、

地域自治体によって大きな差がありまして、数少ない自主財源の希望の光でもあるかも

分かりませんが、取り組み方によっては、それについて、去年とまた今年が同じような

戦略になるんでしょうか。 

 それから、もう一つは、同じく４０ページのファンクラブについてですが、このファ

ンクラブの事業内容がやはり広報議会だよりとかの情報発信と会員の交流会年１回のと

いうことになっておりますが、やはりテレビでは「大山町以外の愛する人を募集してい

ます」などと３チャンネルで言っておりましたけれど、やはり今年も同じような事業内

容になるのでしょうか。２問お願いします。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 吉原議員さんの方からふるさと応援基金事業の関係とファンク

ラブの関係の質問がございました。それぞれ担当課長の方から質問させていただきたい
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と思います。 

○総務課長（田中 豊君） 議長、総務課長。 

○議長（野口俊明君） 田中総務課長。 

○総務課長（田中 豊君） ふるさと納税については初年度につきましては、ちょっと

まちの施政だった部分もありますが、昨年、今年度においては、企業の会議におきまし

て、町長自らお願いをさせていただいたところでありますが、こういう経済情勢の中で

なかなかそういう手上げが出てこなかった、今日までの中では出ておりません。それで

わたしの方は、職員の担当職員に提案しておりますのは、どういいますか、えさってい

うか、言い方悪いかと思いますけれど、パンフレット等でこういったものをご寄付いた

だいたらお返ししますよと言うものは取り組めんだろうかということで、今担当者の方

に検討させているところでありますが、実際のところ本当にこの経済情勢の中ではなか

なか難しいところであります。ただ２年連続で思いを届けていただいてる方もあります

ので、それを徐々に積み重ねて増やしていきたいという一面もございますので、よろし

くお願いいたします。 

○企画情報課（野間一成君） 議長、企画情報課長。 

○議長（野口俊明君） 野間企画情報課長。 

○企画情報課（野間一成君） ファンクラブの関係でございます。基本的にはこの説明

をしておりますように従来の取り組みでございます。ただ会員さんが増えておりません

状況でございますので、是非とも出身者に限らず、大山を愛していただく皆さんを広く

集めたいと思っています。以上でございます。 

○議員（９番 吉原美智恵君） 議長、９番。 

○議長（野口俊明君） 吉原美智恵君。 

○議員（９番 吉原美智恵君） 一つはふるさと納税ですけれども、確認ですけれども

それでは今工業団地、高田工業団地がありますね、そこの社長さんで、大阪在中の方が

たくさんおられますけれど、その方にはもちろん、交渉されて、企業連の中にその社長

さんが入っていたか分かりませんので確認させてください。やはり縁がありますので、

確か社長の中には池田市に住んでたり、大阪市に住んでたりする方があったと思います

ので、その辺を聞かせてください。 

 それからファンクラブですけれども、大山町以外にどんどんと言われまして、まだた

くさん大山町以外の縁がある人をわたしも友達でありますけれども、今の状況でしたら、

結局毎月同じことの繰り返し、去年も言ってましたけれども、毎月だいせん議会だより

とだいせんと県民だよりと毎月毎月送って来られます。大変だなーと言っておられまし

た。その通信費でも重たいし、ね、で、２０００円会費払って。で何かもう少し工夫さ

れないとわたしはよう、それ以上会員を拡大できない感じがいたしますがどうでしょう

か。 
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○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 吉原議員さんの方から２つの質問でございました。ファンクラ

ブの方の関係については、担当課の方から述べさせていただきたいと思いますが、ふる

さと納税の関係でございます。誘致企業の関係の方への働きかけはということでござい

ます。この１月であったと思います。町で企業誘致の方々の連絡協議会を作っておりま

す。こちらの方に役場の方には久々に集まっていただいて、それぞれの状況、また県の

方から来ていただいてのこういう厳しい状況の中でありますので、いろいろな県の商工

関係、中小企業関係の手当についての事業の説明等々していただきました。その中で先

ほど課長の方から話がございましたようにパンフレットといいますか、そういったお願

いのチラシ等を置かせていただきながら、お願いしますという話もさせていただいたり

しておるところでございます。そういった中では、働きかけをしているところでござい

ますけれども、それぞれが経営的に厳しいなというところで、この話とは別のことです

けれども、そういった状況をそれぞれが経営状況の中での話をしておられるということ

の中で、まあふるさと納税の方にはなかなか結びつかないのかなという感じはもってお

るところでございますけども、まあ機会を得て、機会を持ちながら、機会あるごとにそ

ういった働きかけはしていきたいなという具合に思っておりますので、よろしくお願い

したいと思いますし、また皆さん方の方からのお力添いもよろしくお願い申し上げたい

と思います。 

○企画情報課（野間一成君） 議長、企画情報課長。 

○議長（野口俊明君） 野間企画情報課長。 

○企画情報課（野間一成君） 会員拡大につきまして、吉原議員さんからの再度のお話

でございますが、吉原議員さんご指摘のように特典をということで従来から一般質問で

頂戴をしておりますが、まあそれも一つの考え方かと存じますが、そうではなくってこ

の情報のやり取りでの人と人とのこのふれあいということで従来取り組んできておりま

す。まあ他市町村というか、他自治体のこのファンクラブの取り組みもいろいろござい

ますして、ネットでのネット会員というふうなこともございます。大山町は観光のファ

ンの方々がたくさんおられますし、そういったところにもこのファンの方がおられるは

ずですので、そういったところへの働きかけをしながらこの会員の拡大を図っていくと

いうのも一つの手ではあるがなというふうに思っているところでございまして、従来か

らご指摘の特典のことも検討はしていかないけんのかもしれませんし、会員拡大に向け

て取り組んでいきたいと思っております。以上でございます。    

○議員（９番 吉原美智恵君） 議長、９番。 

○議長（野口俊明君） 吉原美智恵君。 

○議員（９番 吉原美智恵君） ファンクラブのことですけれども、わたしが言ってる

のは確かに特典のことも言いましたけれども、それだけじゃなくて人とのつながりを大
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事にされるっていう町長の姿勢からしまして、せっかくファンクラブに入られて、じゃ

あこちらで骨を折るっていうこともできるんじゃないかと思うんですね。結局、ですか

ら今のファンクラブの大山町をあまり知らない、ただ大山にゆかりがあるからって入っ

てくださった方が、大山町に来たいと、そういう時にカニツアーとかを企画したわけで

すけれど、わたしが。これ行政がお金をとっていいですから、会費はとっていいですか

ら、ある程度友好館とか、町の施設を利用されてそういうことを企画するぐらいはでき

ると思うんですね。そういうことを言いたいんですけれども。つながりが全く、今年１

年間、今年度は無かったわけです。大阪の方は。交流会も東京だけでしたし、で後は通

信でその議会だよりとか、そういうものを送られるだけでしたので、そうなったら趣旨

がやはり、せっかく大山町を愛しているからといってファンになっていただいたのに、

ですからそこで骨を折るっていうか、そういうお金をかけなくても企画したり案内した

りそういうことはできるんじゃないかと思いましたので、再度質問いたします。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 吉原議員さんの方から直接またいろいろ活動しておられるとい

うことの状況の中で、行政の方にもそういった取り組みはどうだろうかなということな

のかなと思っております。おっしゃいますように、東京の方でも、あるいは関西大阪の

方でもファンクラブの集いをいたします。その方々にこちらに来ていただいてという取

り組みは、現在も、行政としてはしていないというところでございます。その点につき

ましては、先ほど議員さんがおっしゃられたとおりだと思いますけども、ただ議員さん

のお力の中でそういった取り組みをしておられる、あるいはそういった方々があるとい

うことであるとするならば、私はやはりこの大山に、大阪の方におって東京の方におっ

て、ただ向こうの方に出てもらってやるということでなくって来ていただいて、さらに

そこで受け皿をもってやっていくという方があるとするならば、わたしは逆に組織辺り

に対しての、ご支援と申し上げますか、そういった取り組みに対しての賛同はさせても

らいたいと思いますし、逆にそういった方々がグループを組んで受け皿をもって逆にこ

う来てもらうんだというような形が出来てくればまたありがたいのではないのかなあと

思います。 

例は違いますけれども、大阪の方で、あるいは名古屋の方で県人会がございます。そ

の中でも鳥取県の県人会の中で大山町出身の方がございます。その方々がツアーを組ん

で鳥取県に集まって来られる、「大山町にも来るけんな」というような働きかけもして

もらったりしております。そういった時には、しっかりと出迎えさせてもらったりして

そそうのないやはり大山のファンをさらに深めていくということも必要だろうかなと思

っておるところであります。現在は行政の方からどんどんその受け皿をもってやってい

くというスタイルではありませんので、その点につきましては、ご理解を願いたいと思

いますし、逆にたくさんの町民の皆さん方からそういった思いの方々があるとするなら
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ば、集まっていただいてやっていかいやというグループ、組織づくりをしていただけれ

ば、支えさせていただけれる形になっていけるじゃないかと思っておるところでござい

ます。 

○議長（野口俊明君） 他に質疑ありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕 

○議長（野口俊明君） はい、そういたしますとここで１０分間休憩いたします。再開

は、２時１０分。 

午後２時 休憩 

午後２時１０分 再開 

○議長（野口俊明君） 再開します。次に、民生費６３ページから９３ページまで、質

疑ありませんか。 

○議員（４番 杉谷洋一君） 議長、４番。 

○議長（野口俊明君） ４番 杉谷洋一君。 

○議員（４番 杉谷洋一君） はい、ありがとうございます。ちょっと休憩をいただき

まして、ちょっと元気が出ましたので。９２ページの、区分でいいますと１３になりま

すか、ということでちょっとお尋ねいたします。 

 そこに書いてある保育所広域入所児童委託料ということで、１，３００万ほどのお金

が挙がっています。これはわたし、今ひとつ思うんですけれど、この大山町以外に例え

ば米子市だとか日吉津とか、そういうところに子どもさんを預けるのか、まあそういう

こと詳しくお聞きしたいと思いますし、それから外国語活動委託料ということでありま

すけど、まあ外国語でも英語からフランス語からスペイン語から韓国語からいろいろあ

るわけなんですけれど、この辺りはどういうのでどういう形でこういう活動っていうの

が委託料、行なわれているのか、お尋ねいたします。 

○教育長（山根浩君） 議長、教育長。 

○議長（野口俊明君） 山根教育長。 

○教育長（山根浩君） 杉谷議員さんのご質問にお答えしたいと思います。詳しいのは、

担当課長からもまたお話すると思いますけれども、お見込みのとおりでして、保育所広

域入所児童委託料っていいますのは、米子市でありますとか、私立の保育園も含めまし

て、あるいは日吉津とか伯耆町とかあるいは琴浦町でありますとか、遠いところは北栄

町、というところもありますけれども、そういったところに児童を、大山町の、いろん

な事情で行かれるときに、委託料を支払っております。詳しいことはまた課長の方から

申し上げます。 

 外国語活動の委託料につきましては、今までは、中学校に配置しておりますＡＬＴの

先生を空き時間を利用しましてですね、保育園にも、とても保育園の子どもっていうの

は非常に喜ぶっていいますかですね、そういうのがありますので、それも考えながら合
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わせて保育所専用という、までにはならんと思いますけれども、どの園にも外国語のネ

イティブの先生に行っていただこうという委託料でございます。以上でございます。 

○幼児教育課長（高木佐奈江君） 議長、幼児教育課長。 

○議長（野口俊明君） 高木幼児教育課長。 

○幼児教育課長（高木佐奈江君） 先ほどの杉谷議員のご質問で広域入所委託料の話で

ございますが、来年度も１５人程度町外の保育所への希望がございます。それと因みに

町外の子どもさんを町内で受け入れる予定は８人現在のところ予定をしております。 

それから外国語活動につきましては、先ほど教育長が述べたとおりです。以上です。 

○議員（４番 杉谷洋一君） はい、議長。 

○議長（野口俊明君） ４番 杉谷洋一君。 

○議員（４番 杉谷洋一君） １５名おられるということで、その方はいろいろですね、

やっぱりその共稼ぎ等でですね、親の勤務状態でこういう形になっておろうかと思いま

す。 

 そこでわたし思うですけれど、やっぱりこういうことはですね、大山町ももっと保育

時間を早くから預かってあげたり、あるいは遅くまで預かってあげたりといろいろ工夫

しながらやっていけばですね、大山の今度基幹保育所とかという形でですね、保育園も

何とかもっとリニューアルにいいもんを作っていこうというような方向、あるわけなん

ですが、その辺りをですね、わたしはもうちょっとで、頑張って欲しいな、頑張って理

解してもらって、また、そういう施策しながら本当に町内の子は町内で育っていくとい

う、そういう固い決意を持ってですね、臨んでいただきたいと思いますし、それから、

その英語なんです。わたしも英語はあまり好きではありません、はっきり言って。ただ

やっぱり英語ちゅうのはですね、若い、小さい時からしっかり教えるということはです

ね、やはりこの頃はですね、やっぱり外国人とですね、この間も政治家、いろいろな人

がですね英語でペラペラ喋る、かっこいいじゃあありませんか。子どもたちにもですね、

小さい時からしっかり英語を教えていくという形でですね、あるいは今もう中学校もで

すね、先生の空き時間ではなくしてですね、もっと一人でも先生を雇ってでもですね、

保育園を回ったり、あるいは小学校もしっかり英語を教えるという、そういうね、こと

をですね、町長、今後、まあ今年はこれでいいですけれど、来年以降で、まだ任期あり

ますのでしっかり考えていただくように、その辺りのことを町長にちょっとお尋ねして、

わたしのこの質問を終わりたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） わたしの方にということでございますけれど、教育委員会の方

から答えさせていただきたいと思いますが、少しずつその思いは受け止めて取り組みを

進めておりますのでそのことを述べさせていただきたいと思います。教育委員会の方か

ら。 
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○議長（野口俊明君） 山根教育長。 

○教育長（山根浩君） いろいろお聞かせいただきありがとうございます。町内の子は、

町内でっていうこと、それが原則だろうとわたしも思っとります。ただ、例えば北栄町

なんかに行かれる場合ですとですね、一緒に北栄町に仕事場がある場合ですと、そこに

子どもさんも一緒に行ってゆっくり出られて、で、帰られるときに北栄町から連れて帰

られるという、そういう利便性ということもあるわけでして、原則は町内の子は町内で

見るっていうのが一番大事なことだとわたしも思っとります。 

 それから保育所の外国語のことでございますけれども、これはしっかり教えるという

レベルではないだろうと思っています、はっきり言いまして。非常にコミュニケーショ

ンの能力を高めるという意味が一番大きいんではないかなという気がします。で、小さ

い時からネイティブの人の言葉を聞くということは、非常にあの、耳っていうのは非常

に小さいときから鍛えると非常に大きく伸びていくという面もありますので、その面で

はとても大事なことだと思いますけれども、月に１回、２回、３回にしましても、それ

でしっかり教えるということにはなかなかならんということをご理解いただきたいと思

います。 

○議員（１７番 西山富三郎君） 議長、１７番。 

○議長（野口俊明君） １７番 西山富三郎君。 

○議員（１７番 西山富三郎君） ２点質問します。はじめは、保育所、内容ですね、

８９ページに保育所費があります。障がい児保育にはどのように取り組んでおられます

か。障がい児保育ですね。 

 それから子育て支援への取り組み、子育て支援への取り組み、それから保育所は人材

を育成する公の最初の場所だと思うわけですね。で、やっぱり住民にメリットがもっと

も大きくなるような展望がなけないかんと思います。 

それからやっぱりあんたはいい子だよ、しっかりしてると、自尊感情や自己実現、こ

のようなことはどのように取り組んでいますか。 

それからですね、９５ページ、私に直接関係のあるような事案ですけれど。え、まん

だか。 

○議長（野口俊明君） ９３ページまでです。 

○議員（１７番 西山富三郎君） あ、ごめん、ごめん。そんなら次にいたします。と

りあえず、失礼しました。保育所。え、わしゃ、入ってないか。 

○教育長（山根浩君） 議長、教育長。 

○議長（野口俊明君） 山根教育長。 

○教育長（山根浩君） ちょっと、西山議員さんにお尋ねします。どこのページのこと

でしょうか。 

○議員（１７番 西山富三郎君） いやいや、保育所の、保育所費が出ておるでしょう。
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あ、議長。 

○教育長（山根浩君） そこを整理してお願いします。 

○議長（野口俊明君） １７番。 

○議員（１７番 西山富三郎君） あ、すいません。８９ページに保育所費が出ていま

す。ここで、所長さんとかね、職員の方が出ておりますけども、この働く中身をお尋ね

したいと思うんですが。よろしいですか。働く中身は聞かれんですか。どんな取り組み

が行っているかという、職員の資質の向上とかは、聞く所はないですか。保育園の取り

組みっていうのは。中身を聞かれんですか、ここでは。お尋ねですよ。意見じゃないん

ですよ。どんな取り組みをしていますか、ということは聞かれないのですか。どうです

か。 

○議長（野口俊明君） はい、取り組みぐらいまではまあ何とかなろうと思いますが。 

○議員（１７番 西山富三郎君） もういっぺん言いましょうか。 

○議長（野口俊明君） はい、１７番。西山議員さん、もう一度質問の趣旨を再度お願

いします。 

○議員（１７番 西山富三郎君） 保育所の内容についてお尋ねしたいと思います。 

 保育所は大事な人材を指導する公の場所の最初の場所だと思っています。公の施設で。

そこではその子たちが大山町に生まれてきて、立派な子どもなんだ、社会に役立ってい

かきゃならんという芽生えの場所だと思うですね。その自尊感情はどのように取り組ん

でいますか。子育て、保育所の仕事だと思いますよ。 

 それから自己実現、大人になって自分が自分らしく生きていかなきゃならんわけです

から、そのような取り組みはどうしていますかというわけです。生きていく中において、

身体に障がい等があれば、非常にハンディーキャップになるわけですから。 

○議長（野口俊明君） はい、ちょっと。 

○議員（１７番 西山富三郎君） え、なんで。言われんだか。 

○議長（野口俊明君） いやいや、ちょっと、今の、先ほどだいたい分かりました。  

○議員（１７番 西山富三郎君） 分かったか。 

○議長（野口俊明君） この質問に関してはですね、予算上の中では一般質問的な質問

になると思います。もう少し、質問の内容を変えていただきたいと思います。 

○議員（１７番 西山富三郎君） いやいや聞かれんだかや。ほんなら、身体障がい者

保育にはどう取り組んでいますか。いいですな。 

○教育長（山根浩君） 議長、教育長。 

○議長（野口俊明君） 山根教育長。 

○教育長（山根浩君） そのことにつきましては担当課長の方から申し上げます。 

○幼児教育課長（高木佐奈江君） 議長、幼児教育課長。 

○議長（野口俊明君） 高木幼児教育課長。 
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○幼児教育課長（高木佐奈江君） ただいまの西山議員さんのご質問ですけれども、障

がいを持つ子どもさんが入所された場合の保育、どのようにしているかということでご

ざいますが、今全園でもしも体に障がいをお持ちの子どもさんが入所を希望されました

場合には、お受けしております。で、加配、保育士が個別に付くとか、そういうクラス

に必要な場合は、加配の保育士を入れて対応をしております。以上です。 

〔「それだけか」と呼ぶものあり〕 

○議員（１３番 小原力三君） 議長、１３番。 

○議長（野口俊明君） １３番 小原力三君。 

○議員（１３番 小原力三君） １点だけ尋ねいたします。６３ページとね、７５ペー

ジ、１点ですから。８５ページ、まだありますけどね、次々、載ってますけどもね、っ

ていうのが、子ども手当てのことでございます。これどこの子ども手当なのか、職員の

子どもなのか、民主党ではやっぱり一律に児童に１万３，０００円を払うということで、

このたびのあれには載ってますけどね、あちこち子ども手当てが書いてあるんですよ。

その説明ちょっとお願いします。分からん？。幼稚な質問ですけれど。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 小原議員さんの質問に担当課長の方から答えさせていただきた

いと思います。子ども手当てを交付する中で、それぞれに関連をすることがありまして

わけておるところではございますけれどもよろしくお願いいたします。 

○総務課長（田中豊君） 議長。 

○議長（野口俊明君） 所属名を言ってください。 

○総務課長（田中豊君） 議長、総務課長。 

○議長（野口俊明君） 田中総務課長。 

○総務課長（田中豊君） ただいまの小原議員さんのご質問でございますが、子ども手

手の上に児童手当という項目も付いておりますように、公務員につきましては、町の方

が直接手当として支払うことになっておりまして、今回の子ども手当てにつきましても、

町が直接職員に支払う形となっておりますので、ご理解をいただきたい。 

○議員（１３番 小原力三君） はい、分かりました。 

○議員（１０番 岩井美保子君） 議長、１０番。 

○議長（野口俊明君） １０番 岩井美保子君。 

○議員（１０番 岩井美保子君） ７５ページの同和対策施設費でございますが、国県

からも２，３００万から出ておりますし、一般財源で４，５９１万７，０００円支出、

出るようになっております。それでですね、この中の報酬の中でですね、生活相談員報

酬というのが、１６万７，０００円×１４ヶ月×３人分ということになっております。

名和町時代にも一度質問をしたことがありますが、この生活相談員さんのお仕事とそれ

からその実績といいますか、そのようなものがございましたら述べていただきたいと思
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います。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 岩井議員さんの質問に担当課長の方から述べさせていただきま

す。 

○人権推進課長(近藤照秋君） 議長、人権推進課長。 

○議長（野口俊明君） 近藤人権推進課長。 

○人権推進課長(近藤照秋君） 失礼いたします。生活相談員の実績ということで、ご

質問がございました。各地区１名ずつ配置するようにしておりますけども、その同和地

区の生活相談ということで、業務を行っております。で、内容的には、年金の相談であ

りましたり、介護保険の福祉関係の問題、あるいは健康の関係の保険の問題、それから

教育の問題等ございます。でだいたい年間に１００件程度であるというふうに承知をし

ております。以上でございます。 

○議員（１０番 岩井美保子君） 議長、１０番。 

○議長（野口俊明君） １０番 岩井美保子君。 

○議員（１０番 岩井美保子君） この方々は１年契約というようなことも聞いたこと

がございますが、それは本当でしょうか。それともずっといっぺん引き受けましたら続

けてずっとするんでしょうか。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 岩井議員さんの質問に担当課長の方から述べさせていただきま

す。 

○人権推進課長(近藤照秋君） 議長、人権推進課長。 

○議長（野口俊明君） 近藤人権推進課長。 

○人権推進課長(近藤照秋君） 失礼いたします。生活相談員のことにつきましては、

本町では生活相談員設置規則というものを定めておりまして、原則７０歳未満の人とい

うことと契約は１年契約ということでございます。以上です。 

○議員（１０番 岩井美保子君） はい、了解。 

○議員（１５番 椎木 学君） 議長、１５番。 

○議長（野口俊明君） １５番 椎木 学君。 

○議員（１５番 椎木 学君） 同じく７５ページでございますけれど、報酬の欄で中

山ふれあいセンターについては報酬が組んでございませんけども、来年度もそういう体

制で行なわれるのか。あるいは生活相談員はいらっしゃってそのカバーを職員でやられ

るのか。どういうお考えなんでしょうか。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 椎木議員さんの件は生活相談員報酬についてかなと… 

〔「館長報酬」と呼ぶものあり〕 
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○町長（森田増範君） はい、館長さんですか。分かりました。失礼いたしました。担

当課長の方から述べさせていただきます。 

○総務課長（田中豊君） 議長、総務課長。 

○議長（野口俊明君） 田中総務課長。 

○総務課長（田中豊君） ただいまのご質問でございますが、今年度におきましても館

長ポストにつきましては、職員が対応しております。来年度につきまして、予算上、館

長の報酬が挙がっていないということは、今年の流れの中で、職員で対応していくとい

う考え方でおりますのでよろしくお願いいたします。 

○議員（１５番 椎木 学君） 了解。 

○議長（野口俊明君） 他に質疑ありませんか。 

○議員（５番 野口昌作君） 議長、５番。 

○議長（野口俊明君） ５番 野口昌作君。 

○議員（５番 野口昌作君） ８０ページでございますけれど、小規模作業所の運営費

補助金７７９万４，０００円ってありますが、これは小規模作業所のことでですね、い

ろいろ問題になっておるでないかという具合に思ったりしますけれども、その辺の兼ね

合いと、それからこれはどこにいくらずつ予算化されているのか、お尋ねいたします。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 野口議員さんの質問につきまして、担当課長の方から述べさせ

ていただきます。 

○福祉保健課長（戸野隆弘君） 議長、福祉保健課長。 

○議長（野口俊明君） 戸野福祉保健課長。 

○福祉保健課長（戸野隆弘君） 小規模作業所の運営費補助金の件についてのご質問で

ございますが、この小規模作業所の運営費補助金は、県の制度に基づくもので県と町と

で、２分１ずつの負担をして、小規模作業所に交付をするものであります。対象として

おりますのは、町内にあります、１カ所あります、ほっとサロンでございます。全額ほ

っとサロンの分であります。この金額につきましては、現在の制度では、通所の実績に

応じて、その金額が積算されるということになっておりまして、今回、上げました予算

は、今年度の実績状況をみまして、それと同額のものを一応予算化しているものであり

ます。以上です。 

○議長（野口俊明君） ５番、野口昌作君。 

○議員（５番 野口昌作君） ほっとサロンの問題でですね、いろいろあってるでない

かと思ったりしますけれど、合併とか何とか、そういう点の動きの中で、この予算が削

減され、まあ減ってというようなことはございませんか。その合併問題なんかのちょっ

と状況をお願いします。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 
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○町長（森田増範君） 野口議員さんの質問につきまして、詳しいところはまた担当課

長の方から述べたいと思いますが、先般の議会の方でもこの件につきまして、ご質問い

ただきました。私の方でも、お答えをさせてもらってる中で、県の事業がある流れの中

で町の方も対応させていただくということで、このたびこのような形で予算を立てさせ

ていただいているというところございますので、ご理解を願いたいと思います。少し詳

しいところは担当課の方から述べさせていただきます。 

○福祉保健課長（戸野隆弘君） 議長、福祉保健課長。 

○議長（野口俊明君） 戸野福祉保健課長。 

○福祉保健課長（戸野隆弘君） ほっとサロンに関連いたします、今の移行の問題等の

ことかと思います。先般の議会のときにもご質問にありまして、ご説明をしておるとこ

ろでありますけども、今のこのほっとサロンに出しています県の補助制度、これについ

てはいつまでもあるというものではございませんで、今の県の予定では、予定ではと言

いますか、基本的に今のこの小規模作業所の制度から、自立支援法に基づく、事業所の

体系に移行を進めておるというところであります。でありますので、今は捉えとしては  

移行期間中という捉えでありまして、そちらの新しい制度の方に移る、そしてその制度

の中で存続していく形にしていって欲しいということで進めておるところであります。

従いましてこの補助金も、今のところあと２３年度末までは、あるという情報を聞いて

おりますけれど、その先についてはどうなるか分からないというところであります。で

すのでその間に新しい体系、体系につきましては合併という方法もありますし、あるい

は法人格を取得して、事業所としてやっていくということもあるわけでございます。今

の時点ではほっとサロンは後者の選択を模索してそれに向かって準備をされているとい

うところであります。 

なお、このそういう動きに関連して町の補助金、この制度に基づく補助金を増額あれ

減額するということではなくて、これは制度に基づいて決ったところ予算化して、この

制度がある限り町は実施していくという考え方でおります。以上です。 

○議員（５番 野口昌作君） はい、分かりました。 

○議長（野口俊明君） 他に質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（野口俊明君） 続きまして衛生費９３ページから１０４ページまで、質疑あり

ませんか 

○議員（８番 西尾寿博君） 議長、８番。 

○議長（野口俊明君） ８番 西尾寿博君。 

○議員（８番 西尾寿博君） 予算書でいいますと、１０２ページの衛生費ですが、１

５工事請負費、焼却設備等補修工事２，０１５万９，０００円、どのような工事を考え

ておられるのか。何が悪いのか分からないので、そしてですね、この工事によって、今
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現在、中山、名和クリーンセンター、２つ稼動しておるわけですが、境にも持っていっ

ておるというようなこともあります。滞ったごみはですね、境の方に持っていかれるの

か、あるいはどうされるのか。滞らないような形でやられると思いますが、どのように

やられるのかなというのを質問いたします。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 西尾議員さんの質問に担当課の方から詳しく話させていただき

たいと思いますが、現在も滞ったりということにはありませんので、そのことにつきま

しては、ご理解を願いたいと思います。 

○住民生活課長（小西広子君） 議長、住民生活課長。 

○議長（野口俊明君） 小西住民生活課長。 

○住民生活課長（小西広子君） ただいまの質問でございますが、この工事請負費は２

２年度が名和クリーンセンターを想定しております。中身につきましては、これも９月

から１０月頃の間に清掃と点検を実施いたしまして、その中で修繕の必要な箇所を抽出

していきます。その中で優先順位をつけて、２２年度でできるもの、２３年度でいいも

のの辺を優先順位を付けております。 

一つ毎年行なっております点検が、炉の補修、炉の中の点検、これは毎年行なってお

ります。それからその修繕の間に、ごみが残った場合はどうするか、ということかと思

いますが、これにつきましては、２２年度は双方二つの施設で片一方が休んでいるとき

はもうひとつの片一方の施設で調整をしながら、少し時間外をかませながら全量町内で

焼くという方針できておりますので、２１年度についても、境の方と覚書の契約は結ん

でおりますが、職員の努力によりまして、町内の焼却で終わっております。よろしくお

願いいたします。 

○議員（８番 西尾寿博君） 議長、８番。 

○議長（野口俊明君） ８番 西尾寿博君。 

○議員（８番 西尾寿博君） 町内でごみは処理できるというようなことですので、ま

あ安心はしておりますが、わたし聞きまして思いますのは、これは炉の法に定める法定

自主点検、でないのかなというふうに思います。炉とかボイラーとかというようなもの

はですね、このような自主点というのが、定められておりますが、もしそうであるなら

ば、昨年度上がっていない予算でありました。昨年度はですね、解体工事と、大山です

ね、というのが挙がっておりましたが、この工事が挙がってなかったという理由はどの

ような理由でしょうか。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 西尾議員さんの質問に担当課の方から答えさせていただきたい

と思います。 

○住民生活課長（小西広子君） 議長、住民生活課長。 
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○議長（野口俊明君） 小西住民生活課長。 

○住民生活課長（小西広子君） この修繕に伴います点検業務につきましては、全て自

主点検項目で年１回行なっております。昨年工事費が挙がっていないがということでご

ざいますが、担当課といたしましては、要求の試算はしておりましたが、特に去年は骨

格予算ということがありまして、財政の方の指示によりまして、当初には挙げておりま

せんでした。ご理解いただきますようよろしくお願いいたします。 

○議員（８番 西尾寿博君） 議長、８番。 

○議長（野口俊明君） ８番 西尾寿博君。 

○議員（８番 西尾寿博君） これはですね、担当課だけの問題ではないと思いますが、

法定自主点検というのは必ずやらなければならないというものだと思っています。これ

は骨格予算であろうがなかろうが、必ず挙げておかなければならない予算額とわたしは

理解しておりますが、その辺もう少し教えてください。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 西尾議員さんの質問に担当課の方から答えさせていただきたい

と思います。 

○住民生活課長（小西広子君） 議長、住民生活課長。 

○議長（野口俊明君） 小西住民生活課長。 

○住民生活課長（小西広子君） 骨格予算の辺のところは総務課での対応かと思います

が、これは法的に決められたものではなく、自主点検だという理解をしております。 

○副町長（小西正記君） 議長、副町長。 

○議長（野口俊明君） 小西副町長。 

○副町長（小西正記君） この点検でございますが、毎年点検しながら維持補修をかけ

ているというのが現状でございます。中山につきましても、これまで全協の中でご説明

申し上げておりますように、継続して使用するのか、あるいは焼却を中止するのかとい

うふうな検討も含めて現在行なっているところでございます。工事請負費の予算計上に

つきましては、実際点検をしなければ実数的なものが分かりません。 

従いまして、毎年名和、中山、それぞれ前年度に工事をしまして、点検をいたしまし

て工事をします。その残りの分でどのくらいさらに必要かというふうな数字を見込んで

予算計上をさせていただいておるところでございます。 

また、自主点検の段階におきましては、これでは予算が足らないというふうな場面も

想定されます。その時には皆さんにまたご提示させていただきまして、ご協議を願いた

いというふうに考えております。よろしくお願いします。 

○議員（８番 西尾寿博君） 了解。 

○議員（４番 杉谷洋一君） 議長、４番。 

○議長（野口俊明君） ４番 杉谷洋一君。 
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○議員（４番 杉谷洋一君） ９５ページの区分で言えば、１３の委託料の予防接種委

託料という２，３００万についてお尋ねいたします。 

 昨日町長の施政方針の説明の中で、今年から他の市町村にはない肺炎で死亡率が結構

高いからそういう予算を設けて、予防接種の予算を設けてやるというお話を聞きました。  

そこでその７５歳以上、まあでもそのお金もたくさん持った人もおられますし、本当

に苦しい年金だけの人も各種様々です。これにはですね、７５歳になったらですね、全

員の方にですね、このワクチンをですね、接種してもらえるのか、あるいはそこには半

額だけだよとか、まあ今年の新型インフルエンザの時もですね、まあこれは所得のいろ

いろ制限があったりということはありましたけども、その辺はですね、今後どのような

に考えておられるのか、聞きたいと思います。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 杉谷議員さんの質問には、詳しいところは担当課長の方から述

べさせていただきたいと思いますが、肺炎球菌のこの予防接種でございますけども、わ

が大山町が初めてということではございません。近隣の中でも少しずつやっておられる

ところはありますけども、県内では非常にまれであるという中で取り組みをさせていた

だいてると、始めさせていただいたというところでございますので、ご理解願いたいと

思います。詳しいところは担当課の方から述べさせていただきます。 

○福祉保健課長（戸野隆弘君） 議長、福祉保健課長。 

○議長（野口俊明君） 戸野福祉保健課長。 

○福祉保健課長（戸野隆弘君）肺炎球菌の予防接種のことについて答弁をさせていただ

きます。 

まずまあ県内ではまだ少ないというふうなことでございますけども状況としましては、

最近では江府町が１７年度から行なっておりましたけれど、西部の状況でございます。

西部では江府町が１７年度から行なっておりましたが、それ以外は昨年までは江府町だ

けでございました。昨年年度中途から南部町もこれを行っております。また東部の方で

は八頭と若桜がこれも２１年度の中途から実施したところです。ということで、県内で

は少ない状況であるということです。 

このワクチンにつきましては、高齢者の肺炎、重症化したり亡くなられたりする、こ

れを抑制するために有効であるということは分かっておりましたけれども、流通量が非

常に少ないという現状がございまして、これを補助などをしても現場が混乱するという

ことの危惧がありましたので、従来取り組んでおるところが少なかったというところで

ございます。現在も流通量は少ないことには変わりはありませんけども、だいぶ改善を

されてきまして、特に自治体で補助の制度を設けた自治体の医療機関には優先的に回さ

れるという状況も聞いておりますので、この際取り組んだらということでしたもんであ

ります。 
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なお、この全ての方にということでございますけれども、このワクチンはまだ法で定

められたものではありませんで、いわゆる任意接種、町の方として勧奨することはでき

ないということになっております。あくまでもご本人の判断でされるということでござ

いますので、町の方で補助制度を用意しましたので、ご希望の方はどうぞ受けてくださ

いという形になるもんでございます。 

それで今の考え方としては、だいたい委託料が７，０００円位でと思っておりますの

で、これは確定いたしませんけど、ですので、その半額をですね、３，５００円を補助

するという考え方の予算にしておりまして、７５歳以上の方が、３，４００人おられま

して、接種率を２５％ということを一応見込んで予算を立てております。以上でござい

ます。 

○議員（４番 杉谷洋一君） 了解しました。 

○議員（７番 近藤大介君） 議長、７番。 

○議長（野口俊明君） ７番 近藤大介君。 

○議員（７番 近藤大介君） 保健衛生費の中の予防費について２点お尋ねしたいと思

います。 

まず、予算書では９５ページになります。 

予防費の中でさまざまな検診なり各種事業が予定してあろうかと思うんですけども、

実は心の悩みの部分でございます。鳥取県では全国に比べて非常に自殺率が高いという

ことで、非常に残念な結果がでておるわけでして、先日町長の政務報告の中でもござい

ましたが、鳥取県では今年度２１年度から自殺対策緊急強化事業が開催されたというこ

とで、大山町でも補助を受けながらなんでしょうかね、心の悩み相談だとか、そういっ

た自殺予防に対しての事業をしている。さらにこの平成２２年度においても実施してい

くという予算になってあるかと思います。 

そこでですね、大山町は県下ではたぶん大山町だけかもしれませんね、市町村として

はね、診療所の中に心療内科の先生もおられて、まあ町の職員として心療内科の先生が

おられると。で聞きましたところ２１年度はそういった相談事業とか講演事業全て町外

からドクターお医者さん、医師に来ていただいてそういった事業をしておられるという

ことだったんんですけども、せっかく職員の中に心療内科の医師がおられるわけですか

ら、補助事業かもしれませんけれど、どんどんね、積極的にそういう場を用意して、本

当に今不景気の中、事業が失敗したりとか、本当に傍から見れば、死ぬまでもないのに

というようなことで、亡くなる方も多いです。そういった部分での啓発も兼ねて積極的

に町の医師を活用して事業を進めていく必要もあろうかと思いますが、そういったとこ

ろでのお考えはどうか、これがまず１点でございます。 

次、２点目、同じく予防費の中、次のページ９６ページになりますけれど、補助金で

ございます。予防費の中の補助金の中にですね、愛育委員会の補助金がございます。旧
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大山町で活動しておられる健康づくりの団体というふうに理解しておりますけれども、

愛育委員会の補助は、平成１９年度でしたかね、１９年度か２０年度で一旦補助金が打

ち切られておったと記憶しておりますが、今回２２年度で補助金が復活しております。

その経緯についてのご説明、以上２点お願いします。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 近藤議員さんの方から自殺対策の関係とそれから愛育委員会と

いうことで質問いただきました。担当課の方から述べさせていただきたいと思います。 

○福祉保健課長（戸野隆弘君） 議長、福祉保健課長。 

○議長（野口俊明君） 戸野福祉保健課長。 

○福祉保健課長（戸野隆弘君） ２点お尋ねがございました。はじめに、今年度２１年

度から取り組んでおります自殺対策の緊急強化事業に関連をいたしまして、町内の心療

内科の医師の活用がされていないでないか、講演等がお願いできたらどうだろうかとい

うご質問だったかと思います。この事業につきましては、今年度中途からですね、こう

いうような交付金も入って実施をするということになりまして、取り組みは中途からで

ありましたけども、今年度ご承知のように、講演会あるいはチラシ、ポスターの作成等、

広報その他の啓発活動も含めて進めてきておるところです。また来年につきましても新

たに相談事業、講演会等を各種実施をする予定でございます。 

町内の心療内科の先生につきましては、今年度ですね、この事業実施するということ

が決りましてから、内容についてご相談もさしてもらって、あるいは講演とかですね、

お願いできたらということで、お話というかお願いご相談をさせていただいてきている

ところです。 

今年度行いました講演につきましては、なかなか診療所の方の診察、診療の時間の関

係もありまして、ご都合も合わなかったということもあります。あるいは相談事業等に

つきまして、来年度計画しておりますけども、先生の方のご意見としては、地元の身近

な先生よりも、そういったものは町外の先生の方が住民の方にはよろしいじゃないでし

ょうか、というまあそういうようなアドバイスもいただいたりしまして、今のところ町

内の先生の出番ができておりませんけれど、まだ来年度につきましては相談事業以外の

講師等はまだ決っておらないということもありますので、またお願いご相談をしながら、

町内の先生にもお世話になれたらというふうに思っておるところでございます。 

それともう一点、愛育委員会の補助金の件がございました。愛育委員会につきまして

は、ご承知のように大山地区で健康づくりの検診も含め、いろいろお世話をいただいて

いる団体でございます。実は、この補助金は一旦なくなったことがあります。それは、

旧名和なり旧中山にもそれぞれ保健委員なり、健康づくり部落推進委員なりそういう委

員さんがあると、そういうところについても以前から手当がないところもありますし、

そういったのの統一をするという考え方で、愛育委員会も含めて一旦なくなった経過が



 134 

ございます。が、しかし愛育委員会につきましては他の委員さん、町と委員さん、委嘱

をする委員さんという関係とは別に、愛育委員会として団体を作っておられまして、そ

の団体の自主活動を非常に活発にしておられます。研修をされたりまた大山賛歌体操の

普及の研修会を自分たちで企画されたり、また視察、研修、その他いろいろされており

ます。こういった活動は、是非自主的にこう進めていただくものはご支援やっぱりする

べきだという判断にいたりまして、今年度２１年度は補正でございましたけども、補正

予算で補助金復活して、そして来年度もこの補助金を予定しております。これで自主活

動、それを地域の健康づくりを含めたいろいろな活動に、役立つ活動を期待しながらの

補助金復活ということですので、ご理解をいただきたいと思います。以上です。 

○議員（７番 近藤大介君） 議長、７番。 

○議長（野口俊明君） ７番 近藤大介君。 

○議員（７番 近藤大介君） まず、自殺対策の事業に関連して、町の職員である医師

の積極的な活用をということでございますが、今伺ったら、地元の医師よりも町外の医

師の方がいいじゃないかという理由、どうも分かったような分からんような理由だなと

思うんですが、そのまあ町としてのお考え、そういう医師を活用したいというふうに思

うのか思わないのか、そこだけとりあえずお答えください。１点ね。 

それから次、その補助金の話でございます。愛育委員会の皆さんが大山賛歌体操なり

の普及とか積極的にやっていただけていると、これ大変ありがたいことだとわたしも思

います。  

ただその補助金がそもそもその愛育委員会に限らず、各種団体で補助金が削減されて

きた経過を思い起こしてみますと、３町合併して財政が非常に厳しくなる中、補助金の

見直しもせざるをえなかった。まして今回の議会でも行財政改革の委員会が再度立ち上

げられ、再度立ち上げられていますけども、合併後も行財政改革の検討委員会ができて

その中で、その補助金の見直しをしなさいということでの見直しであったと認識してお

ります。で、その中でまあ、その活動が自立的にできる団体については補助金はいいだ

ろうという話もいいだろうという話もありましたし、時代の変化の中で補助金をもう付

ける必要がないじゃないかというところも見直しの対象になったというふうに思ってい

ますが、今課長のご説明で、例えば前年度辺りは補助金無かったと思うんですけど、そ

れでも非常に活発的にやっていただいていたということは、そういう自立的な活動こそ

を行政としては支援すべきではなかったのか。その補助金を新たに再度付ける必要が本

当にあったのかというのを、せっかく自立的にがんばろうとしておられるところに、ま

た補助金が出るというのはちょっと行政の流れとしてはおかしな判断だと思うんですけ

ども、その辺の経緯をもう少し詳しくご説明いただけますか。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 近藤議員さんの方から２点の質問がございました。一つは、心
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療内科の関係の自殺についての町の医師職員の活用ということはどうかということであ

ったと思っております。現在も非常に心の病気という形の中で、非常に時代の流れだと

思いますけれども、たくさんそういった心の病という方が増えてきておるということで

ありまして、今現在大山口の診療所の方におられる先生、非常に重要なまた位置におら

れる、そういう時代になってきたのだなということを改めて感じておるところでござい

まして、まあいろいろな取り組み、日常の患者さんの対応ということが大きな柱ではあ

るとは思いますけども、まあさまざまな県の方のそういった自殺に対する対策等の取り

組みがあるわけでございまして、地元におられる先生方の方にもいろいろとまたご相談

やいろいろと取り組みについての知恵や知識や相談させていただきながら、そういった

時代の流れの中に対応するための取り組みも進めていかなければならないのではないか

という具合にも思っておるところでございます。 

 それから愛育会の関係でございますけれど、この活動につきましては、まあ自立とい

うことをおっしゃっておられますけれども、時代のこの流れの中で、今地域でみんなで

どうしてこの少子高齢化が進む時代の中で、どのように地域で一緒になって、そういっ

た高齢者の方々、あるいはさまざまな方々を支えていくかという時代に移り変わってき

ております。そういう意味合いで行政とそれから住民の皆さん方、地域と共同して一緒

になって取り組んでいくという取り組みが地域主権ということもありますし、地域   

ということもあります。そういう時代に入ってきております。まあ愛育委員会につきま

しては、５０年という歴史がありますし、先ほど課長の方から話がございましたように、

さまざまな取り組みをしておられます。そして旧大山の中ではそれぞれの集落にこの委

員さんがおられて、保健、検診辺りへの声かけであったり働きかけをしておられて、結

果的に大山地区での検診の受診率が高いという成果も、議員の皆さん方の方もご承知だ

と思っております。 

先般、健康づくりの推進事業協議会という形の中で、取り組みがこのことを含めて取

り組みがなされまして、保健事業であったり、介護事業であったり、健康づくり事業で

あったりそういった１年間の取り組みを各種団体から来ていただいて、２２年度どうし

ていくかというような検討し議論をしていただき２２年度の方向性等を出していただい

たりしているところでございます。その中でも大切な取り組みということの中で、なか

なかできないけれども、これを何とかしていかないといけないのではないかということ

で出てきた案件が、健康づくりを進めていく組織の充実ということがございました。施

策の柱と施策の方向性という方の中にも位置づけられております。その中で愛育さんの

活動の紹介もありました。また、名和地区にあります健康づくり推進、集落の推進委員

会、また中山の方にございます、保健委員会の状況ございます。中山と名和の方ではそ

うした委員さんはおられますけれども、組織化という形になっていないという状況であ

りました。できればこの委員さんに、集落のあるいは保健事業の取り組みについていろ
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いろな形で地域で支えあっていく中でのメンバーというような位地づけの中でやってい

ただければありがたいのではないのかな、でも今この段階でまだ話を皆さん方の方に進

めておりませんので、そのことには至っておりませんけれども、そういった健康づくり

を進めていく地域で支えあっていくための仕組みづくりとしての組織化、わたしは大山

の方に愛育委員会があるとするならば、是非とも中山地区にも、名和地区作っていただ

くような形に何とかならんかなと思っております。 

組織づくりということはわたしは今非常に重要だと思っておりますので、合併をして

からいろいろな厳しい中での補助金のカットということも、わたしも議員のときにその

ことについても感じた経過はありますけれども、今の時代の中で、本当にこの限られた

予算の中で高齢化が進む中で、どうして地域で支え合っていくかということを考えたと

きに、行政とそして住民の方々で一緒になって考えていく、そこには大切な住民の皆さ

ん方の組織、仕組みが必要だと思っておりまして、可能かどうか分かりませんけれど、

名和と中山の方の方々のこういった組織化に向けて、必要であるならば、逆にそういっ

た組織化のための予算辺りもこのたびの中では加わっておりませんけども、そういった

動きが出てくると、働きかけの中で可能性があるということであるならば、補正の中で

でも付けさせていただいて、皆さんのお力を賜りたいなと思っておるところでございま

すので、ご理解を願いたいと思います。 

○議員（７番 近藤大介君） 議長、７番。 

○議長（野口俊明君） ７番 近藤大介君。 

○議員（７番 近藤大介君） まあ少子高齢化がどんどん進んでいく、歯止めがかから

ないという中で、どう支えあっていくのか、あるいは旧大山町地区には愛育委員会が長

い歴史があって元気に活動しておられる。名和や中山は、健康づくり推進委員さん、形

式的にはありますけども、実態としてなかなか機能してない。町長のおっしゃるとおり

だと思います。 

 そういう中で、これからますます介護や医療保険、国保ですね、の分野で住民の負担

が増えていくことも十分予想されるわけですから、なおのこと健康づくりを行政なり住

民、地域一緒になって取り組んでいく組織が必要である、全くわたしもそのとおりだと

と思います。 

しかしまあ例えば愛育委員さん、町長の方から今ご紹介ありましたけれど、５０年か

らの歴史がある。ちょっとわたしも興味をもって調べさせていただきましたが、そもそ

もは母子保健から戦前、ね、日本の乳幼児、死亡率が高いということからの母子保健を

普及していこうというところから始まった団体、それが、全国に広がっていったという

ことで、それが今では母子保健も多少は関わっておられるかもしれませんけども、検診

の推進などを通じた健康づくりということで、組織もやはり時代のニーズに合わせて変

わってきておられる。 
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で、まあそういった愛育委員会が名和地区、中山地区にもできて、それが合併して大

山町全体の愛育委員会になるのがある意味望ましいのかもしれませんが、これもなかな

か現実的には難しいんじゃないかなとわたしは思っております。 

一方でですね、同じく健康づくりを目的とする団体としては、食生活改善推進員の会

があります。同じ項で補助金もついておりますけれども、これは県が取り組みを主とし

て進めておりまして、１０回のその食生活に関しての講習を受けると推進員というふう

に認められて、その推進員さんで構成されたのが、推進員の会だということでございま

すが、なかなか今１０回の講習会に参加できないという方が多いようでして、現実問題

として新しい会員さんが増えていない。会員さんが高齢化される中で辞められる、まあ

３地区で多少の差はあるかもしれませんが、全般的に食生活改善推進員の会の活動も低

迷しているようです。 

そういった事を考え合わせますと町長おっしゃるように、健康づくりを進めていく組

織としてですね、わたし例えば、食生活改善推進員の会、さっきも言ったように正式に

は１０回の講習を受けないと県からの「あなたは食改の委員さんだよ」という認証はも

らえないみたいですけれども、それはそれとして進めながらもっと簡素化した講習会で

大山町独自の食生活改善の委員さん作って、食生活も改善しながら、愛育委員会的な活

動も合わせて、要は両団体を統合した形でより多角的に町民の健康づくりを進めていく、

そういう団体育成の仕方もあるんじゃないかなというふうに思うわけですけれど、個別

の団体育成に限らず、そういったゼロベースから、大山町に必要な団体を作り育ててい

く、そういうお考え、今後あるのかどうかということで最後お尋ねして終わりたいと思

います。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 近藤議員さんの方から組織づくりということについての最後の

質問だったのかなと思いますけども、食生活改善員さんのこの取り組みにつきましても

ご存じのように、歴史の長い取り組みでありますし、県の方までつながっていく組織で

あります。今年もこの２１年度にもこの年間の研修を十数名の方が受けられておりまし

た。わたしも最初とそして最後に挨拶をさせてもらっておじゃましましたけれど、非常

に研修の成果を、充実した研修だったいうことの話も伺いました。毎年毎年少しずつで

も、１０人でも２０人でも積み重ねことによって、１０年続けることによって、１００

名２００名ということになってまいるわけでございまして、この取り組みはわたしは必

要であるという具合に思っております。 

 まあ２つを合わせてという話がございましたけれども、やはり一つ一つの取り組みを

しっかりと目的をもった形の中で組織を作っていくという形の方が今、本当に行政と住

民の皆さんと一緒になって目的をもって仕組みをもって共同でやっていくということが

求められているところでございますので、わたしは組織化ということが、そしてその仕
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組みづくりと、きっかけづくりということが今非常に大切だと思っております。近藤議

員さんおっしゃっいましたように、そう簡単にはいかないんじゃないですかということ

でございました。本当にわたしもそのように感じております。でもそれをやっていかな

ければ、次のいろいろな行政の方から取り組みをどんどん仕掛けていっても、それが実

っていかないのではないのかなと思っております。住民の皆さん方の組織化、そういっ

たお力をいただきながら一緒になって一つのテーマに向かって一歩一歩着実に成果をあ

げていくということが必要であると思っておりますので、今後の組織化について、また

皆さん方の方からのいろいろなお働きかけや、アイデアを賜りたいと思いますので、よ

ろしくお願い申し上げたいと思います。 

○議員（１６番 鹿島 功君） 議長、１６番。 

○議長（野口俊明君） １６番 鹿島 功君。 

○議員（１６番 鹿島 功君） ただいままあ近藤議員の質問を聞きましてですね、わ

たしもこの愛育委員会の活動というのは４年間を通しまして非常に名和中山には無い、

非常に自主的にがんばっておられる団体だなということを感心して、敬老会等にでも感

心しておったところではございます。 

それでですね、ただわたしは一点、この合併協の中でまあ本当に頭を悩ませながら、

いろんな補助金を切ってきたという経過がございます。で、いいことだったらみんなが

すりゃあいいがなという思いは、わたしの個人的な中身はありながらですね、まあ本当

に４年間そういうのを見たりしながらも、まあ４年たったら少しずつ独自なものも考え

ていかないけんということもあろうかと思いますし、それをこれまで、４年もたたずに

やったこともあるわけですので、するなとも言いませんし、ただ同じような例がですね、

中山では婦人消防という形で本当に自主防災のためのそういう組織があってがんばって

おる。しかしまあそっちの方には切ってきた経過もあるわけです。これは合併の中で、

そういうものを知らないといようなことです。で、ですね、この本当にいいことの町長

の気持ちもよう分かるんですが、この中に若干それならばですな、やはりこれは何かと

いうと、独自なところでもあるし、組織は大きいしこれは町長の地元だから付けちゃっ

たでないかといようなことでも考えれんことはないわけですが、本当はですね、何が言

いたいかと言いますと、こういう立派な町としても助かることだし、予防という意味だ

ったらいいということになればですね、それの金額をこういうありありとした付け方じ

ゃなくて、まあ中山の保健委員さん、それから名和の何とか委員さん、健康づくり委員

さんですか、そういうことがあるというのならばですね、そういうことの代表はもうこ

れは各部落から出ておられるんですから、そういう方を町に集めて、いろいろ保健担当

のは集合かければ集まっていただけるわけですので、そういうことを集めてこういう愛

育委員さん、名前が違うけれど、こういういい団体ですので、是非これわたしたちも健

康づくり、お手伝い願いたいので趣旨を分かってくださいと。ですからその意味で今度
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手当てになるのか、どういうことになるのか知りませんけれども、同じようにしたいが

というつもりでですね、育てていくような手だてをしてつけたと、いうようなあるいは

またその準備金だという形でですね付ければ、非常にまあ積極的であるし、ああ町長や

ったなということになるんですけれども、こういう付け方すると悪いやつっていうか、

昔の消えたやつをぽんとだいてですな、ああ町長選がすんだけやっぱり戻ってきたでと、

そういうちょっと格好の悪い付け方はね、非常に良くない、そう思うわけですわ。で、

この１０万円ですかいな、そういうようなことを、出ればこれはなんだったかなという

ことを聞きたい。何に付けられるか、どういう、本当の補助金、それか、あるいはこれ

は何がなんぼで、何が、のお金がこれですよと、いう、その辺をちょっと啓蒙の意味の

意味なのか、具体的なもんがないと、今言ったようなことが考えられるんで、一つ。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 愛育委員会の活動の内容等につきましては、担当課長の方から

述べさせていただきたいと思いますが、先ほど鹿島議員さんの方から、失礼しました。

鹿島議員さんの質問に答えさせていただきますが、誠に格好悪いつけ方だという具合に

ご指摘をいただきましたけども、全くそのようには考えておりませんで、今、現在の活

動状況ということの中で、この集落を含めて一つ一つ着実に活動していただいておられ

ますこの組織を育成していかなければならない、あるいは逆に、さらに地域のために健

康づくり、保健活動を支えていかなければならないということの中での予算の願いがあ

って付けさせていただいてるという状況でございますので、その点につきましては誤解

のないように、私自身もそのように見られると非常に残念でありますので、誤解のない

ように願いたいと思います。 

合わせて先ほども少し触れましたけれども、名和地区とそれから中山地区の方にそれ

ぞれの委員会が、委員さんがございます。しかし、集まっていただいてそこに会長さん

がおられたり、副会長さんがおられたり、一年間どのようにして活動していくんだとい

うような形にはなっていないという具合に理解しておりまして、鹿島議員さんおっしゃ

いますように、この委員さんの方に集まっていただいて組織化を進めていって、名和地

区、中山地区のそういった健康づくりについてのお力添いを、仕組みをしたらというご

発言だったと思いますし、私も先ほど申し上げましたように、この健康づくり推進協議

会の中でもそういった意見が出ておったところでもございますので、同じ思い、同じ方

向性を今指摘していただいたなあと思っておるところでございます。 

まあそういった活動を取り組みを進めていく中で、活動に対しての予算、組織づくり

についての予算、あるいは集まっていただいたことによって、先進的なところにまず行

ってでも刺激を受けて帰ってこようか、あるいはそういった勉強をしていこうかという

ことでの話し合いがなされたり、一歩そういった取り組みが進むということになります

れば、補正予算の方ででもまたお願いをさせてもらってご理解をいただきたいなという
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具合に思っております。まさしくご指摘をいただいたとおりの思いを先般の健康づくり

の推進委員会でもご指摘をいただいたり、そういった取り組みをしようということにな

っておりますし、わたしもそのような思いでおります。 

合わせて条例の中でも、そういったことで特に保健事業をもっと強化していかなけれ

ばならないという思いの中で、福祉保健課を非常に大きな所帯でありましたので、これ

を保険医療という形での保健課とそして福祉と介護という形での福祉介護課という形で

の課長が、所属長がその活動をしっかりと活動状況を見て、そしてその目的ができるだ

け達成していけれるような責任のある体制づくりをしなければならないという思いの中

で、その条例の課の提案もさせてもらったりしておるところでございます。思うところ

が共通するところでございますので、その思いで進めさせていただきますので、どうぞ

ご理解を願いたいと思います。詳細につきまして、愛育委員会につきまして、担当課長

の方から述べさせていただきます。 

○福祉保健課長（戸野隆弘君） 議長、福祉保健課長。 

○議長（野口俊明君） 戸野福祉保健課長。 

○福祉保健課長（戸野隆弘君） 補助金１０万円の根拠はということだったかと思いま

す。従来から先ほど申しましたように、愛育委員会は独自でいろいろ視察研修に出かけ

ましたり、あるいは講演会を企画して実施したりしております。今年度も音楽家を呼ん

できて音楽を聴きながらいろいろなトークをしてもらって心の健康に役立てるというよ

うな、そういうようなこともやっておられます。いろいろな人脈を持っておられますの

で、非常に経費をお安く抑えながら、そういう活動を今回されております。 

今年度の１０万円の具体的な使途ですけれど、１０万円のうち、約９万６，０００円

ぐらいはですね、５０周年記念誌の発行に使っておられます。あとのものはほんの事務

的なものであるとか、ということで、なっておるところです。ですので、来年度につき

ましては、本来の研修とかですね、そういうものにまた使っていただきたいというふう

に思っているいところです。以上です。 

○議長（野口俊明君） 他に。 

○議員（１０番 岩井美保子君） 議長、１０番。 

○議長（野口俊明君） １０番 岩井美保子君。 

○議員（１０番 岩井美保子君） １０１ページですが、一番下の焼却補助業務委託料

４６２万２，０００円組んであります。これは何人分でしょうか。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 岩井議員さんの質問に担当課長の方から述べさせていただきま

す。 

○住民生活課長（小西広子君） 議長、住民生活課長。 

○議長（野口俊明君） 小西住民生活課長。 
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○住民生活課長（小西広子君） 質問にお答えしたいと思います。これは１業者分でご

ざいます。 

○議員（１０番 岩井美保子君） 議長、１０番。 

○議長（野口俊明君） １０番 岩井美保子君。 

○議員（１０番 岩井美保子君） ただいま一人分だということをお聞きいたしました。

焼却場には、職員が行っておられてやっておられると思いますが、この委託をしなけれ

ば、焼却ができないでしょうか。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 岩井議員さんの質問に担当課長の方から述べさせていただきま

す。 

○住民生活課長（小西広子君） 議長、住民生活課長。 

○議長（野口俊明君） 小西住民生活課長。 

○住民生活課長（小西広子君） これは主に名和のクリーンセンターの方での業務が主

でございますが、焼却の補助ということでございまして職員２人おりますけれども、２

人では受け入れのとき、収集運搬業者が入ってきますときに、それの対応と直搬で入っ

て来られるときの対応等がありますし、焼却補助の方には、その辺の実際の燃やす補助

と、それからその灰とか何とかそちらの方の処理、清掃等が含まれております。以上で

す 

○議員（５番 野口昌作君） 議長、５番。  

○議長（野口俊明君） ５番 野口昌作君。 

○議員（５番  野口昌作君）  １０１ページの委託料の中で廃棄物収集委託料１億２，

４９８万１，０００円、これのですねどういう業務にいくら使っているかということを

ちょっとお尋ねします。 

 それからもう一点ですね。１０３ページですね、１９番の負担金補助及び交付金で、

補助金及び交付金で合併処理浄化槽設置補助金が５０２万１，０００円みてございます

けれど、これは何基を予定されてですね、これから先、まだまあどれくらい残るかと、

設置予定がどれくらい残っているんだということをちょっと質問させていただきます。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 野口議員さんの２つの質問でございます。担当課長の方から答

えさえていただきます。 

○水道課長（舩田晴夫君） 議長、水道課長。 

○議長（野口俊明君） 舩田水道課長。 

○水道課長（舩田晴夫君） ただいまのご質問の中で、合併処理浄化槽の設置補助金に

ついてご説明をさせていただきたいと思います。新年度９基分、予算組みますときに、

住民の方の要望をとりまして、要望のあった基数９基分を計上いたしております。以上
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でございます。 

 それから、残事業量がどの程度あるかということございますが、本来届出が県の方の

届出になっておりまして、単独浄化槽等の設置数というようなものが、全然町の方では

把握できておりませんので、残事業量というのはちょっと、下水道処理区域を外れたと

ころは全て補助対象になるという形になりますが、残事業量正確には、掴みかねており

ますので、ご理解のほどよろしくお願い申し上げます。 

○住民生活課長（小西広子君） 議長、住民生活課長。 

○議長（野口俊明君） 小西住民生活課長。 

○住民生活課長（小西広子君） 廃棄物収集委託料の内訳はということでございますが、

これは中山地区に１業者、名和地区に２業者、大山地区に３業者を委託しておりまして、

それらの合計額でございます。 

○議員（５番 野口昌作君） 議長、５番。 

○議長（野口俊明君） ５番 野口昌作君。 

○議員（５番 野口昌作君） 今、言われた業者のですね、金額というものはなかなか

言いにくいかとは思いますが、焼却ごみ、それから不燃物とかというようなことで分け

ておられると思います、どうせね。それらをちょっとお尋ねしたらなと思ったりします。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 野口議員さんの方からもう少し詳細にということのご質問だと

思います。担当課長の方から述べさせていただきます。 

○住民生活課長（小西広子君） 失礼いたします。 

○議長（野口俊明君） 許可を求めてください。 

○住民生活課長（小西広子君） あ、失礼いたしました。議長、住民生活課長。 

○議長（野口俊明君） 小西住民生活課長。 

○住民生活課長（小西広子君） その地区によって、業者によって集めているごみの量

も、ごみの種別も違いますので、中山地区では、約３２０万が月でございます。失礼い

たしました。今のは中山地区の可燃物でございます。中山地区の可燃物以外が、月１９

３万６，０００円でございます。 

 それから大山地区分の可燃、不燃、不燃粗大ごみ、蛍光管・乾電池の運搬経費という

ことで月が１０９万３，０００円。もう一つ、大山地区で資源ごみということで１３９

万円ほど、大山地区で所子高麗地区という具合の収集の形態がございまして、ここが約

４９万ほど。それからあと冬期大山につきましては、特別に収集の形態がございました

ので、これにつきましては、２２年度からは単価契約で出来高払いというところで、積

算をしております。その額が１４９万円ほどでございます。以上でございます。 

○議長（野口俊明君） 他にはありませんか。 

〔「なし」と呼ぶものあり〕 
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○議長（野口俊明君） これで休憩します。再開は、３時４０分。 

午後３時３０分 休憩 

午後３時４０分 再開 

○議長（野口俊明君） 再開いたします。皆さんの質問がですね、執行部側に聞こえな

い時があるようですので、ゆっくりとマイクに近づけてですね、大きな声で質問の要旨

を分かりやすく一つよろしくお願いいたします。それでは再開いたします。 

次、農林水産業費１０４ページから１２５ページまで、質疑ありませんか。 

○議員（６番 池田満正君） 議長、６番。 

○議長（野口俊明君） ６番 池田満正君。 

○議員（６番 池田満正君） 質問いたします。１２４ページ、主任の給料４ヶ月１２

４万８，０００円。それから１１番需用費の燃料費５８万円、それから自動車リース料

９０万６，０００円これに対してのご説明と、それともう一つ午前中、野口議員の質問

でございましたが、６月、去年の工事発注されておりまして繰越になりましたけれど、

４月５月に早めに出す気はあるかどうか、２点を質問したいと思います。よろしくお願

いします。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 池田議員さんの質問につきましては、漁港建設費のところにつ

いてだろうと思います。その件につきまして担当課長の方から述べさせていただきたい

と思います。 

○議長（野口俊明君） 答弁者は早く。 

○農林水産課長（池本義親君） 議長、農林水産課長。 

○議長（野口俊明君） 池本農林水産課長。 

○農林水産課長（池本義親君） 漁港建設費の中の予算内訳ということでございます。

まず１点目の人件費、給料であります。主任一人４カ月というのは、担当者の給料であ

ります。 

次に、燃料費でありますが、御崎、御来屋それぞれ２９万円計上いたしております。

内訳としましては、リットル辺り１３４円×４５リットル×４回の１２カ月分といたし

ております。御崎、御来屋とも同じ計算で積算をいたしております。 

次に、自動車リース料であります。それぞれ御崎につきましては、港整備交付金事業、

御来屋につきましては漁村再生交付金事業ということで、事業が別々になっております

が、御崎につきましては、普通車のトヨタの一種をトヨタレンタルリースからリースい

たしておりまして、月が３万８，７５０円×１２カ月分で４６万５，０００円でありま

す。御来屋の方のリースにつきましても、トヨタのラッシュ、という車でありまして月

が３万６，７５０円、これの１２カ月分で４４万１，０００円計上いたしております。 

それから工事発注でございますが、２１年度につきましては、６月に発注いたしてお
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りますが、まず４月、予算が付きましてから、国に対しまして補助申請の手続きを行い

ます。で、それが町が提出いたしまして、県が審査をし、本省の方に協議に上がります。

ですので交付決定が参りますのが、６月頃という見込みであります。そうしますとやは

り港の工事につきましては、町としましても早い時期に発注したいという気持ちでおり

ますので、県の方には早くその交付決定を欲しいという要望は毎年行なっています。で

すが、手続き上、だいたい６月頃になるという見込みであります。 

○議員（６番 池田満正君） 議長、６番。 

○議長（野口俊明君） ６番 池田満正君。 

○議員（６番 池田満正君） 主任給料４カ月ということで、御来屋漁港って書いてあ

りますけど、御崎漁港もあるわけですけれど、どうして御崎漁港とは書いてないのか。 

 それと１２カ月の工事が掛かるんか。それでやっばり油代は妥当なものなのか。３点

について答弁をお願いします 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 詳しくは担当課長の方から述べさせていただきたいと思います

が、前のページに一般職給料ということで御崎漁港整備事業ということでございますの

で、この点については、答えをさせていただきます。その他につきましては担当課長の

方から述べさせていただきます。 

○農林水産課長（池本義親君） 議長、農林水産課長。 

○議長（野口俊明君） 池本農林水産課長。 

○農林水産課長（池本義親君） 失礼しました。給料でですね、御崎の方が答弁もれで

あります。主任１名を御崎と御来屋で分けまして、事業ごとに分けまして、１年分の、

１２カ月分の給料といたしております。 

また燃料費につきましては、公用車の燃料費でありまして、補助事業で事務費でみれ

るということでありまして、なるべく補助事業で使うように、単独費を少なくするため

にいっぱいいっぱい補助事業で見える範囲の燃料費を計上いたしております。 

従いまして事業でリースをしておりますが、実際には他の業務でも使用いたしますし、

また他の課から借用が出た場合について利用しているといった状況です。 

○議員（５番 野口昌作君） 議長、５番。 

○議長（野口俊明君） ５番 野口昌作君。 

○議員（５番  野口昌作君） 農林水産業費ですね、少し質問させてもらいますので、

なら大きい声で。最初に、１０４ページの農業委員会費、給料ですね。これ主任一人と

いうことのようでございますが、局長というものの考え方はどうなのかということが一

点と。 

それから次にですね、この１０５ページ、１０５ページにですね、報酬で農林水産振

興審議会委員報酬が９万９，０００円見てありますが、これはどういうような審議会を
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するというもう既にですね、目的をもって予算化されているかということ。 

それからですね、１０９ページ、有害鳥獣駆除委託料、委託料の中のですね、これが

２１０万２，０００円でございますが、その下のカラス一斉駆除委託料２３万４，００

０円、これは意味が分かりますけれど、有害鳥獣駆除委託料というのはどういうことの

予算化がなされているかということですね、それから同じく１０９ページの下の方にで

すね、大山町結婚対策協議会補助金１００万円と見てありますけれど、これがですね、

どういうような内容を見込まれたかということをお聞きしたいです。 

それからですね、１１０ページの補助金がたくさん書いてありますけども、最後の大

山エコ農業推進モデル事業補助金というのでですね、１，０００万組んでございますけ

ども、これがですね、単独のようでございますが、これをどういうような基準でですね、

やられるか、この前の説明ではちょっとハウスとかと聞きましたけれども、ハウス以外

にですね、今県の特別栽培というようなことでですね、エコ事業でいろいろと認証の事

業があったりするわけでございますが、それらについてもですね、こういうものを適応

されるか、それらのそういうようにですね、この補助金を出すところの基準というもの

を決めておられるかということをお尋ねいたします。 

それから１１１ページのですね、負担金補助及び交付金の中の優良雌牛の導入保留奨

励事業補助金２００万円というのがみてございますけれども、これは和牛のですね、優

良雌牛の補助金でしょうかということ、上に乳牛の精液導入が書いてありますから、和

牛については精液導入がありませんし、これは和牛なのかということをですね、お尋ね

させていただきたいと思います。 

それから１１２ページのですね、しっかり守る農林基盤交付金事業、これのですね、

具体的な算定基礎というものをですね、お願いしたいなという具合に思ったりします。 

それから１２０ページにですね、鳥取県植樹祭開催事業ということが１２０ページ、

１２１ページにあるわけでございますが、これはですね、どういうようなことをやられ

るかということをお尋ねしたいなということでございます。 

それから同じく１２１ページに森林交付金、一番下の方の欄に森林交付金４５８万８，

０００円ってございますが、この森林交付金についてはどういうような内容なのかとい

うことをお尋ねいたします。以上です。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 野口議員さんの方から内容の説明ということで９項目であった

かたと思います。少し時間がかかるか思いますけれども担当課長の方から説明させてい

ただきまし。 

○総務課長（田中豊君） 議長、総務課長。 

○議長（野口俊明君） 田中総務課長。 

○総務課長（田中豊君） まず１点目の職員給与費の関係でございます。これまでの流
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れの中で、欠員退職予定、はっきり分かっているんですが、欠員状態で予算組みをして

きておりまして、全体としてはトータルの一般会計の中では、総務費の方で予算枠をも

っておりますけれど、確定した時点で、例えば農業費の中でですね、手立てをすると総

枠の中で手立てをしていくという考え方で予算付けをしておりますので、了解をいただ

きたいと思います。 

○企画情報課（野間一成君） 議長、企画情報課。 

○議長（野口俊明君） 野間企画情報課長。 

○企画情報課（野間一成君）  １０９ページの結婚対策協議会の補助金でございます。

企画の方が担当しています、パルパルというグループの活動でございますが、後継者対

策を促進して地域の活性化を図るために独身者を集めてこの出会いの場を提供するとい

う事業でございまして、昨年度は６０万でございました。２２年度は１００万、４０万

の増額をしてございます。これは結婚対策協議会に補助金として出して事業をしてもら

うものでございますが、２２年度につきましては、京阪神の方なり県外の方から花嫁候

補の方を募集をして大山町を丸ごと体験をしていただきながら、いい出会いができれば

ということでの予算増でございます。以上でございます。 

〔「議長、今のは所管の委員会の質疑じゃないですか」と呼ぶものあり〕 

○議長（野口俊明君） ああそうですね、新年度予算につきましては、所管の委員会の

委員さんは、この本会議場では質問はご遠慮願うということなっていますので、ただい

まの質問は…。 

〔「いや、農業…。」「進行」「いや、企画が、一部企画があるか、これなかなか分か

らんですな。それでも農業関係はやってもらわないけん」と呼ぶものあり〕 

○議長（野口俊明君） 続けて、執行部側続けてください。 

○農林水産課長（池本義親君） 議長、農林水産課長。 

○議長（野口俊明君） 池本農林水産課長。  

○農林水産課長（池本義親君） 多くの質問をいただいています。順を追って説明をい

たします。 

 まず１０５ページの農林水産振興審議会委員報酬でありますが、農林関係の協議会等

１１組織ございます。営農協議会をはじめ有害鳥獣関係までありますが、農林水産振興

協議会にかける案件につきましては、今のところ何があってのことではありませんで、

必要に応じて招集をいたしまして審議会を開くといった予定でございます。 

 次に１０９ページの委託料の有害鳥獣駆除委託料であります。これにつきましてはカ

ラスの駆除、それからカラスの箱わなの管理、それと下の段の一斉駆除ですね、この委

託料という内容でありまして、また通報人の方からの依頼があった場合に出ていただき

ますので、これを３７０人分見込んでおります。 

 次に、１１０ページの大山エコ農業推進モデル事業補助金、これは新規事業でありま
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す。これにつきましては、環境に配慮したエコ農業、これを実践する農業者に対しまし

て、こだわり栽培の試行導入と合わせまして、少量多品目出荷の実践活動、こういった

事を行なう農業者の方に対して、周年出荷を狙ったビニールハウスの導入、冬場に不足

します野菜等の栽培ということで、ハウスの建設につきまして、補助をするといったも

んであります。 

内容としましては、補助率を３分の２、上限を１００万といたしております。ハウス

につきましては、１棟辺り約１５０万という見積もりでおります。従いまして町が３分

の２で、農家の方が３分の１、農家の方あるいは組織の方ですね、ということになりま

す。 

次に１１１ページの優良雌牛導入保留奨励事業補助金であります。これは和牛であり

ます。和牛の生産振興を図るために、優良牛生産の基礎雌牛として、優良雌牛、子牛で

すね、これを市場より購入をしていただきまして繁殖牛として保留する農家、の方へ補

助をするもんでありまして４０頭分を見込んであります。 

次に１１２ページのしっかり守る農林基盤交付金事業であります。この事業につきま

しては、２１年度の国の一次補正でつきました農地有効利用支援事業というのがござい

ます。で、この事業が事業仕分けによりまして、事業廃止となりました。で。２１年度

の事業でありますけども、一次補正ということで繰越ができないといった事業でありま

す。従いまして、農地有効支援事業につきましては、２１年度で打ち切りをし、２２年

度からは、しっかり守る農林基盤交付金事業へ移行してこの事業を利用して暗渠排水で

ありますとか、水路の修繕、で特に新農業水利システム保全対策事業で残った分もあり

まして、こういったものも組み込みまして、事業を行なっていくという予定であります。

まあいずれにしましても新年度に入りましてから、要望調査行いまして、要望出してい

ただいたところ、審査をしながら進めていくということになります。大山地区で１，０

００万、名和地区で２，３００万、中山地区で１，０００万を見込んでおります。 

ただ名和地区につきましては、２１年度の農地有効支援事業でのれなかったといった

事業内容の関係からのれなかったといったことでありまして、２２年度で対応する予定

といたしております。 

１２１ページの森林交付金。その前に１２０ページの植樹祭であります。この事業に

つきましては、鳥取県の主催事業であります。で、毎年、東中西で持ち回りで行なって

おります事業であります。２２年度も５６回目ということになります。で、２２年度に

つきましては、妻木晩田遺跡の中に植樹をするといったことで県の方から町の方へ要請

が参りました。で、この中で内容としましては、まず記念植樹、それから苗木の無料配

布、後はアトラクションといったことになります。で、町としましては、物産品、大山

おこわでありますとか、そいういったものを大山町のＰＲといったことで出す予定にし

ておりまして、それの材料費等を、また地域芸能の謝礼金といったことも中に含んでお
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ります。 

次に１２１ページの森林交付金であります。これも団地、森林の団地を形成している

場所につきまして、部落でありますとか、公社、そういったところの下刈り、あるいは

間伐、その作業につきまして補助をするものであります。で、人工林の４５年生以下の

木になりますが、３０ヘクタール以上の団地に対しまして、１ヘクタール当たり５，０

００円の交付金を交付することにいたしております。これは国が２分の１、県が４分の

１、町が４分の１ということであります。以上です。 

○議員（５番 野口昌作君） 議長、５番。 

○議長（野口俊明君） ５番 野口昌作君。 

○議員（５番 野口昌作君） 大山エコ農業推進モデル事業補助金のですね、こだわり

農業というようなことでございますが、それについてはですね、なんかそのこだわりと

いうことにきちんとした規約というものを作ってですね、取り組まれるか、補助申請が

なされたところでですね、あなたの申請は私のところのこの内容に合致しませんという

ようなきちんとしたですね、この規定を作られるかということが１点とですね、それか

ら局長の、農業委員会のですね、局長というものを一応局長、なら置くという考え方だ

という具合に捉えていいですね。はい、分かりました。 

 それからですね、森林交付金のことがありましたが、これはやっぱりなら個人が申請

して、個人に出すものかということをちょっとお尋ねいたします。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 野口議員さんの方からエコ農業の関係と森林の関係の２点の質

問かなと思います。基準ということでございまして、この件につきましてわたしも担当

課の方といろいろと話を詰めながら取り組みを進めておるところでございます。特にこ

の取り組みをさせていただいたところの中でお話を少しさせていただきますけれども、

議会の方でも特別委員会の方、作りながら、堆肥あるいは土づくりということについて

検討していただいているところでございます。私もこれから農業の取り組みということ

につきましては、非常に同じ思いを持っておりまして、まず土づくりをしていくと、健

全な土から生まれてくるところからの農産品という思いの中で、意を同じくするところ

でございます。 

そういったこだわりということにつきまして、まず土づくりをしていく、エコ農業と

いうことが、分かりづらいかなと思いますけれども、土づくりをしていく、あるいは減

化学肥料、いわゆる有機肥料を多く使っていく、そして農薬についてはできるだけ減じ

ていく、少なくしていくという捉え方のそういった物事を、産品を作っていく上でのこ

だわりを持った作り方、そういった形の中での取り組みをやはり始めていきたいと、い

かなければならないという具合に考え、このような取り組みをまず提案させていただい

てるところでございます。基準ということでございまして、まだまだこれからもう少し
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詰めていかなければならないところもあるのではないのかなと思ってはおるところです

けれども、この取り組みの中で担当課の方からも申し上げましたように基本的には野菜

類、あるいは果菜類、そういったところからという具合に考えております。まあモデル

ということでございまして、その意味合いとしましては、そういったこだわりの農産品

を作る、そして安心安全の考え方の中で、野菜類、果菜類を作っていく。そのものが今

現在市場の方から、市場といいますか、お店の方から、消費者の方から非常に求められ

ているという状況は皆さんよくご存じだと思います。 

ただ今現在、大山町の方でそういった取り組みをしておられる方は、一部おられます

けれども、大きく大山町の柱として、あるいはそういった流れとして、まだ見えていな

いというのが現状でございまして、是非とも大山町のこの立地を生かしたこだわりの農

産品づくりということを始めなければならない、始めたいという思いであります。 

で、それについては、やはり安定供給、消費者の方が、あるいはマーケットの方が、

毎日、毎月、大山からそういったものが、こだわりのものが入荷してくる、お店に並ん

でくるというような形がやはり出来てこそ有利販売、付加価値の高い産地ということに

なってくると思いますので、そのような形を目指していくということで、いわゆる多品

目、少量多品目という形になるのか、多品目ということになるのか分かりませんけれど

も、多品目で周年、１月から１２月まで何とかコンスタントに、こう提供していく、そ

して、お客様の方から大山のこういったこだわりのものに惚れていただくといいますか、

ファンになっていただく、そういう道筋をこの大山町ではわたしはできる産地だと思っ

ておりますので、まず取り組みを始めたいということでございます。周年出荷というこ

とになりますと当然この冬場ということが大きくポイントになってきますので、そうい

った取り組みを進めていこうという考えの方に結果としてこのビニールの施設の取り組

みに関わっていただくということかなと思っております。予算的にはこういう形で事業

を取り組ませていただいておるところでございますけども、なおこの取り組みにつきま

して、基準ということがございますけども、やはり作ったものが本当に売れるのかとい

うことで出口調査といいますか、消費者あるいはスーパーの方への研修もしていかなけ

ればならないと思いますし、それにさかのぼってどういったものを作っていくかという

ことの検討もしていかなければなりません。こういう強い思いを持っていただく方にチ

ームに、グループで、研究会で、そういう形をしっかり作っていただいて、研究会とし

ての思いを共有する方々にこの取り組みをしていただいて、是非とも大山町のそういっ

た取り組みのモデルとして引っ張っていただける形になればなという思いでこのモデル

という形をとっております。どなたでもということにわたしはならんと思っておりまし

て、やはり周年的にこういった自分で本当に農業でこういった取り組みをしていって食

っていけれる道筋の何とかこう見つけたいと、見出したいと、取り組んでみたいという

熱い思いの方に、モデルの中に加わってもらって研究会のチームのメンバーとしてやり
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始めていただけたらなと思っております。こういった取り組みをしていく中で、自分は

ほんにやっていくぞということになった時には、県のチャレンジであったりとかいろい

ろな県のさまざまな事業がございますので、その時にはそういった県の事業を絡めなが

ら自立していくような形になっていただければ、尚有り難いのかな、そういった形の中

での第１歩として提案をさせていただいておるというところでございますので、ご理解

をまたいただきたい、そしてまたいろいろとご助言も賜りたいなあと思っておるところ

でございます。 

それから次、森林の件につきましては、担当課長の方から述べさせていただきます。 

○農林水産課長（池本義親君） 議長、農林水産課長。 

○議長（野口俊明君） 池本農林水産課長。 

○農林水産課長（池本義親君） 森林交付金の関係であります。対象ということであり

ますが、３０ヘクタール以上の団地といった基準がございます。で、森林作業を行なっ

てもらいます集落あるいは公社と町長とが協定を結びまして、事業に取り組んでいただ

くといった内容であります。 

○議員（５番 野口昌作君） 議長、５番。 

○議長（野口俊明君） ５番 野口昌作君。 

○議員（５番 野口昌作君） エコ農業の関係ですけれど、町長さんの言われた趣旨は

十分に分かりますし、是非やっていただきたいわけですけれども、それに関してですね、

わたしたちもいろいろとそういうものの探りながら農業をやったりしますが、その中に

いろいろと申請の煩雑なことがあったりします。まあ煩雑だといいますのは、その合致、

目的に合致したことをやらなければいけない、その内容をですね、きちんと書いてそれ

をやらなければ補助は出しませんよというようなことがたくさんあるわけでございまし

て、やっぱりこれについてもですね、そういうようないわゆる規定ですね、定めをされ

るかと。まあこれ、今はやられていないようでございますが、これからですね、そうい

うことに取り組まれるかということをお尋ねします。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 大事なご指摘でございまして、まあ事務作業といいますか書類

整備等々とが難しいものがあるじゃないかなということであろうと思いますけども、基

本的に考えておりますのは、先ほど申し上げましたところでございまして、このハウス

を取り組むことによって、この会員になることによって、この取り組みをすることによ

って、自分で周年のこういったモデル事業をして、農業で食っていけれるという取り組

みをしたいということでございますので、私は細やかな計画の内容という具合にはあま

り考えておりません。ただ担当課の方でやはり必要な事項等については、町費を使うわ

けでございますので、当然詰めていかなければならないと思っております。これを取り

組んでいくことの中で、何年かの契約といいますか、生産プランといいますか、そうい
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った思い、ただそのプランについても当然作っていく品目が変わっていったりするわけ

でございますので、そういったところについての細やかなところは出来ないと思います

けれども、少なくても５年間、例えば５年間であるならばこのチームに入って、この研

究会に入って売り先の調査、かえって自分たちで作る周年の生産計画、そういったもの

をこのメンバーで本当に研究し、検討していただいて、大山町のこういった形の農業モ

デルを作っていただきたいなと思っておるところでございます。若干のやはり公費を使

うものでございますので、若干のそういった制約は当然ありますので、この件について

はまた担当課の方で進めさせていただきたいなと思っておるところでございます。どう

ぞよろしくお願い申し上げます。 

○議員（５番 野口昌作君） はい、分かりました。 

○議員（１４番 岡田 聰君） 議長、１４番。 

○議長（野口俊明君） １４番 岡田 聰君。 

○議員（１４番 岡田 聰君） ３点ほど質問いたします。まず、１１１ページの中ほ

どにございますが、家畜排泄物対策事業補助金１２万円、僅かな金額ですが、確か３日

の議案説明会の折に、水分調整剤堆肥処理の関係で水分調整剤の研究とか説明があった

ような気がしますが、その対象の費用でしょうか。詳しい内容をお願いいたします。 

 それから１１１、１１２ページ、新農業水利システム保全対策工事、前のページにも

保全対策として出ております。合計で５，０００万近い金額ですが、事業概要説明でい

きますと、ちょっとしっかり守る農林基盤交付金事業とちょっと似たようなところがあ

りまして、この区分けをもう一度説明を願いたいと思いますが、農業水利システム保全

対策事業は用水路とか、分水路、そういったところの関係のようですが、この違いをも

一度説明をお願いいたします。 

 それから事業概要のところで、新農業水利システム保全対策事業、受益者が２０％負

担がございますが、県５０％、町２０％と出ておりますが、これたぶん３０％の間違い

ではないでしょうか。 

それから、１１３ページと１１４ページにかけて出ておりますが、土地改良区の補助

金がいろいろ出ております、これ等の算定基準がございましたらお願いいたします。土

地改良区でももらっていない団体も、補助金もらっていない団体もあります。その点の

基準がありましたらお願いします。 

それから名和の３土地改良区は、統合したと聞いたような気がしましたが、１１３ペ

ージの名和土地改良区補助金６万２，０００円。名和町土地改良区補助金５０万円、こ

の内容も合わせてお願いいたします。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 岡田議員さんの方からたくさん質問をいただきました。担当課

長の方から述べさせていただきたいと思います。 
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○農林水産課長（池本義親君） 議長、農林水産課長。 

○議長（野口俊明君） 池本農林水産課長。 

○農林水産課長（池本義親君） まずは１点目の家畜排泄物対策事業補助金であります。

これにつきましては、香取地区の家畜排泄物の対策協議会といった組織が以前よりあり

ます。今回県の方がこの事業につきまして、補助金を補助対象するといった内容になり

ました。従いまして町の方も県が３分の１で、町が３分の１といったことで、地元の香

取が３分の１の負担ということになります。で、詳しい中身につきましては、検討委員

会の方で、これから新年度に入りましてから協議をされると思いますが、現在のところ

検討会でありますとか、研修会、また水分調整剤の実証試験等、当然ながら県の普及所

なり、まあＪＡさん等に相談しながら事業に取り組まれるといった内容であります。 

 次に、新農業水利システム保全対策事業であります。２２年度におきましては、その

前に中山地区につきましては、２１年度で終了いたします。大山、名和につきましては

２２年度までということで、最終年度となります。で、大山地区では、井手、水路の改

修工事が４件、名和では水路の改修工事が１件と、樋門の改修が１件であります。 

しっかり守る農林基盤交付金事業といいますのは、特に一番多いのが暗渠排水工事で

あります。この暗渠排水の事業につきましては、５ヘク以上なければ対象にならないと

いった事業がありまして、なかなかそこの面積のクリアが難しくて使用面積でも対象に

なる事業がないのかということを探しておりましたところ、２１年度の事業補正の事業、

で、２２年度につきましては、しっかり守る農林基盤整備事業で実施をするといったこ

とであります。ただ新農業水利システム保全対策事業の中でやらなかったといった箇所

があるようでしてそこについても２２年度のしっかり守る事業で対応するといった内容

ございます。 

次に改良区の関係であります。名和の改良区につきましては、光徳、名和、庄内合併

をいたしております。で、名和土地改良区につきましては、水田農業、水田、畑等であ

ります。名和町土地改良区につきましては、畑かんの関係であります。山麓関係の改良

区等であります。以上です。 

○議員（１４番 岡田 聰君） 算定基準がありましたら、ちょっと。補助金の算定基

準がありましたら。 

○議長（野口俊明君） 続けてください。答弁を続けてください。 

○農林水産課長（池本義親君） 算定基準と申しますと補助金の内容でありますけども、

土地改良区の負担金平準化事業負担金でありますとか、これは新農構事業また県営で行

ないました補助整備事業の補助金であります。償還の補助金であります。 

それから名和の改良工事費につきましては、地域改善対策で行いましたほ場整備事業

の賦課金の補助金であります。これは反当あたり４００円の補助になっております。 

 次に大山畑地につきましては定額で４０万円ということに従前より取り決められた金
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額であります。で、名和につきましても同じく５０万円、中山につきましては３０万円

ということで、これまでの協定といいますか、引き続きということでの執行となってお

ります。 

また、その中に部落推進費補助ということで、１０３万９，０００円、これもそれぞ

れほ場整備事業と、土地総事業の中での補助金ということになります。また事務所の運

営費補助ということで、名和土地改良区に対しましては２５０万円の補助といたしてお

ります。以上です。 

それから補助率の関係、国が５０、あ、新農水ですね、国が５０、町が３０、地元が

２０のというのの間違いでございます。 

○議員（１４番 岡田 聰君） 議長、１４番。 

○議長（野口俊明君） １４番 岡田 聰君。 

○議員（１４番 岡田 聰君） 定額の他にそれぞれ光徳、名和、庄内は合同事務所、

運営補助金として２５０万円、大山土地改良区に関しては、大山支所に事務所があって、

事務所があるといいますか、職員が兼務というような形でまあいろいろな形態をとって、

いるようですが、もう一つ効率よく何か統一した考えは、対策はないものかどうかお願

いいたします。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 岡田議員さんの方から改良区の件についてでございますけれど

もご案内のように大山とそれから中山につきましては、町の職員という形の中での改良

区の兼務という形でございます。また名和の方では、これまで合併をこのたびされたわ

けですけれど、それまで…。ということの中で単独で抱えておられたというところでご

ざいます。ただそれに町の方からの、支出をしておったという経過がございまして、こ

れまでのそれぞれの地区のやり方を少し継承しながら、今日の予算立てをさせていただ

いているというところでございます。特に現場を抱えているところの改良区それぞれで

ございまして、それぞれの地域のやはり事業がしやすい環境ということも必要だろうな

と思っておりまして、今このような形で提案させていただいているということでござい

ますので、ご理解願いたいと思います。 

○議長（野口俊明君） 他にありませんか。 

〔「なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（野口俊明君） 続きまして商工費１２５ページから１３３ページまで、質疑あ

りませんか。 

〔「なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（野口俊明君） なしと認めます。続きまして、土木費１３４ページから１４３

ぺージまで、質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶものあり〕 
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○議長（野口俊明君） 続きまして、消防費１４３ページから１４７ページまで、質疑

ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（野口俊明君） はい、あ、ありました。 

○議員（９番 吉原美智恵君） 議長、９番。 

○議長（野口俊明君） ８番、あ、失礼９番 吉原美智恵君。 

○議員（９番 吉原美智恵君） １４５ページ、消火栓維持管理費負担金の説明をお願

いします。 

 それから１４７ページの自主防災組織育成補助金の説明もお願いします。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 吉原議員さんの質問には担当課の方から答えさせていただきま

す。 

○総務課長（田中豊君） 議長、総務課長。 

○議長（野口俊明君） 田中総務課長 

○総務課長（田中豊君） 吉原議員のご質問でございますが、１４５ページの消火栓維

持管理費負担金につきましては、水道会計の方で維持管理をしていただいておりますの

で、定額で２００万ということでお願いをいたしております。 

それから１４７ページの自主防災組織育成補助金ということでありますが、１団体当

たり３万円という平均の額で予算計上はさせていただいております。以上であります。 

○議員（９番 吉原美智恵君） 議長、９番。 

○議長（野口俊明君） ９番 吉原美智恵君。 

○議員（９番 吉原美智恵君） 消火栓は了解いたしました。 

自主防災組織の育成ですけども、これこそ安心安全を目指しての町政を進める上で大

事な取り組みだと思うんです。で、なかなか自主防災組織っていうのも本当にできたら

いいなと思っているんですけれど、本当に今の地域の状態では各村の状態でなかなか難

しいところがありますが、それに対しての手立てというか、ただ補助金が３万円という

だけではなくて、行政の方としての手立ては何か考えておられますか。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 吉原議員さんの質問には担当課の方から答えさせていただきま

す。 

○総務課長（田中豊君） 議長、総務課長。 

○議長（野口俊明君） 田中総務課長。 

○総務課長（田中豊君） 組織を育成するためにお金の問題がどうかとは思うんですけ

ども、やはり自分らのどういいますか、地域っていいますか、集落といいますか、そう

いった部分で、現在の防災組織の補助金については、どちらかというとお金をもらうた
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めの組織という部分がちょっと見え隠れしているような部分もございますので、例えば

企画の方で進めております集落の健康診断等の中でもですね、こういった防災体制の部

分について普及啓発を図りながら、組織ができるように取り組んでまいりたいと思いま

す。額としては僅かなお金でございますけれども、その中でいろいろと問題点等出れば、

また増額ということも有り得るということは考えております。以上であります。 

○議員（１１番 諸遊壌司君） 議長、１１番。 

○議長（野口俊明君） １１番 諸遊壌司君。 

○議員（１１番 諸遊壌司君） わたしは１４３ページの消防費のことでございますけ

ども、ま、消防団さんがね、勤めもしながら日夜一生懸命頑張ってくださっております

けれど、特に大山地区の消防団３つあります。各集落、佐摩、大山口、妻木という集落

の人から出ておられまして、もう非常に後継者が少なくなられて、まあ団員が少なくな

るし、実際消火に行かれるのは若い人じゃないといけんけれど、だいぶん６０近い人ば

っかりなっておるようでして、その辺のことは担当として、総務ですな、どのような具

合にしておられのか、指導はどのようにされるのか、また将来、ずっとこのような格好

で消防団の維持もされるのかということを聞きたいと思います。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 諸遊議員さんの質問に担当課の方から答えさえていただきたい

と思います。 

○総務課長（田中豊君） 議長、総務課長。 

○議長（野口俊明君） 田中総務課長。 

○総務課長（田中豊君） 諸遊議員さんのご質問でございます。大山地区だけでなくて

中山地区の方においても高齢化は進んでおります。で、施政方針の方でも若干あったと

思いますけれど、その集落だけでなくてですね、近隣の集落にも働きかけながら、団員

確保していただこうということで、各分団の方には指示をしておるところではあります

が、ただ普段の付き合いの中で、なかなかその辺りが難しいというのは現状であろうか

と思います。ただこの件につきましては、範囲を広げて団員の確保をしていきたいとい

う思いは強く持っております。以上であります。 

○議員（１１番 諸遊壌司君） 議長、すいません。追及ですけども、形態としてはこ

のような格好で残して…すいません。 

○議長（野口俊明君） あ、ちょっと待ってください。はい、今のは先ほどの質問の中

で…。 

○議員（１１番 諸遊壌司君） 続きですよ、もれですよ。今後もこういう形態でされ

るのか、ということを聞きたいです。 

○総務課長（田中豊君） 議長、総務課長。 

○議長（野口俊明君） 田中総務課長。 
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○総務課長（田中豊君） 現在の形態でいくのかということでございますが、まあ団員

の確保に向けては、各分団とも頑張っておられますが、いよいよの時になればですね、

例えば農協さん辺り、事業所に協力をお願いしていくというようなことも当然出てこよ

うかと思っております。県の方でもそういった消防に協力する事業所についてそういう

制度を設けてきておりまして、いよいよになれば、そういった事が出てこようかと思い

ます。今現在の分団の中でも農協さんの勤めておられる団員さん結構おられます。ただ

事業所全体としての取り組みをお願いするようなことも出てくる可能性はあると思って

おります。 

○議員（１１番 諸遊壌司君） 了解。 

○議長（野口俊明君） 他に質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（野口俊明君） 続きまして、教育費１４７ページから１８７ぺージまで、質疑

ありませんか。 

○議員（３番 大森正治君） 議長、３番。 

○議長（野口俊明君） ３番 大森正治君。 

○議員（３番 大森正治君） １７６ページ、１７７ページにわたってのところですけ

ども、同和教育費について質問いたします。 

 旅費としまして視察研修旅費が１５０万円ちょっと上げられております。具体例とし

て部落解放人権西日本夏期講座、あるいは全国人権同和教育研究大会、いわゆる全人同

教でしょうか２つ目は、まあその他もあるのかなって思いますけども、中身は部落問題

をだいたいテーマにした中身だろうと思いますが、だいたい今年度何名ぐらいを予定さ

れているのかということが、まず１点と、それから２つ目が、節の１９の負担金補助及

び交付金の中に進学奨励交付金というのがありますが、２２６万８，０００円、これは

あれでしょうかね、いわゆる同和奨学金のことでしょうか、ちょっとこれ具体的な説明

をお願いしたいと思います。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 所管が人権推進課の方でございますので、そちらの担当課の方

から答えさせていただきます。 

○人権推進課長（近藤照秋君） 議長、人権推進課長。 

○議長（野口俊明君） 近藤人権推進課長。 

○人権推進課長（近藤照秋君） 失礼します。進学奨励交付金につきましては、教育委

員会の方で所管をしておりますので、私はお尋ねの県外研修のことにつきまして、お答

えをしたいと思います。 

県外研修の旅費でございまして、毎年研修会場が異なったことによりまして、額につ

きましても毎年変わってまいります。 



 157 

で、来年度につきましては、部落解放人権西日本講座が２名、それから部落解放全国

集会につきましては３名、全国人権同和教育研究大会につきましては１０名、人権啓発

研究集会につきましては５名、全国人権保育研究集会につきましては６名の参加を予定

しているところでございます。以上でございます。 

○教育長（山根 浩君） 議長、教育長。 

○議長（野口俊明君） 山根教育長。 

○教育長（山根 浩君） 進学奨励交付金につきましてご説明いたします。詳しいこと

は担当課長の方からしますけれども、これは鳥取県の奨学金を受けておられる方で、県

が、町が高校生には１カ月４，０００円。それから専修学校、大学生には５，０００円

を上積みするものでございます。いずれも研修会を必ずやって、年３回の研修会をやっ

て配付、交付しているというのが実態でございます。詳しいことは社会教育課長が申し

あげます。 

○社会教育課長（手島千津夫君） 議長、社会教育課長。 

○議長（野口俊明君） 手島社会教育課長。 

○社会教育課長（手島千津夫君） 失礼いたします。実際の積算の人数をお話させてい

ただきます。これまでからの継続の方という方と新規に見込みという形の見込みの数を

積算しまして、数字といたしております。先ほど教育長が申し上げましたように、高校

生等につきましては、１月当たり４，０００円、そして大学専門学校等につきましては

５，０００円の単価にしておりまして、継続の方が高校生では１４名、大学・専門学校

等については１１名、そして新規の方を見込んでおりますのが、高校生では１２名、大

学・専門学校につきましては６名という形で見込んでおります。以上でございます。 

○議員（３番 大森正治君） 議長、３番。 

○議長（野口俊明君） ３番 大森正治君。 

○議員（３番 大森正治君） 視察研修費の件ですけども、だいたい人数からいったら

例年か、あるいはちょっと多いんでしょうかね。予定されている数が。わたしも現場に

おるときなんか、学校現場の時には、実際参加したことも何回かあるんですけれども、

感ずるところ、割合その動員で何名出てくれというのがあって、「ああ忙しいのにな、

でもまあ行こうかな」というようなこともあったりしたこともあるんですけども、そう

いう体制のあり方として、動員体制でなくてこのもうちょっと自由な参加、希望による

参加によって、必ずこの人数をこうクリヤーするんだということじゃなくて、もう少し

少ないときなら減らしていいじゃないのかな、という気がするんですけども、その辺の

考えはないのでしょうかね。もう一度お伺いします。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 大森議員さんの質問に担当課の方から答えさせていただき対と

思います。 
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○人権推進課長（近藤照秋君） 議長、人権推進課長。 

○議長（野口俊明君） 近藤人権推進課長。 

○人権推進課長（近藤照秋君） これらの研修経費につきましては、町の方で、お願い

をして、いわゆる行政職員が出張する経費として計上しているもんでございますけれど、

他にもあるいは人権同和教育推進協議会の方からもですね、参加していただいてるとか、

いろいろ参加している状況がございます。 

 で、これらの県外研修旅費につきましては、学校の先生方、あるいは保育所の先生方

等、役場の職員ばっかりじゃなくて、学校の教職員、保育士等参加していただいてる経

費でございまして、例年より少し参加人数を落としたような経費を計上しておるところ

でございます。必要な経費として挙げさせていただいておりますのでよろしくお願いい

たします。 

○議員（３番 大森正治君） 議長、３番。 

○議長（野口俊明君） ３番 大森正治君。 

○議員（３番 大森正治君） 質問いたしましたのは、必ずその数を消化するんではな

くて、少なかった場合、そこまでで抑えれないのかと、必ずその数を達成するようにし

なくてもいいんじゃないかという質問なんですが、それの考えはどうでしょうかってい

うことです。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 大森議員さんの質問に答えさせていただきますが、それぞれの

事業等の中で、会場の状況等もあるわけでして、指示があったりするわけでございます。

基本的には、その大切な事業でありますので、その事業にあたって研修を受けるあるい

は参加をする、そのことによってさまざまなそれぞれの資質の向上、研修ということに

わたしはなると思っておりますので、日常にいろんな事業、業務あろうとは思いますけ

れども、必要な事業についてはやはり、多少それぞれの持っている、抱えておられる仕

事等が、あるかもしれませんけれども、こういった人権教育、啓発については取り組ん

でいかなければならないという具合に考えておるところでございます。 

○議長（野口俊明君） 他に。 

○議員（７番 近藤大介君） 議長、７番。 

○議長（野口俊明君） ７番 近藤大介君。 

○議員（７番 近藤大介君） 社会教育費について１点お尋ねいたします。予算書では

１６９ページ、先ほどに続いて補助金についてお尋ねいたしますが、婦人団体活動費補

助金ということで８０万円、前年度に対比しまして、３０万の増額になっております。

具体的にどの団体にどのような目的でどのような内容で増額するものか説明を求めます。 

○教育長（山根 浩君） 議長、教育長。 

○議長（野口俊明君） 山根教育長。 
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○教育長（山根 浩君） 近藤議員さんの質問に対しまして、詳細について社会教育課

長の方から申し上げます。 

○社会教育課長（手島千津夫君） 議長、社会教育課長。 

○議長（野口俊明君） 手島社会教育課長。 

○社会教育課長（手島千津夫君） 失礼いたします。３０万円の増額ということで、今

お話しがあったとおりでございます。実際には昨年度までの状況から申し上げますと、

この補助金の中身としまして、町全体の協議会といいますものが、女性団体で作ってあ

ります。そちらの方で２９万強、そしてあと御来屋地区の婦人会の方に４万円、大山地

区、大山町婦人会という名称となりますけれど、ここが１５万円という形での個別の団

体への補助金との積算だったわけですけれども、このたびの３０万円の方の増額につき

ましては、最初に申し上げました町全体の女性団体連絡協議会の方への補助金というこ

とにしております。そして具体的な内容ということでございますけれども、この女性団

体連絡協議会、町全体を含むという内容になっておるものでございますから、構成団体

等がそれぞれの地区にまた別にございます。それぞれの地区の活動状況等は、それぞれ

まちまち、さまざまな形で頑張ってもらってるわけですけれども、社会教育団体等の育

成を大きな課題としております社会教育課としまして、是非ともそれぞれの組織の活性

化という形を頑張ってもらいたいということでこのたびこの女性団体連絡協議会の方に

この補助金を増額をさせていただきまして、その中にちょうど社会教育課の方から担当

の方が事務局として入らせていただいております。これからですけれども、この増額さ

せてもらったものを使いまして、小さなこれまでの構成団体のところにさしていただい

ておりました、本当に小さな補助金の中身の方を少しだけ増額させてもらえたらという

ようなことも含めて、全体の和の広がり、あるいは停滞しております活動の方の活性化

を図れたらというのが内容でございます。 

 申しわけございません。因みにですけれども、昨年度の実績の方からいいますと、実

は先ほど申し上げました２９万ほどの町の団体連絡協議会の方の補助金の実際の実績に

なりますと、このうちの２５万強がですね、実際のこの女性団体連絡協議会の方のレク

レーション大会、あるいは研修会等への出費という内容になっておりまして、その構成

の方になっております、それぞれの地区にあります組織の方への活動助成という格好に

なってきますと、どうしても１万円代になってしまうという現状でございます。 

その他、まだここの構成団体になっていただけてない団体で是非ともこの補助金等を

配付しまして頑張ってもらいたいというような組織の方の取り込みというようなことも

含めまして、女性団体全体を活性化したいというのが内容でございます。以上でござい

ます。 

○議員（７番 近藤大介君） 議長、７番。 

○議長（野口俊明君）  ７番 近藤大介君。ちょっと発言のちょっと待ってください。
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本日、議案第２９号を全議案の質疑を終了、この議案第２９号の質疑を終了するまでは、

時間を延長いたします。残りにつきましては、残議案は３月８日午前９時半よりこの議

場で再開いたしますので、そのつもりでよろしくお願いいたします。それでは７番 近

藤大介君。 

○議員（７番 近藤大介君） 今ご説明いただきましたところによると、まあ３０万増

額の対象は、女性団体連絡協議会であると。で、まあ結局そこの女性団体連絡協議会に

複数の女性団体が入っておられて、そこにこの３０万の増額のうち、まあほとんどです

か、各団体に振り分けるような形で、活動の活性化をしてもらいたいというふうに理解

したわけですけれども。まあ先ほど鹿島議員が補助金のつけ方としては、ちょっと下手

なことないかなという指摘もございましたが、今回一部の団体だけが、補助金が増額が

増額になってます。で、まあ社会教育団体もいろいろあるわけで、何故女性団体だけに

今回増額だったのかと、少し疑問に思うところでございまして、たとえば青年団活動も

まあ非常に最近、最近っていうかずっと低迷しておりまして、もっと頑張ってもらいた

いという気持ちも、わたしは元ＯＢですからあったり、あるいはその他の団体ももっと

頑張って活性化したらいいなと思うわけで、その中で何故今回女性団体だけだったのか

という疑問がございます。 

で、まあ今回特定の団体にだけ増額ということの問題はあるんですが、まあそれがで

すね、そのこういう事業目的があって、こういう活動をするから補助金が要るんだとい

うことであれば全く問題はないわけです。 

ところが、今のご説明では、活性化を図りたいというだけで具体的な内容に非常に乏

しく思ったわけでして、そういった女性団体からですね、実際その補助金要望があった

のか、「これこれこういう事業をするから、補助金増額してください」という計画書な

りが提出されたのか、これらの点について再度説明をお願いいたします。 

○教育長（山根 浩君） 議長、教育長。 

○議長（野口俊明君） 山根教育長。 

○教育長（山根 浩君） 近藤議員さんのことについてお答えしたいと思います。また

詳しいのは、担当の課長からも申し上げたいと思います。 

 まずあの、何故女性団体なのかということもあろうかと思うですけれども、わたした

ちはいろいろ社会教育活動をやっております中でですね、特に人口の半分がまず女性だ

ということが一番大きなことだろうと思っておりますけれども、いろんな形でグループ

を作られたり、今も話が前に出てきましたけれども、食生活の改善の方も女性です。ま

あいろんな形の方をまとめるって言いますか、する中でですね、やっぱり是非いいとこ

ろのわたし個人の考えといたしましては、いいところの視察研修も是非やっていただき

たいと思います。あるいは交流活動もやっていただきたい。やっぱりよそに出ていきて

みることによって、また自分のところの団体を考える糧にしてもいただきたいと思って
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おります。もちろん青年団も、とても大事です。いろんな形で町に青年団の大きな力が

ある。居場所と出番があるということは、これからにとっても、これからの大山町にと

ってもとても大事なことだろうと思っております。 

 まあ一応、今のわたしの考えを申し上げまして、詳しいことは要望があったかどうか

も含めて要望もあったと思いますけれども、担当課長が答えます。 

○社会教育課長（手島千津夫君） 議長、社会教育課長。 

○議長（野口俊明君） 手島社会教育課長。 

○社会教育課長（手島千津夫君） まず、要望があったかどうかということからお話さ

せていただきます。実際に先ほど申し上げたんですけれども、構成メンバー、構成団体

とってみますと、それぞれの自分たちの会費を出し合われまして、そして活動をしてお

られということにつきましては、それぞれの団体でさまざまな内容になっておるかと思

いますけれど、やはり１万円代のもので団体を実施、そして活性化させていくという状

況ではなかなか難しい状況があるという団体からご意見等出ております。ただ、どうい

ことをするからこういうような形でのこれだけのものをお願いできんかというような細

かいものにつきましては、いただいておりません。 

 それからもう１点ですけれども、先ほど内容的な格好の方は教育長が申し上げました。

実際に社会教育課としましては、この団体育成という面の中で、たまたま町全体をまと

める組織の事務局として出させていただいております。この中に入ってもちろん自立し

ておられる団体を、の活動を阻害したらいけんということはもう大前提で思っとるわけ

ですけれども、どういう形で、この女性団体の方全体をいい形で和を広げていこうか、

活性化をしようかということをこれから頑張って役員さん方と詰めて、そして具体的な

ものに立ち上げをして、執行できたらというのが現状でございます。 

 内容に乏しいという言葉をいただいて本当に申し訳ございませんですけれども、これ

から中に入って一生懸命頑張るということで、お願いできんかと思っております。以上

でございます。 

○議員（７番 近藤大介君） 議長、７番。 

○議長（野口俊明君） ７番 近藤大介君。 

○議員（７番 近藤大介君） 女性団体をはじめ、その各種社会教育団体に活性化する、

活性化してもらいたい、そのことに関してわたしは全く異論はありません。ただ、その

３０万、額は僅かかもしれませんけど、先ほどの質疑の中でも申し上げましたように税

金でございます。やはりそこの支出につきましては、公平でなければならない。公正で

ならなければならない。で、研修に行って学んでもらうことが活性化ということもあろ

うかと思います。卵が先か鶏が先かもしれませんけれども、その補助金あるから使えが

いいのか、ね、目的にこれがしたいという目的に合わせて補助金を出すのか、その辺や

はりね、しっかり支出をする側はよくよく考えていただく必要があるんじゃないかと思
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うんですけれど、その上でですね、最後に一つお尋ねするんですけども、女性団体連絡

協議会に加入しているある各種団体に補助を出す。連絡協議会を通じて補助を出すって

おかしくないですか。 

 そこに入っておられる構成団体、こういう活動がしたいです、こういう状況でその取

り組みに困っている、そういうことであれば、そこの団体に対して直接相談にのってあ

げて、困っておられるところに手を差しのべるなら差しのべる。そこの団体がこういう

事業をしたいっていっておられるんであれば、それに対してそこの団体に直接、補助を

すべきじゃないか。その連絡協議会を一つかませることによって、税金の流れが迂回で

すよね、するということはチェックもしにくくなる、そういうふうに思うんですけれど、

その辺問題ないですか。 

○教育長（山根 浩君） 議長、教育長。 

○議長（野口俊明君） 山根教育長。 

○教育長（山根 浩君） 前半のことはとても公平公正に支出するということはとても

大事なことだと思っとります。それから女性団体連絡協議会、いろんな団体があり、食

生活の方もおられますし、中山女性の会もありますし、いろんな方が入っておられます。

婦人会ももちろん入っておられます。一つはその町全体の団体っていうのは、これしか

女性団体しかないということだと。で、ひとつひとつの団体の力を強くすることが先な

のか、あるいは全体で上がっていただくのが先なのか。いろいろ議論があることだろう

と思っておりますけれども、いろんな形でこれからも女性団体の育成、特に社会教育団

体としての育成、地域で頑張っていただける、それぞれの地域で頑張っていただける団

体はこれからも育成していこうと思っとります。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 予算でございますので、私の方も一言述べさせていただきたい

と思います。先ほどからずっと教育委員会の方からその必要性、そして状況を話を答え

をさせていただいたところでございます。教育長の方から申し上げましたように、人口

の半分以上が女性であります。そして合併後、本当にそれぞれ地域で活動しておられま

した女性のパワー、合併をしてから、何となく弱くなっているというのは議員の皆さん

も感じておられるのではないのかなと思っております。 

また、先ほど申し上げましたように、これからの取り組みの中では、行政と本当に地

域住民の方の力が一緒になってやっていくということが本当に求められる時代に入って

おります。それを考えるときに、この半分以上おられます女性の中で、既に組織がある

この女性団体の会、合わせて名和、中山 大山、連絡協議会という形で一本化していた

だいておる会でございます。そういった状況をわたしもこの就任をさせていただいてか

らできるだけ、いろいろな会合に出るようにさせていただき、現場の声、生の声を聞か

せていただく機会をずっと持たせていただきました。その中で女性の方から本当に、活
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動したいんだけど、自分たちで本当今やりたいことをするときには、自分の財布をだし

ながらやっているんですよという声もたくさん聞きました。それはそれで皆さん方の活

動でつい熱い思いをもってやっていただいておりますので、非常にありがたいと思って

おりますけれども、その状況をずっと続けるということが本当にこれからの地域活性化、

住民の皆さんと、町民と行政、一緒になってやっていくということに考えたときに、や

はり少し行政の方からもそういった女性の団体で活動しておられる方々の声に耳を傾け

る必要もあるのではないのかなということを常々感じてずっとおりました。このたび教

育委員会の方からこういう提案がございましたので、ああ、それならばという思いでこ

の予算を付けさせていただいたところでございます。 

公正、公平ということをご指摘ございますけども、そういう本当に地道に、一つ一つ

活動していただいております皆さんの女性のこのパワーをわたしは是非とも本当に僅か

な金額でございますけれども、これを一つの一歩として更に高めていただきたいなとそ

ういう熱い思いで予算付けをさせていただきました。逆にこれで足らないという女性の

お力の声が出てくるかもしれません。それは、その時にまた皆さんの方にご提案をし、

ご検討願いたいなと思っております。 

これから本当に行政と住民の皆さんと、地域一体となってやっていく、そのためには

汗をかいていただく、かいておられる方には、それなりの支援、一緒になっていくもの

の手立てを本当に僅かではありますけれども、支援をしていただく、いかせていただく、

その取り組みもわたしは必要ではないのかなと思っておるところでございますので、ご

理解を願いたいと思います。青年団とかいろいろな団体の活動もあると思います。本当

に自分たちが真剣にその活動を感じ、こうして大山町のためにやっていきたいという熱

い思いがありますれば、それはそれでやはり議会の皆さん方と一緒になって支援をし、

応援をし、この大山町を一緒になって作っていく、わたしは必要ではないのかなと思っ

ております。よく町づくりは人づくりだといいます。人を作っていく、わたしは根っこ

は組織づくりから、組織活動からだと思っております。そういう意味合いでわたしは組

織活動を本当に充実していく、育成していく、強化をしていく、このことが将来に向け

ての大切な１歩であるという具合に思っておりますので、この点につきましても、どう

ぞ議員の皆さま方、ご理解をお願い申し上げたいと思います。 

〔「間接補助についての是非について、答弁がないように思うんですけれど、ないとい

うことでいいですか。」と呼ぶものあり。〕 

○教育長（山根 浩君） 議長、教育長。 

○議長（野口俊明君） 山根教育長。 

○教育長（山根 浩君） そのことにつきましては、担当課長から申し上げます。 

○社会教育課長（手島千津夫君） 議長、社会教育課長。 

○議長（野口俊明君） 手島社会教育課長。 
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○社会教育課長（手島千津夫君） 失礼いたします。申しわけございませんでした。間

接補助というお言葉をいただきました。先ほど一番最初に説明させていただいた中にで

すね、御来屋地区の婦人会、そして大山町婦人会という大山地区の婦人会の方につきま

しては、直接の補助をさしていただいてるという言葉を申し上げました。現実に町全体

をまとめた形でのこの女性団体連絡協議会という形での補助金を出しております中身か

ら申し上げますと、じゃあ他の地区にもそれぞれの団体の構成があるんではないかと、

そしてその団体全体でこの団体そのものを結局どうにか、盛り立てて頑張っていかんと

いけんということが、この女性団体の連絡協議会の中身になっておると思っとります。 

その中で、やはり構成団体の辺りに是非とも頑張って少しでも皆さん方、自分たちの仲

間としてこれからも頑張ってくださいねということでの活動助成費という名目で先ほど

申し上げたような僅かずつの金額が実績として出ておったようですけれども、そういう

形でのものが行なわれたという格好で、形では確かに間接補助という格好になろうかと

思いますけれども、こちらの方からそれぞれの団体に直接いくらかずつ出すという形の

対象にしていない以上、そちらの方からの分を生かされて組織の活性化に繋げてもらう

ということで考えておるところでございます。以上でございます。 

○議員（１０番 岩井美保子君） 議長、１０番。 

○議長（野口俊明君） １０番 岩井美保子君。 

○議員（１０番 岩井美保子君） １５９ページと１６３ページに学校給食費の補助金

として上がっております。これは１５９ページが小学校、１６３ページが中学校でござ

いますが、人数も少なくなってきております関係か、大変少ないですよね。子どもの体

力を作るために、もうちょっと補助をしていきたらいいんじゃないかと思います。指定

管理に出しましてから、約１年になります。それでわたしたち今教育民生常任委員会に

席を置いておりませんので、どういうごちそうを子どもたちが食べているかっていうこ

ともまだわたし調べてませんですが、以前は給食室に行きまして一緒に食事をさせても

らったりしたことがございました。そのような関係で、関係者の皆さん、指定管理に出

されてからのお食事をどのように思っておられますでしょうか。 

○教育長（山根 浩君） 議長、教育長。 

○議長（野口俊明君） 山根教育長。 

○教育長（山根 浩君） 詳しいことが学校教育課長の方からお話さしていただいて、

指定管理に出しましてもですね、食べておるものというのは、全く以前と一緒と考えて

いただければ、結構だと思いますので、また機会がありましたら是非試食会も出来ると

思いますので、実際食べていただくことも必要なんでないかなと思います。もちろん地

産地消も同じようにやっております。あと金額のことにつきましたり詳しいことは学校

教育課長が申し上げます。 

○学校教育課長（林原幸雄君） 議長、学校教育課長。 
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○議長（野口俊明君） 林原学校教育課長。 

○学校教育課長（林原幸雄君） 岩井議員さんのご質問にお答えいたします。学校給食

費補助金でございますが、これは給食に出す牛乳の補助でございます。児童生徒数が確

かに減ってきてはおりますが、補助額は同じように補助をしているところでございます。

以上でございます。 

（杉谷議員 退席 午後５時９分） 

○議員（１０番 岩井美保子君） 議長、１０番。 

○議長（野口俊明君） １０番 岩井美保子君。 

○議員（１０番 岩井美保子君） 確か牛乳も１本は出ていないですよね。何分の１か

ということですか。そういう出し方じゃなくて、子どもたちの健康づくりのために、も

う少し補助金はあってもいいんじゃないかと感じるんですけど。 

○教育長（山根 浩君） 議長、教育長。 

○議長（野口俊明君） 山根教育長。 

○教育長（山根 浩君） １本につき８円補助しておるということでご理解いただきた

い。 

○議員（５番 野口昌作君） 議長、５番。 

○議長（野口俊明君） ５番、野口昌作君。 

○議員（５番 野口昌作君） 最初にですね、１８７ページに、１８７ページにですね。 

○議長（野口俊明君） 野口議員にお願いします。５分間休憩しますので、休憩後に質

問を再会してください。それでは１６分、再開。 

午後５時１０分 休憩 

午後５時１６分 再開 

○議長（野口俊明君） 再開いたします。５番、野口昌作君。 

○議員（５番  野口昌作君）  １６０ページでございますけれど、小学校施設整備費、

これでですね、工事請負費１億５，２８４万８，０００円がございますがですね、これ

の算出根拠、基礎、積算ですね、どういうことで積算されているかと。それからその下

の備品購入費７６９万５，０００円、これをどういう積算をして、こういう金額になっ

たかということと、それからですね、１８０ページ、委託料でですね、試掘調査事業が

町内開発が３８７万５，０００円見てありますけれど、これはどことどこをですね計画

されて予算化されたかお尋ねします。 

○教育長（山根 浩君） 議長、教育長。 

○議長（野口俊明君） 山根教育長。 

○教育長（山根 浩君） 工事請負費関係、備品購入費関係については学校教育課長で、

それから試掘調査につきましては社会教育課長がお答えします。 

○学校教育課長（林原幸雄君） 議長、学校教育課長。 
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○議長（野口俊明君） 林原学校教育課長。 

○学校教育課長（林原幸雄君） 野口議員さんのご質問にお答えいたします。大山小学

校の耐震及び大規模改修工事につきましては、耐震工事約２，０００万、改修工事に１

億３，０００万を予定しております。 

それから備品購入でございますが、改修に伴いまして生徒の机、椅子、それから戸だ

な、悪くなった机、椅子とかそういうものを備品の新しくするように計画しております。

以上でございます。 

○社会教育課長（手島千津夫君） 議長、社会教育課長。 

○議長（野口俊明君） 手島社会教育課長。 

○社会教育課長（手島千津夫君） 試掘調査につきましては、現在から引き続きという

ことになりますけれども、大山寺僧坊の方の若干の追加というものがございます。大山

寺僧坊跡の方の調査につきまして、もう少し若干ですけれども綿密な調査が必要という

ことの内容になっております。 

そして山陰道等、この山陰道等につきましてもまた先日来、報道機関等があったんで

すけども、そちらの方での事業の方等がございまして、できるようになったということ

がございまして、そちらの方への試掘調査が入るという格好になっております。そのよ

うな形での内容がここに入っておるわけですけれども、委託料という形でどうしてもこ

こに組んでおりますのは、そういう中で大山寺僧坊跡の調査といいますものを、これも

うちょっとしたらまとめる形に来年度なっていくわけですけど、その中で今回出ました

遺跡の内容が立体的なもの、三次元的なものという内容になっております。そして、そ

れを行うにつきましては、どうしても職員等が行うという内容ではなかなかできない。

内容を具体的に申し上げますと、正に石組みといったものがたくさん出てきております。

そのようなものを結局業者の方に委託せざるを得んという内容での委託料という格好で

正に外部に発注して始めて行なえるもんだということで捉えてもらったらと思っていま

す。以上でございます。 

○議員（５番 野口昌作君） 議長、５番。 

○議長（野口俊明君） ５番 野口昌作君。 

○議員（５番 野口昌作君） 工事請負費、備品購入費についてですね、今尋ねまして、

まあ大きなところでの回答でございましたが、これらについてですね、もう少し内訳が

分かったらなという具合に思うところでございますが、どんなもんでしょうか。 

○教育長（山根 浩君） 議長、教育長。 

○議長（野口俊明君） 山根教育長。 

○教育長（山根 浩君） 野口議員さんのご質疑につきましては、学校教育課長がお答

えいたします。 

○学校教育課長（林原幸雄君） 議長、学校教育課長。 
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○議長（野口俊明君） 林原学校教育課長。 

○学校教育課長（林原幸雄君） もう少し詳細にということですので、述べさせていた

だきます。まず耐震工事でございますが、大山小学校の教室棟それと屋内運動場、体育

館を予定をしております。それから大規模改修につきましては、それに加えまして、管

理棟も予定しております。耐震工事につきましては、その２つで２，０００万、それか

ら改修工事につきましては、大まかなものは、体育館管理棟、教室棟の防水工事、それ

から保健室が今現在管理棟の２階にあるものを１階の児童玄関に近いほうに移転する、

それと図書館も同じく管理棟の一番奥にあるものを子どもたちがもっと使いやすいよう

に、教室棟の２階の方に移転しようとしています。 

それから管理棟につきましては、建設されてからかなりの年数が経っておりまして、

床、壁、天井、かなり傷んでおります。その辺りの改修、それと以前にも議員さん方か

らご指摘をいただきました管理棟の奥に非常階段がないということがございまして、そ

ちらの方には非常階段を付けようとしております。 

 他の工事につきましては、ただいま設計を出しておるところでございまして、鋭意協

議を重ねながら、よりよい工事になるように努力しているところでございます。以上で

す。 

○議長（野口俊明君） 他に質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（野口俊明君） 次に、公債費１８８ページから最後まで、質疑ありませんか。 

○議員（５番 野口昌作君） 議長、５番。 

○議長（野口俊明君） ５番 野口昌作君。 

○議員（５番 野口昌作君） １９３ページのですね、昇給の関係だと思いますけれど、

号級数別内訳、これでですね、本年度は、１号級に３９人ということになっております。

前年度はですね、１号級というものが、全然ない状況でございますが、これらはどうい

うような機構改革っていうですか、そのやり方を変えられたっていうですか、その辺ち

ょっとお尋ねします。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 野口議員さんの質問に担当課長の方から答えさえていただきま

す。 

○総務課長（田中豊君） 議長、総務課長。 

○議長（野口俊明君） 田中総務課長。 

○総務課長（田中豊君） 職員の給料でございますけれど、合併時に３町に違いがござ

いまして、その調製を２１年度、２２年度にやることといたしました。で、２２年につ

きまして、調整の中で１号調整という部分が出たということでご理解をいただきたいと

思います。 
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○議員（５番 野口昌作君） はい、分かりました。 

○議長（野口俊明君） 他に質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（野口俊明君） はい、そういたしますと、一般会計予算の全般について質疑を

いたします。 

○議員（１７番 西山富三郎君） 議長、１７番。 

○議長（野口俊明君） １７番 西山富三郎君。 

○議員（１７番 西山富三郎君） 今日は、２２年度執行されるわけですが、どのよう

大山町を作ろうとしておられますか。大山町という、あなたたはどのような自治体の姿

を描いていますか。 

 ２点目、あなたは最高責任者として政策展開を行なわれるわけでありますが、そのプ

ロセスはどのようでありますか。 

 ３点目、この予算は入り口であります。決算は出口であります。入り口が大事で出口

がおろそかでいいという声もないわけではないですけれども、予算と決算は同じぐらい

値打ちがあって、返って決算の方がその経緯、実績を重視した場合、統治効果を見る場

合、重いと思いますが、予算と決算の関係をどのように見ておられますか。 

 それからですね、財政状況の公表というのが、自治法にもありますし、町の条例にも

あります。年に２回なされているようでございますが、町民に届きにくいように思いま

すので、この財政状況の公表、年２回行なうものを住民により分かりやすくする考えは

ありませんか。以上です。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 西山議員さんの方から４つの質問をいただいたところでござい

ます。既にあの、所信表明の方でも、させていただいたり、また議会の議案の中ででも

話をさせていただいてるところでございます。どのような取り組みを柱にしていくのか

ということでございますが、やはり合併時から取り組みがなされております総合計画、

ここが大きな柱になっております。その中で、産業活性ということも含めまして、大山

恵みの里づくり計画等がございます。予算立ての中でもそういった取り組みに産業活性

の方に少し力を入れさせていただきながら、また新しい取り組みも入れさせていただき

ながら予算編成をさせていただいておるところでございます。大きな柱といたしまして

は、やはり行政の取り組みは継続であると思っています。合併時から進んできておりま

すその総合計画の取り組み、大山恵みの里のプラン、このものをベースにしていって、

元気であるまちづくり、そして安心して住める町づくり、そして安全であること、そし

てもう一つは、やはり財政というものがございますので、安定した町づくりということ

がわたしの柱であると、そしてそれは、合併時から進んできておるこの取り組みである

と、いう具合にわたしは思っておるところでございます。 
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 まあ政策展開のプロセスということでございますけれど、これも大きな柱となるもの

につきましては、この村の健康診断といいますか、本当に町づくりの基本といいますの

は、そこに住んでおられる方々の熱い思い、あるいは自分たちで自らこのまちづくりを

作っていくんだというところが大きな大切な部分だと思っております。わたしも農業を

しております中で大切なのは、いい種を買ってあるいはそれを蒔いて大きく成長してい

って最終的に花が咲いて実がなってきます。その軸足になるのは、一番大切なのは、や

はり土づくりであります。よく話をさせていただきます。政策の方でこの行政でいろい

ろなこのたびも各担当課の方からさまざまな予算を出させていただいております。そう

いった予算が、さらに効果的に成果として上がっていく。そのためには、やはり住んで

おられる住民の皆さん方のそれに対する支えであったり同じ思いでやっていこうよとい

うことでの参加であったりであると思っております。取り組みの政策的な取り組みをい

ろいろとさせていただいておりますけども、やはり一番大切な部分は土づくりであると

ころ、あるいは集落から、人の啓発からその思いから、そこから一歩一歩着実にこの町

づくりが進めればありがたいなとそういう思いで取り組みを、このたびの提案もさせて

いただいておるところでございますので、ご理解を願いたいと思います。 

 予算・決算の関係をどう見るかということでございます。もちろん決算を見る中で、

次の展開ということになりますけれども、残念ながら２１年度決算ということについて

は、まだまだ先でございますので、その件についてはこれからということになりますけ

れども、この職務を与えていただいてから今日まで関わらしてもらった中でのいろいろ

な町づくりそういったことを踏まえて、このたびの予算の提案をさせていただいたとこ

ろでございますので、この点につきましてはご理解を賜りたいと思います。 

 また財政状況の公表ということでございますけれど、これにつきましてわたしまだも

う少し内容等について担当課の方と詰めていかなければならないという具合に思ってお

りますので、この点につきましては、今後検討させていただきたいなと思っております。

ご意見は参考意見として賜りたいという具合に思いますので、よろしくお願いを申し上

げます。 

○議員（１７番 西山富三郎君） 了解。 

○議員（３番 大森正治君） 議長、３番。 

○議長（野口俊明君） ３番 大森正治君。 

○議員（３番 大森正治君） 今はなき大山口駅前のＳＬについてでございますけども、

あのＳＬ本当に長い間あそこにあって歴史を感じましたが、今は維持管理が無理だとい

うことでなくなり、あそこになんかぽっかり穴が開いたような感じを通るたんびにして

いるわけですけれど、あれにはやっぱりそれなりに意味があったなというふうにわたし

は思います。 

 一つはやはり山陰道走っていた歴史を伝える機関車だったということ、それからもう
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一つは大山口列車空襲というあまり全国的にも例のないような悲惨な戦争の中で、この

地域にも悲惨な戦争があったということを伝えるあそこに碑があるわけですけれど、そ

の碑のそばにこのようなＳＬがあったということで、そういう歴史の証言者の役割をし

ていたと思うんですが、そういうようなことを９月議会にもわたしもちょっと話させて

いただいて、町長からも回答を得たわけですけれども、その際に、町長、わたしがちょ

っと言いましたのは、何らかの形でその写真なり説明板を設置したらどうかということ

をお願いしたわけですけども、検討してみるということをおっしゃっていましたが、（関

係ないがな」「議長、休憩」「自分の思いだがん」と呼ぶものあり）いや、それでです

ね、それでですね…、 

○議長（野口俊明君） 賛成者がありません。 

○議員（３番 大森正治君） これ予算の中に、それがちょっとわたしよう見つけなか

ったんですけども、入っているのかどうなのか、もし無かったら検討されないのかとい

うことをちょっと質問したいと思います。 

〔「休憩」「賛成」と呼ぶものあり〕 

○議長（野口俊明君） はい、休憩します。 

午後５時３４分 休憩 

午後５時３５分 再開 

○議長（野口俊明君） 再開いたします。森田町長。 

○町長（森田増範君） 大森議員さんの質問でございますけれども予算立てということ

の中には入っておりません。 

○議員（３番 大森正治君） 議長、３番。 

○議長（野口俊明君） ３番 大森正治君。 

○議員（３番 大森正治君） これからの検討の余地についてはどうですか。 

○議長（野口俊明君）  はい、ただいま他の議員さんからのお話もありましたように、

これは大事なことですから、一般質問でよろしく審議願いたいと思います。 

他に何かありませんでしょうか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕 

○議長（野口俊明君） 質疑なしと認め、これで議案第２９号の質疑を終わります。 

────────────────・───・───────────────── 

散会報告 

○議長（野口俊明君） 本日の会議はこれで終了いたします。次回は３月８日に会議を

開き、残りました議案第３０号 平成２２年度大山町土地取得特別会計予算以下の質疑

を継続いたしますので、午前９時３０分までに本会議上に集合してください。 

 本日はこれで散会いたします。どうもご苦労さんでした。 

────────────────・───・───────────────── 
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午後５時３６分 散会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


